
第 12次横浜市消費生活審議会 

第１回消費生活協働促進事業審査評価部会 

 

  議事次第 

 

令和元年６月４日（火）午後２時 

     関内中央ビル ５階特別会議室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 題  

(1) 部会長の選出について 

(2) 会議録確認者の選出について 

(3) 平成 30年度消費生活協働促進事業の評価について 

 

 

３ 閉 会 

 

 

【配布資料】 

  資料１ 本部会名簿 

 資料２ 実施団体一覧 

資料３ 事業評価表 

資料４ 実績報告書類等一式 

資料５ 事業相互評価シート 

資料６ 申請書類一式 

 



平成30年10月1日現在

Ｎｏ 区分 委員氏名 所　　属

　おおもり　しゅんいち

　大森　俊一

　かわい　　なおみ

　河合　直美

　よう　なおこ

　楊　直子

敬称略：五十音順

消費生活協働促進事業審査評価部会委員名簿

第12次横浜市消費生活審議会

消費者

事業者

学識2
　公益社団法人　日本消費生活アドバイザー・コンサルタン
ト・相談員協会

1 　公益社団法人　日本訪問販売協会　専務理事・事務局長

3 　横浜市生活協同組合運営協議会　代表

資料 １



№ 団　体　名 事　業　名 事業の目的及び内容

1
特定非営利活動法人
森ノオト

横浜の地産地消を未来に
つなぐ編集会議＆文化祭

　平成28年度、平成29年度に行ってきた
「横浜の地産地消の普及啓発と消費者市民
社会の実現に向けた取組みの集大成とし
て、過去２年間の講座で登場していただい
た生産者、シェフ等が集まり、地産地消の
恵みを味わえる料理を食べられたリ、横浜
の地産地消についてのパンフレットや小冊
子、啓発ツールを一堂に集めて学べる文化
祭を開催します。開催までに、毎月１回編
集会議を開催して、市内の地産地消の取組
みをレポートし、横浜の農業・里山・風土
の豊かさを伝え、未来につないでいきロー
カルに根ざし地域の未来をつくる消費者を
育成します。

2
横浜市資源リサイクル事業協同組合

「地産地消」と「地域循
環型びんリユースシステ
ム」が織りなす環境配慮
型消費行動のススメ

　地産地消飲料の原料産地やリユースびん
に関わる現場を巡る視察ツアーを行い、二
酸化炭素排出量の削減に対する意識や食品
ロスへの意識の醸成により環境配慮型消費
行動への理解を深めます。
　市民が環境配慮型消費行動をしやすくす
るシステムの構築に向け、消費者との意見
交換の機会を創出するためのシンポジウム
を開催します。

平成30年度消費生活協働促進事業　　実施団体一覧

資料２



（平成30年度）

消費生活協働促進事業事業評価表
記入年月臼：平成 31年 3月 208

代表者名：北原まどか

事業名：横浜の地盤地消を未来につなぐ編集会議＆文化祭
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＇露軍備点 評価のポイント 自己解鋪

－事業目的や毒事題、対象者の設定は適切だったかD A・B・C 

実
・事業の進ちよく状況に応じ必華客な対応ができたか。 生・日・ 0

・事業の執行、事業実施に伴う参加者数、予算の執行l士、概ね計画とeおりだっ
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・独自の発想、やネットワーク等、これまでの経験を活かし事業を実施できたか。 A・B・C 
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効
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（平成30年度）

消費生活協働促進事業事業評価表

記入年月日 平成31年3月22日

代表者名宗村隆寛

事業名「地産地消」と「地域循環型ぴんリユースシステム」が織りなす環境配慮型消費行動のススメ

＜評価基準＞

野視価点

実

施

効

果

評価 の ポ イ ン ト

絡会I主義~］~緊急滋治安治援活議
c 

・事業目的や課題、対象者の設定は適切だ、ったか。

・事業の進ちよく状況に応じ必要な対応ができたか。

・事業の執行、事業実施に伴う参加者数、予算の執行は、概ね計画どおり
だ、ったか。

・独自の発想、やネットワーク等、これまでの経験を活かし事業を実施できた
台、。

－事業を実施したことにより、課題の解決を図る効果をもたらすことができた
カミ。

－事業実施後の効果や継続的な展開が期待できるか。

・事業を実施したことにより、今後、消費生活の課題解決に資する活動に
取り組むための知識・ノウハウを蓄積することができたか。

総合評価

自己評価

A 

A 

A 

A 

A 

A 除

A 

A 

今回この事業を膜測するにあたり、消費者の皆様へは大いに影響を与えられたと考えている。パスツアーは
夏・秋のこ掴開催し、前Bとも多くの市民の方が「これから消費行動には気をつけたいJ、『凋りの人にも伝えた
いJという意識変革・醸成をもたらす事ができた。リユースびんの普及、地域活性へ繋げるには市民一人ひとり
にこういった賂知と意織の変化を積み重ねてゆく必要があると、我々 も参加者も強〈感じた。

総評二i斜路；品伝説読す~＼~~最前1：；；燃料ずこ宮野常袋詰~~：：
ぺ11立地域には参加できていなかった』、『生活に活かしていきたいJと身近に多様な活動が冊量れていたと新たな気
付き、そして環境に配慮した消費行動へ繋げるのことの重要性の理解を深めることへ導くことができた。
一連の事業を通し、消費者の皆様からも様々 なご意見・ご感想をいただけ、当プロジェウトにも新たな発見が

得られ、今後の持続可能性を見出す事ができた。



（第ア雪様式〉

消費生活協働促進事業補助金実績報告書

横浜市長

平成 31年 3月208’

団体名特定非営利活動法人森ノオト

所在 地 〒227-'0033

横浜市青葉区鴨志田町.818-3

代表者名柿原まどか

（役職〉 理事長

平成30年5月23日経消第 190号で交付決定を受けた消費生活協働促進事業補助金

に係る事業について、次のとおり関係書類を添えて報告します。

1 事業名

2 受領年月日

3 補助金交付額

4 補関金執行額

5 残額（余剰金〉

横浜のI也産地消を未来につなぐ編集会議＆文化祭

平成 80王手 8同 24白

¥ 400.000 

¥ 400.000 

3正 。

※この書類｜耳、横浜市市民協働条例第7条第41貞の規定に基づき、一般の閲覧に供レなければなりません。



（第8号様式〉

交｛寸苅象事業報告書

団体名 特定非曽利活動法人森ノオト

2 事業報告 平成30年9月スタートの「横浜の地産地消を未来につなぐ連続

セミナー」は、横浜の地産地消を学び、発信・啓発したいと者えl

る女性9名が半年にわだるプログラムに取り組んだ。 I也産地消の

惣菜店で起業した女性、料理家、農水省認定「地産地消の仕事人」

から農家と｛甘さ合い一緒に取り組む際のJ~＼t替えについて学び、横

浜市の農政担当者から横浜農業の特徴についてレクチャーを受

け、地産地消をメディアで発信する際の注意点などを体得した。

受講者は自宅の近くの農家さんについて調べ、「マイ農家」を選

び、自らの立案した企画を農家さんに持ちかけ、農業体験等や園

湯のj最影等を進めながら、農家との交流を深めていった。「鮫子

でビンゴ！」や「農地の動画撮影」「地産地消丸わかりガイド」「地

産地消グラノーラ」など、全部で7プログラムが立ち上がった。

文化祭は農閑期である2月に開催。食育の観点を盛り込み、お子

際連れも歓迎とレた、その結果、当日は有料プログラム参加者、

113名、男学参加27名と、予想を上回る来場者があった。

参加者の満足度は高く、「市民が企画しだからこその個性豊かな

プログラム」と、協力農家からち高い評価を得たロ

3 事業評価 1也産地消のトップランナーを講師に招いた連続セミナーと、受講

生の企画を伴走支援しながら、受講生の思いや個性にあふれる文

化祭を実現できた。主催者の森ノオト、経済局、環境創造局、横

浜市男女共同参画躍進協会が全プログラムをともにつくりあげ、

連続セミナー最終回のふりかえりでは、受講生一人ひとりが「私

の者える地産地消、消費者市民社会」を自分の言葉で語り、体得

したことがわかった。市民参画、協働という意味合いからも、出

色の事業にな2たと評価する。



（第9号様式〉

交付苅象事業収支決算書

収入合計 ¥ 616.738 

支出合計 ¥ 616.738 

1 収入の部 （円）

項 目 金 富買 吉見 明

市補助金 400,000 （受領年月日平成 30年 8月 24日〉

団体負担金 2.16.738 

E'コ‘ 百十 616.738 

2 支出の部 〔円〕

I頁 自 金 書買 5見 明

講師謝金 71.000 セミナー講師（1万円×3名〉、当日ゲスト・

スタッフ謝金41,000円＝キO

会場使用料 36,050 セミナー会湯費、事前準備会場費、当日会場資＝今＠

人件費（※〉 420.000 20H× 2人×10ヶ月（1H人1000円），

取材レポート（5000田×2）、講師1固司＠

消耗品費 1.801 紙代Lプログラム用資材 ＝キ＠

印刷製本費 55.400 A4版＠20.000円×2団、セミナー＆文化祭E問J費司＠

その他（食材費〉 32.487 食材費（80名分〉＝中 。
fコ2拘 言十 616.738 



も
発信したいl

(7 '0 
会ってみたい l白、

ロ

子どもに安心な

地元の野菜を

食rえさせたい！

地産地消を θ 

主持

農家、生産者さんが） - ) t色産地消を

いる！ 』 l _/  普及するイベントを
＇＝~~ぎてて九人と 1 ⑪ 

~ ~';;;, ......_ ＿＿，，，ノ

E詩情111(£ 料理宜
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置量富盛m語調E日11),lc # r匂・~ 也，.，， ’E目，：.t,ffi’園、

巴Eコ毎月咽の連続セミナー
ゲストによる話題提供＆自分のやりたいことをまとめる

ワーヲショップを実施。学びながら生産者とつながり、

2月のイベント「文化祭Jで集大成の発表やイベントを

企画していきます。

日韓 ：繍 続
椿直樹古ん 白音ll井美佳古ん 小池一美さん 北原まどか
（料理人） （はまキッチン） （コマデリ） （蒜ノオ卜）。

~イベン卜への参加
「地産地消を未来につなぐ文化祭（仮）」（2019年2月）にてプログラム

参加者は出展、自身の企箇を発表、発信できます。

「文化祭J＝プロダラム参加者の発表、企画ブース、企函講演の実現の場

横浜の女性農業者を招いて地産地消の恵みを昧わえる料理を食べた

り、地産地消関連の書籍や小冊子などを一堂に集めて読むなど。

会場はアートフォーラムあざみ野「生活工房Jを予定。
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L生産者とのマッチング体制も万全です ) 
抽出相側舗が協力。制限定 ノ

＼』－，＿ ーノ、、四J、、，J、、M，，、＿＿..、句....，、＿，.

主催.NPO法人森ノオト（事務局） 後援：摘浜市環境創造局
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中間プレ発表会、文化祭準備

プログラム参加賀：6000月（企6回＋文化祭）

いずれも時間は9:45～11:45 
文化祭本番

ふりかえりワークショツフ．

。氏名＠住所＠電話番号。メールアドレス

＠差し支えなければ所属、役職＠参加動機

）！（お子機の同伴を希望されている方は、受付時にご一報ください。
一時預かりなどのご案内をいたします。

it｝也一美古んt

-
• 

OS: アートフォーラムあざみ野

メールに下記を明記の上、 • 
記載のメールアドレスまで送信してください。

工亙中氏＂＇周＇
申し込み・問い合せ先
NPO法人森ノオト

》…市1－~~i，~oo~o:jp
横浜市宮地下鉄東急田園都市総あざみ野駅下車徒歩5分

事
業
紹
介

勝繍醸轍轍轍繍翻離醐
闘雛離競輔趨櫨離陣塑

未来をはぐくむ人のための生活マガジン

P森ノヨtト
http://morinooto.jp/ 

地域情報やエコライ7在発儒するウェプメディ1'.エ
コクッキングや暮らし由エネルギーを考える締座、
地産地i肖マルシ：d晶おばを食べる収樋銭』在主催
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｜ 体験プログラム割問会 ］ 

プログラム参加科 大人1000円／小学生以下 500円（未就学児無料）

事前の予約が必要です 申込締切：2月16日（土）

下記のHPにて7＇ログラムの詳細と予約方法をと案内いたします。

http_://morinooto.jp/2019/01/15/bunkasai/ 

体験プログラムは複数お申し込みいただけます。

開催時間をと確認の上、重複しないようにご注意ください。

誤認アートフォーラムあざみ野内に保育時放あり、先着四〆要予約（有料I•
保育対象は1~半～未就学児（子どもの部置 TEL 045”910-5724).4目前の17時まで畳付a

c－~－トフナラム… 1 3F生活工房・会議室1～3 ｜ 

検浜市青轄区あざみ野間i.11.a I 
横揺市営地下酷錦・議魚田園都市線あざみ野駅下車提怒号時 』

」ー」生血盟店立哩胴｝雌：男女共同参画令ン吋浜北／後援：杭浜市糊創造諸問い合わ時：even山 lnoo拍 jp I 



斉藤農園（都筑区）の美味しい句野菜＆
“ぶんこのこん，I代金沢区）でパパッとクッキング

E霊童ヨ荒木のリこ（料理教室主宰）
なかおわかこ（酵母パン・ゆるマヲロピ教室主宰）

@11 :00～11 :45 
~12:00~12:45 

「地産地消グラノーラJワークショッフ1すき

青葉区の女性農業者三津E百合子さん
「加工品開発ヒストリーjトークショー

匡藍E
みつはしあやこ（料理家）

。10:00～10:45
@11 :00～11 :45 

問

中

ハ

K

、

；一：＠＠。
出番です。遊休農地
動画上映と、
遊休農地を活用する会代表・三湯元芳さんのお話

匡藍1荒井優紀子（はまふうどコンシエJレジュ）

十日市場・佐藤農園野彩家の野薬を使った

ぎょうざでビンゴl～食べるって大切～

。10:00～10:45

匡歪忍
竹｝宰寛子（会社員、2児の母）

@11 :00～11 :45 
ID12:oo～12:45 

発醇からt也産地消を考える
川口椛店（煎苔区）の甘酒と

佐藤皮園野彩家（露間の野＊でスムージー
池回美智恵（会社員、マJレシエボランティア）
山本久美子（アJレバイト）

ID12:00～12:45 

匝ru
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駒田ム

横浜の地盤地消を来米につなぐ辿統セミナー＋文化祭参加者募集li稗ノ方ト

m森ノオ トシト

轟ノオトとは 寄付する お問い合わせ

横浜の地産地消を未来につなぐ連続セミナー

＋文化祭参加者募集！

イペシト 叫ぶ 理事長／綱相／ライタ目指原まどか 2018/08/15 ♂ 

i/)) ''.: f旦守主主主ι世！~－~c!!.1..:'!e.•.!.t!!! (.'I 、
凧市川；J'~： I 目：；＇！ i；：’州＇•：目 . ( 到
."'•.;.~ i ゆ山．＋！却 乃叫

u苛,.I:::'.'.'

：：恥凶θ1,,

:・.,: ＇－：「－，.／~；， J 

... "'.,. 川 ιご同 ・;:;;,;, ,.. • ・:] [l, C:t 

NPO法人森ノオトでは、 「平成ao年度償浜市経済局消費生活協働促進事業Jとし

て、横浜町民や食文化を学び、間ベ、発惜ずる担い手を育成する「横浜町地産地

i闘を5在来につなぐ連続セミナーや文化祭Jをおこないます.2月に開催する「文化

祭」をみんなで一緒にっくりませんか？

・;'h 

百

ムムi-.• 

泉区の竹絡で治産地消の「ひな，u舟司J.検浜の奥村の伝統文化を未来に伝えたい

morioooto.Jpi2018'08! l 5•chl鈎ochlshohuakmi,

サイト内担需

カテゴリー

たぺる つ〈る

そだてるまな，，

〈らず でかりる

地織

械部あおI:! 〉

横浜会唱 〉

神祭川 〉

’u,: 〉

全国・海外 〉

プッアhJV 
ツ
舵

ピ
古

i存日イ＼ ;,I＇－）砂ザ点、y：ノを F

学r読む：叫

森

;j同c：：：~1
3枠：

x 

メディアを寄付で支える
脱者コミュニティ

「森のなかま」になりませんか？

119 



201913120 横浜町地産地消を未来につなぐ辿統セミナー＋文化祭

ホーム 刷森ノオトシト
車ノオトとは 寄付する お問い合わせ

過去2年間は、森ノオトカマ横浜の血痕のお母さんや、地産地i国の翻味料金盛者を招いて料

理講座を開催するスタイルで奥施してきました由t今年度は一事踏み込んで、 「横浜町地

度地消に関わるイベントを自卦で企画し、実現していくJ人を育成する事黛として、 「横

浜田地E草地消を未来につなぐ連続セミナー＋文化策Jをおとないます．

横浜の.村の『お盆」でl之、ごl!,怨視をお迎えする陶に、＂＇簡の食材を IJ!勺た料理量を供する

拳加者は、横浜町地摩地消ネットワークにつながる己とがで曹、地産地消田魁力を伝える

企画を白骨で考えたり、情報動1置の手法を得ることがで書ます．

これまで森ノオトが曹且啓発事業を自ら企画し、主体的に活動で害る市民を育成する「連

続セミナーJを遇して、とれまで地域農車や地底地消壷事事lする人物を取材して昔た経験

とネットワークを生かし、森ノオトがコ四ディネート、サポートします．

monnooto.jp!20J 8・08' l 5 dusanchishobonbs,I. 

参加者募集ll稗ノオト

一．時叫ピ

!fM.-cX・へ〉

過去の記事をaむ

月を選択

ライ虫ーー覧

長記長が｜

e. 1-;:,, 森のなかま募集中l

メディアを寄付で支える
践者コミュニティ

「森のなかまjになりませんかっ

x 

219 



201913120 横浜町地産地消を未来につなぐ也統セミナー＋文化祭参加者募集ll蘇ノオト

トム 日森ノオトシト
＂，，亡” 11,,{,＝弓＇＇＂

歳ノオトとは

子どもに安心な地元の野菜を貴べ吉せたいl

寄付する お問い合わせ

そんな、地産地消に興味のある人、カフェやお店で地産地消を取り入れたい人、まちづく

りに興味のある人、子ども民地域由貴材を宜ベ古せたい人・・・・・・責格や経験It聞いません．

横浜町量かな食文化や.的生活に関心のある方なら、どなたでもど移加いただけます．

青習慣Eの度燃のお母さんにおもてなしいただいたお純理．ふかしいも．お，t，降、個；，：や2貨物山山どれも繍浜
の寓み

己のプログラムの特徴ll:‘2019年2月23日（土〉に開催する「地産地消を去来につなぐ文

化串Jを参加者全員でつくっていくのが畳終ゴーんです.9月から5カ月にわたり毎月1回

2時聞のセミナー形式で、横浜の地産地消り勉力を発信することに貢献している fつなぎ

役Jをゲストに沼署、どのように地産地消でイベシトを企翻したり、情報発信をしながら

仲間を広げているのかについて悟っていただきます．また、盤国、企画の立て方、情報発

憎の仕方、企画を実現に持っていくための具体的なノウハウを学んて・いきます．

セミゴトー受開生治世いたい‘掴憲たい人とのマッチシグ！，， NPO法人蘇ノオトと倹浜市環境創造局がザポー

ト

morin。ato.Jp'20l8＇即時， hi'"'"h tShob, n kas ai 

ノ急 森のなかま募集中l

メディアを寄付で支える
読者コミュニティ

「森のなかまJになりませんか？

x 

3/9 



20¥9/3,20 横浜の地摩地消を未来につなく・連続セミナー＋文佑祭書加者募集 II蘇ノオト

トム 四森ノオトント

車ノオトとは 寄付する お問い合わせ

を一堂に聾めて読む・”・”といった企画をイメ『ジしています）するまで、 NPO法人森ノ

オトと、横浜市環境創造局白血揖・地産地消担当白スタ •y フがサポートします．古いたい
生童書さんへの取材やマッチング体制も万全です。

〈プロゲラム詳細〉

mo刊，0010.jp叩 18.・時 15chi,mhi,hob,11ko担1

君、 森のなかま募集中i

メディアを寄付で支える
読者コミュニティ

「森のなかまJになりませんかワ

x 

419 



多加者募集ll軍事ノオト柄浜の地盤地消を未来につな〈・辿統セミナー＋文イb祭

制森ノオトシト

201913!20. 

ホーム

膚ノオトとl孟 聾付す畠 お問い音オ3せ

也溢醐副 l培a削毛μ理T也宵υ1 罵旗さ叫有.to I 一」主＇！＿一 、
箆翻 IJ忠i内涜併一u芥j 小叫敏一『 m…

t 肱v号・＂め ιj
駆5臨i~I，誌Lふaお2 い叫叫よ叩仙問，＼ _, ,/ 

盤調7ニニ二二；J一一一一一 一
盟関窃文化以弘一一円

蔵悶割問山ー山刀
［~型一J空白：二；〔］いずi ・ 1: 命5

ル都ゆ……
mm

山
ぬ
鴨
川
抑
制

か

’

山

川

町

川

和

仙

川崎一………………

締溜蕊務理E

持

舷°＇ ？”トフ宥明ラムめざ野

也D;.:,:1. ；下·~；ft；；~；日＂·＂＇＇＇点；；＇＼ I同 l協十
J；な翌日！？とやそ：！？ぐい院町工
I 一九一一 .Jp .I 山 4：山口

臨題噛融調
ゲストによる話題提供＆ご自身のやりたいことをまとめるワー9シ司ツプ
いずれも時間は9:45-11:45

会場は Iアートフすーラムあざみ野」セミナールームまたは金蝿童

（横浜市費葉区あざみ野南ト17-3)

東急回随都市織、・横浜市世地下鉄あざみ野駅より徒事E分

l!i l閏 9月4日（火）

ゲスト：小池一揖古ん r・あおぱを食べる収種接聞を企画してJ

横浜市の量車について益本レクチャー

x 

519 

森のなかま募集中！

メディアを寄付で支える
院者コミミLニティ

「森のなかまJになりませんかワ

~ 

＋ 

ロ101inoo10.jpl2018•08 i 5'chisnnchishoounknsai• 



20191)'20 続浜の地底地消音未来につなぐ述統セミナー＋文化祭参加者募集 11蒋ノ方ト

ホーム 附森ノオトシト
＂同 rP・,I＂も rnゅ，e

轟ノオトとIt

第2回 10月2日（火）

ゲスト：閏部井葺佳さん「地産地消を料理する喜びJ
＋会いに行きたい麗車さんを考える

，苗ぶF

' 

a吋『5

国岡田守r,-，~一四回ー

寄付する

111 

• 

お問い合わせ

間宮雲井，l!きさん：判定l研究凱． fはまキッチン」代表． つの食柑から4続々 1,11還方法を提案し、無駄な〈
使い切る料理を／！｛閣．料環1,1ま関内外の文化を定織している．

l第3回 11月6日（火）ゲスト：北原まどか f地盤地消を取材する楽し古j

＋文化祭のテーマを決める

ふ引

i 
山山

ヂ

Ji 

〆
／／  

北原まどか。 NPOI盆人民ノオト現事長．ロー力ルウヱプ〆デJア「綜ノオトJ繍，＜！＞，と民Z医者を院長術館と

して招潤したりメディアで免偲するなどの情穂先喝の立＂からの他業地！河脅及に取り組む．

modoooto.Jp'2018•08il 5出回t>Ch同巾叩旧日；.

合L 森のなかま募集中！

メディアを寄付で支える
読者コミ昌二子イ

「森のなかまJになりませんか？

x 

6 9 



201913120 横浜の地農地沼を未来につな4・巡続セミナー＋文イb祭参加者募集 II蒋ノオト

ホーム 制森ノオトシト
愉 It＂（”.，，.る τ，.. 

轟ノオトとは 寄付する お問い合わせ

.I 欄It側さん： f大ど椛性小ル宅ンJfど4慢性キvチンJオーナージエ？，縄鎗種箇体 I潰の斜浬人j免悶

代表..籾oJ<宣省111itr油産地i書の仕事入J.導管，， f！陽線の食，，＿＿ど筏性レシピ～』．

揮5回 2019年1月15日（火） 中間プレ発表会、文化祭準欄

課題：生産者吉んを取材L、模造紙に学んだ成果をまとめる

本書： 2019年2月23目（土）文化祭本書

ご自身町企画を発表していただ者ます．

会場はアートフ＊ーラムあざみ野「生活工房jと3F会議窓を使います

第自国 2019年3月E日（火）ふりかえりワ四クショップ

Information 

morinooto.Jpi20!E川町JS•cbisanchishohunkosai,

~- 森のなかま募集中l

メディアを寄付で支える
践者2ミュニティ

「臓のな治、まjになりませんか？

x 
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201913/20 横浜町地蔵地消を未来につなぐ量皇制セミナー＋文化祭書加者募集！ I森ノオト

ホーム 剖森ノ方トシト
"' T ’V 会 1 ，~：：，~尚拘

ー門町

織ノオトとは 寄付する お問い合わせ
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申し込み方洛：〆＿，レに下犯を明記のよ、，a・6の〆ールアドレスまで送信して〈ださい．

1)氏名目住所3）寵話番号4）メ”JレアドレスS）差し支えなWれl幻腎S眠、役羽根6）司惨加動機

申込先・ 町 ont@tncrlnoo相 Jp

問い合わせ： NPO法人様ノオト TEl045532・印札（平日，，00-11，国〉

？？ との記事を奮いた人

北/J:まどか翠司膨張JI嵐悠長fヲイター

幼少期より取材や人をつなげるのが好きという根っからの鑑織者．ローカルエ昆ー

ス記者、環境ライターを経て200，年－11月に稼ノオトを創刊、 3.llを織に持銑可能

なエネル，，，＿！土舎をつ〈るζとに自覚め、エコで社舎を変えるために2013年．

l<POI友人議ノオトを股立．理事裂に．山形出身、 2女の.u.

・Fao・book
このライターの記事－Itへ〉

onorinoo10.Jp!20l 8•曲目 chisanch凶cabu11k,sm,

各 森のなかま募集中！
x 

メディアを寄付で支える
脱者コミュニティ

「森申なかま」になりませんかヲ
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201913120 
2123「横浜の地底地消と出会い、未来につな「文化祭Jいよいよ関側， ，詰申L，るみはこちらから II軍事ノオト

ホーム
E
P限

ゆ
河
口

ノ
日

義
M

轟ノオトとは 寄付する お問い合わせ

2/23「横浜の地産地消と出会い、未来につな

ぐ文化祭」いよいよ開催 1お申し込みはこち

らから！
イパシト ま伝ぷ ライター松園智英 2019/01/15 ;) ;) 

jψ·~··’ 

「横浜！こIi:,；：んなに豊かな置があるんだlJ横浜の地産地消に出会い、感動

し、地産地j聞を広げる役割を担いたいと願う主性たちによる合同イベシト仁崎浜

町地産地消と出合い、未来につなぐ文化穣」在、あざみ野アートフォーラムで開

催します．メンパーそれぞれ町個性がEわたっプロゲラムの数々 l士、新鮮な横浜

町旬野菜を味わいながら生産者さんたちとも触れ合えるという見どころ晶時わい

どころが満般l各プログラムの詳細とお申し込みをご案内します．

「横浜の地産地消と出会L＇，未来につなぐ文化祭 Jとは？

これまで数え切れないほど横浜田生産者や地産地消に関わる記事を先世し、エコ合ッキン

グや地摩地消を普及するイベントも企画してきた鞍ノオトでは、今年度、 「地産地消を普

及する新たな人材を育成するJ試みに取り組んでいます，それが己の横浜市との協働事業

「横浜田地鹿地消を車来につ立ぐ連続セミナー＋文化指Jです．

一般公耳で革まったメジパーIi:、 「地産地消をもっと知リたい、広めたいJという共通の

気持ちを持った梯々 な立場町女性たち， 2018年9月に開摘した月 1回の連続セミナーの中

で、それぞれ自分四やりたいことや経験を見つめ直し、 「マイ血iuさんを探して挺酪に

会いに行きました． I身近に、こんなにがんばって主ださっている構敵な生産者さん

がi'Jと、その感動や想いを骨かち合いながら、 2月23目的「文化祭JU向け企画在練り

ました剣

monuo。。.jp円2019Olf 15 hnnkasoi• 

回目ロ

サイト内検繁

カテゴリー

たぺる つ〈る

そだてる正な，，

〈らす でかりる

地域

横揺あおI正 〉

横浜会lit , ) 

持議Ill > 

東京 〉

全国・揮外 〉
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20191.1'20 2'2.l r樹浜の地腫地消と出会い、未来につな〈・文化祭Jいよいよ開催lお申し込みはこちらから II蒋ノオト
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ll!kが文化策で発表噌る会面を繰るまでに、横浜市の温織についての益後知悔や良家さんと燥する僚の義”

などについて学んでいヲた．地！！lt!liij＂初心、者”の払も、スタヲフとして＊＂＇で皆さんの’ Eきやa自動に共感し
きり

そして生まれたのは、楽しそうで賛沢なプログラムの数々 i

お料理教室やトークショー、 4・加型のワータショップに動関上映、初めての方にぴったり

の腫示に、キッズも指しめる院宣ピンゴゲームに直亮コーナー．と・れも機混白血や食のこ

とを考えてもらいたいという企画者のみなさんの組いがつまった、フレッシ＂な情勲と個

性にあ」、れる地産地消イベシトです l

由自にlまコラポする生産者さんに加え、森ノオトではおなじみの「コマデり」の小池一美

さん、神奈川県の地度地消普及町第一人者の料理人・措置樹さん、料理家で「はまキッチ

ン」代表四国部井提佳さんら問セミナー削師陣も参加します．

「地産地消にあまり詳し〈ないけれど」という方も、貴と地域のつながりを知ってみたい

という方、大歓迎l
ぜひ会場で畠車さんや生産者寄ん、そして情熱にあふれる企繭者由お話を聞いてみてくだ

さいね l

お子さんが貴に興味を持つ害っかけの場にもなると思います．

プログラムへのお申し込みは杏リ ＇／flからどうぞ．

［唱参加賀、会場】

司会加賀： 1プログラムごと 大），；！COO円、小学生以下sari円、未就学児無料（保積者向

伴）

定員：プログラム杏囲10名

申し込み期間’，019年2月16日（土）まで

合場：アート7オーラムあざみ野 3F生活工11,J・企鴎童1～3

（横浜市青葉区あざみ野南1・17-3)

横浜市営地下鉄線・車急田園都市線あざみ野駅下車従事5分

女安ヲ伝来場l主お申し込み不要です．お気軽においでください l展示、物販コーナーはご自

由にお楽しみいただけます女＊＊

米埠宵について

アートフォーラムあざみ野内に保育施股があります．先着服／要予約（有料）．

保育対象は1盟半～車就学児． 「子どもの部蹟JTEL 045-910-5724 へ直接お申し込み

ください。イペント4目前の17時まで受付．

～a ’F ら..－－－：ti':,

～j＇.~~；，議吸7ネゴ／i
認知？；；以

過去聞記事を僻む

月を理机

ライ~－一覧

J.. －紛問附iλλ

Mlll-llへ〉

哩~セブンイレブンna念財団
町＂＂・ ，，，.向円問削，，
M明，階!l·ξ•： •l刊＂て同＇一
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201913;20 2'23 r椀浜町地底地消と出会い、未来につな「文佑祭」いよいよ開催 lお申し込みはこちらから II蘇ノオト

【体肢プログラム詳細とお申し込みI

間複数お申し込みいただけます．時間が量ならないよう、ご注意ください．

「地巌地消グラノーラjワークショップ付者 育3属医の女性腹難者三簿百合子

さん「加工品開発ヒストリー」ト』7シ譲『

企画者：みつはしあや己（料理家／『和貴育ところ」、出掻手前味噌教室主宰）

開催時間： 10・00～10：目時、 11:00～11:45

料理車みつはしあやこさんtA 「よとはま100人のひとしずく～手前味噌ヴくり～』で出

会った膏護区の島京・三輝車町首合子さんとロラポしますl

ft:1(!1;のこどもの閣の近く、向紛が豊かに残る地峨で代々 員県を省むE薄商合子さん（；；！）と、 f必と体そ
溝たす”生きる嘱・をIiからこどもたちへjというJI(いを持ち斜寝敏S＇！；主移しているみつはしあやこさん

（右）

ト－？$＇•ーでは、みつはしさんが三輝吉んに工房を構えたお荒持ちゃ、ーから開発して

曹た「ジャム」や「浜なしの焼曹肉のたれJなど数々由加工品に込めた「恕い」をうかが

います．

そLてワークショップでは、 『毎日企べたい！私自好事なグラノーラit主婦の友社、
2015年〕の著書を持つみつはし古んならではの『地産地消グラノーラ』がお目見え l

青葉区産の材料（首合子さんのジャムやドライ野菜など）在使い、フライパνで手帳にで

曹るグラノーラづくりを体験できます．一体どんなゲラ／ーラになるんでしょうワ！

「いろいろな世代の方に’地域と交わり暮らすこと”に想い馳せ、自然と自分の町へ愛着を

持ってもらえたら・jというみつはしさんの廠いから生み出古れたプログラム．さあ、キ

ツチシを悶み、地結香世代交流しましょう 1

車し込みは乙ちら

出番です．遊休農地 ～動画上映と遊休農地を活用する会代表・三津冗芳さ

ん（青葉区）のお話～

mo,io。O!D.Jp•円101901'1$ b'Ok隠羽 l : 11 
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企画者：荒井恒紀子（はまふうどコシシェルジュ）

開催時間： 10：・00～10:45

企画者の鷺井さんl土、パルシステム神奈川ゆめコープの理事を潜めたのち‘青葉区民メデ

ィアりポーターグループメシパーとして活動．そのかたわら「はまふうどコシジェルジュ

憐座j （横浜市が主憧する地産地消苦学び普及するための情座）を修了”””とバイタリテ

ィにあふれる方です．今回iま「遊休量地Jをテーマに、耕作されていない且地の活用や再

生に取り組む車協青壮年都の活動「遊休庫地を活用する会jの取り組みを細やかに取材

L、映也にまとめました．

「泡休屋地を活用する会Jの皆さんと荒持さん．リーダーの三輝元ヲザさん〈左から3礎自） ＇誌、前出の三畑

百合子さんの息子さん

青葉区や緑区にまtがる遊休且地では小量、大豆、玉ねぎが鶏培されており、今回はそれ

らを動画で取材．小量i志パスタやパンとして地産地消由加工品となり、大mま地産地消の

手作リ味噌プロジェクト・森ノオトの「100人のひとしずく～手前味噌プロジェクト」に

使われます．玉ねぎは審先に一般参加で収覆するとか．

私たちの身近なあちこちにある遊休農地ですが、活用次第で可能性が大吉〈広がることが

わかります．これは住置が近接する揖浜ならではの暮らし田メリット、と荒井吉んIt考え

ます．

座践舎では元芳吉んにまま壇いただき、膏:f¥:ll[産の小までつ〈ったパナデリアシエスタのパ

シを片手に、お母根の百合子古んがつ〈ったVャムなどを時わいながらお話を聞くことが

で事ます．

量家さんの地道で懸命な日々の活動の動図上映プラスご本人申トークも聴ける貴重なプロ

グラム、お見逃しなく！

申し；晶みはこちら

斉藤農園（都筑区）の美味しい旬野諜 ＆ ”ぷんと由己んぷ”（金沢区）でパ

パッと空ッキング

企画者：荒木のりこ（ぉ料理教室「nori安norl女kltchenJ主宰〉＆なかおわかこ（醇母

パンとゆるマクロピ教室「わかぱんj主宰）

開催時間： 11:00～1145、12・00～12:45

morinoo10.Jpi’2019101・15 h1mt田，i 4/11 



201913/20 2,23 r横浜町地産地消と出会い、未来につなぐ文佑祭Jいよいよ開催 IU申し込みはこちらから ll稗ノポト

企画者の荒木さんと立かおさんは‘日頃からコンピを組んで楽しい料理教室を開情してい

る間柄．”地域で採れたおいしく安心できる貴ベ物を童ベてもらいたい”というコシセプト

でそれぞれ料理教室やパン教室を主宰しており、お二人とも「はまふうどコンシェルジ

ュJでもあります．

ド
L削

J

〆ぺ

一I~<K?' 
1J' 

コラポの打ち合わせ瓜自民．右泊、ら策木さん．ながおさん、観渓コシプ舎を及にカを注ぐはまふうどコンシclレ

ジュの位11締世子さん、 「升lllli菌Jヲ毎月・牧子さん

企画者のお二人が今回想いを込めたのは、 「横浜田地に視を強リ、一生懸命農産物を作

り、発展させようと鼠担っている生置者さんたちJを知ってもらいたいこと．スター風車

が多い横浜田且諜において、決して有名ではないけれど、おいしいものを貴べてほしいと

いう動い思いを持っている生産者たちを紹介したいとスポットを当てたのが、都筑区仲町

台エリアの「斉藤直聞J.代々地域に損付官、消費者に寄り添う販売を心がけ、野某やお

末、自家製切り干し大損を出荷している且訳書んです．

もうーつ今回、大注自なのが「ぷんこ司己ん占りとと横浜震のコシプです．

金沢区町金沢文庫エリアでは横浜市で初めて司シプを計画聾殖しており、コシプ11蘇幹

（杉〉白約4～5倍も二酸化民曜の般収カが高いとか（ブルーヵーポシヨコハマコンププ

ロジェクトHPより）．

右／金沢区金沢文庫宅捜mされた横浜＂＇－コンプ左／~11:区仲町台1こある鉾llllillにて

mc,no以o.jp!20l910l.15 bm1kosai' 5/l! 
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そんな斉膳嵐園の旬野菜と横浜崖コンブ、そして横浜市産の調味料を使って、環境にもや

さしいパパッと使い切り簡単お料理づくり体験を提供じます．

生コシプやパンを問責したり料理母デモンストレ目ショシもあり、横浜の海と丘の恵みを

身近に感じられるひとときをお楽しみいただlすます1

申し込みはとちら

勃離から地産地消を考える 川口総店（瀬諮区）の甘酒と佐旗康国野彩家（緑

区）町野菜でZムージー

企画者：関口容江（エリア活用プロデユース、盟問デザイナー／ (753プロジェタトjメ

シパー〉

閣情時間： 1目。，oo～10:45,11:00～11,45 （名固定員15名）

企画者の関口さんは、緑区中山エリアで753（ナナゴーサン）というお7エ兼ショップ兼

ギャラリーを企画運営するかたわら、ヲイ7ワークとして仲間たちとお糧法づくりを行っ

ています.753カフェは、発酵宜品を取り入れたメニューを扱う「萄カ7o:Jでもあり、

関口さんは、瀬桂区で江戸時代から続〈川口椛店の川口恭（たかし）吉んの協力者得て、

ワークショップを行います． 「消費者がものを選択する持、何を章撤する泊、で社告の見え

方が宜わるJそんなメッセ－；）を込めた企画です．

叫
問
屋
内
陸

九一

関口さんと川口罰露店の川口さん

関口さんが暮らす禄匡は、農地がたくさん残る場所でもあります．量抑ある風景の保全に

尽力されている島軍さん、しかも若い女性がと白地にいる己主を、この抱合にぜひ広めた

いとの版いから、緑区で江戸時代前から代々続くという且車・佐藤憲司後継ぎとなった佐

藤里艶（まみ）さんにも協力を依頼しました．

m"dnα,in.jp'201901.・ JS'bunknsai・ 6111 



201913120 21包「樹浜町地産地消と出会い、未来につなf文佑祭」いよいよ閲儲 lお申し込みはこちらから ll諜ノオト
一一一一一一一下一気必緩懸紘J描 fflJ抵'lが川北k .i'''< . .:i"'--r'~- ,,.r 

健，，!I.ill野彩＂ （やさいや） II衡慨にて、佐珊，tl駐さんと関口さん

川｜口椛店の甘iiiと、佐Illさん回農産物で生み出す「甘沼スムージーJを蚊みながら、発酵

に携わる視点から地域を身えたいというワークシ苔ツス地域に視を下ろして活動を広げ

る関口さんだからこその企画です l

申し込みは己ちら

子ども歓迎！ 十日市場・佐藤農掴野彩家（や吉いや）町野菜を使った~ょう

ざでピνゴ！～食ベるって大切～

企画者；竹蒋寛子（全社員、 2児の母）

開催時間 11:00～11：崎、 12:00～12:45

「小学校1年生町息子l立、宜が細くて．でも、野彩車さんの野菜や検浜産のお来”はる

み”を買ってみたら、おいしいってたくさん貴べるんで"IJと話すのは、宵休中町会社

員・竹輝きんです．今回は子どもや自分と閉じ子育て中の続御吉んたちに「貨のよい野草

やお米11己んなにおいしれ身近なところで手にはいるJということを伝えたいと、ぎょ

うざの中身をあ宅高ピンゴゲーム形式のプログラムを考案しました．企材i士、前出回線

区・十日市場エリアの佐蔵且蘭野彩家・佐麟克徳吉んに提供をお願いしました．

moriuoot。，Jp'20l 9i0!1 l S•b11nk•sai' 7111 



2019/3120 223「制浜町地産地消と出会い、未来につなf文他祭Jいよいよ開催l桔申し込みはこちらから ll綿ノオト

佐厳厳置に昆芋の収彼体敏l之容加した竹滞さん．お手伝いのおじさま方L怯li!I寛徳さん（凶，e右｝と

克徳さんl;I;、前出の住嵐lUーさんのお父織．地域白血を継識することに尽力しており、地

域の小学校の稲づくり捜携にも長年間わっており、 f若い世代には貴国よいf量生活をjと

いう気持ちが竹滞在んと相通じました I

当日のぎょうざは、前出の「753カフェJ（緑区）の辻一般シ＂ 7が掲現してくださり、

中身は旬の野菜やお米骨予定しているということで、自体どんな瞳わいになるのでしょ

う？I

また、当日は竹揮さんより、佐蔵吉んの且園ではど田ように野JI!や米がつ〈られているの

かの紹介もあります旬地場への想いあふれる人目手が生み出す地域産白血産物を子どもに

も親御さんにも知ってもらいたい山次世代へ想いがつまった楽しいプログラムです l

策当自は、大人子ども間わず、お申し込み1名あたり 3温頬のぎょうぎを貴べていただIt

ます．

申し込みはこちら

小山晃ーさん（港北区）

と晶に

を阻んで周く 小松菜ストーりーを感動の小松葉井と

企画者：池田英智恵｛会社員、マルシェボラシティア／1;1;まふうどコシシェルロュ）＆山

本丸量子（アルバイト）

開催時間：.12:00～12:45

実は横浜市は全国1位の小松葉の生産地だった（平成18年度、量林水産省野菜生産出荷統

計より）、というととを知ってとても驚いたと話すのは企画審田池田さん．小松葉を生で

味わう「小松菜井Jに巡りあい、その駕吉が感動に変わったのだというど自身由経験を‘

講座中の発車で自壱輝かせながら語ってく札ました．

「小松葉っておいしいl小松葉は生て・世べられる IJ己の感動を広める企画を作りたいと

考え、今回は山本丸提子さんと一緒に小松車庫車町小山晃ーさんを防相、小松葉のよさや

おいしさを味わってもらえるプ閃グラムを熟考しました．

monucoto Jp,2019 OJ.15'b,mtusa』i g’H 
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当日は且車の小山さん、小松lil:井考果的料浬人・槽直樹古ん、池田さんと同L:1:1:まふうど

ヨンシェルジιで間引きした青みかんからドレッシシグづくりを手がける「アマンダリー

ナ」の奥井東部員さんも企簡に多加．償浜町小松菜をZれ以上なく堪能で害るプログラム

になりました l

申し込みはこちら

以下はお申し込み不要、ご自由に車場いただき、楽しんでいただける企砲です．

展示横浜市の地産地消まるわかりガイド ～今日はなにを食べよ！？～

企薗者：山本丸捷子＆宮内里子（主婦、宜育インストラクターめざしてます I) 

ヨ

J
L引
UWA

山本さん〈怠〕と．常内さん（右）

横浜市に住み始めて2年、これから横浜の世を知り広める立場になってい曹たいと考える

宮内さんと、森ノlオトのイベントを始めとする活動に参加している山本さんは、地崖地ill

monnooto.Jpl20 l 9i01 • ! 5'bunknsa; 9111 



201913120 2'23「横浜の地産地消と出会い、来米につなく・文佑祭Jいよいよ閲磁 l：お申し込みはこちらから ll森ノ方ト

初心者さんに向l:t展示を行います。

「横浜市の地産地消ってどんなもの？Jをわかりやすくまとめた展示のほか、地産地消の

且産物を購入で吉るスポットのマップなども配布しています．

申し込み不要、ど自由にご覧いただけますのでぜひお立ち寄りくださいね！

物販あり！

「コマデリ」白地産地調お弁当、 「はまキッチ・yjよりハイランドケ山キのお菓子、 「ア

マンずリーナjの青みかんFレッシシグほか、プロダラムに畳壇する生産者さんからの量

産物を販肥します l地産地消のお土産にどうぞl

Information 

「倹浜の総連地消を来来につなぐ遺畿セミナー＋文化按』は、平成30年E史観浜市結決l毒剤禽生活協

働促進事業の助成を！！Iすた車線です．

f繍訴の地摩地消と出会い、来来l乙つなぐ文化篠j t主催／NPD茂人様ノオト（，務局〉 共催／

男女共同修頑センタ』白崎正訓後援／機浜市lll.\~l;f!局

4惨加，t,1プログラムごと 大人10叩向．小学生以下500同．米紙学児精料（保E医者向伴｝

甫し込みM時間： 2019匁2月168（.土｝まで

会治：アートフ＊ーラムあざみ野 3F生活工房・会組量1～3

【慣浜市御灘区l>t,'み野痢，.，，・3)

倹浜市世地下鉄線・東急凶11111!市線あざみMl'<下Z信徒歩S分

~ 
この目a事を書いた人

総捌曽義ライター

まちづくリの刻字門誌 自倣派住宅総誌編練習慣を縫てフリ“のS国籍・ライターに．そ

の後結縄、 tl!IIし. 3兇の母.，路北二品目タウシの岡地に住む．レイアウトデザイ

ンも手がける．新潟県長岡市出身、＂手の灘しみは a息子で行〈スキー．

己のライターのra•－•へ〉

i、

出宅

カテゴリー イベント 主なぷ

タゲ あざみ傍 地湿地消 倹λ市金属

この記事もおすすめ
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2019 ,12() 小山晃ーさん｛港北区｝を凶んで問〈 小松来月トーリ』を感動町小松菜井とともに l軍事／方ト

ホーム 刷森ノオトント
..‘＂唱＂る： e;:;,tlt

調ノオトとは 曹付する お聞い合わせ

小山晃ーさん（港北区）を囲んで聞く 小松葉

ストーリーを感動の小松菜井とともに
イベント まなぷ 寄稿者寄稿者 2019/02/12

私は、池田豊智恵です．私It横浜で、駅ナカマルシェ町お手伝いをさせていただいていま

す．場所はJR横浜駅中央北口．横浜産申野菜、加工島を見栄えよく並べてお客障をお迎え

します． 「この野菜はなに？J「どうやって食ベるのが興味しい？」お客機と直接、横浜

野菜のお陪ができるととも癒しみ町ひとつで1九 「じゃ、これ〈ださい」と曹ってRって

もらえたときなど、農家さんの笑較も浮かんで嘗て、本当に嬉しくなります．

rnorioooto.jpl2019 02: 12・ikedakomatso"a' 
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201913120 小山晃ーさん（潜北区｝を四んで開く 小松来ストーリーを感動の小松菜井とともにl森ノオト

ホーム m森ノオトント
＂・略..o·、•！，.：－；：僧体

一・

轟ノオトとは 寄付する お問い合わせ

叙ナカマJレシzの嫌子掌拠提供：結氷It（ナチユラ’レーポ山ノ｝

一昨年目夏「はまふうどコンシェルジュ」情庄で、大ど担性ホルモン白梅直樹古んの小松

菜井を貴べる機会に置まれました．そのと書初めて、小松菜って生のまま宜べられるん

だ、と驚曹、生町小松諜由美味しさに出会い、地庫地消に開眼．そうして「横浜町地産地

消を未来につなぐ連続セミナー」に参加し、企簡を立てることにしました．マルシェとは

遣って試食が可能な文化祭で、感動する11ど寄りと味の虫い小山晃一吉んの小松車を知っ

てほしい 1と思ったのでした．

昨年目月に間協された連続セミナー初日の鴎飾のお一人は、北部農政事務所の閏並静さ

ん． 「はまふうどコシシェルジュ!11/JiJ事雛を始め、横浜田地産地消を普及する数々の制

度を立ち上げてきた方モす．田並さんのお話＇＂、 Itまふうどロシシェルジュ訓車で知った

「畠を感じる取り組みJの掻り返りそのものでした．横浜市は直売所が1日00カ所もあ

り、地場野華町聾響力が高〈、取引先も市場出荷型から直売製へ、レストランやスーパー

マーケットへの却など、多機化していることがわかりました．車と世が近く、横浜は地摩

地消を実現しやすい街であることを改めて尭惑しました．

, 

北t事JI改事務所の沼会iさんは、 「はまふうどロシシzルジュ事策jなど、襖沢市の地盗地消の嘗及拡逃に関

わる数々 の事羽根に郷わゥてきた｛写真 北原まどか）

横浜で3,451戸あ品という血車のうち〔2015年ellliセンサス統計より）、私が賠力を感じ

ている血家さんをご紹介します．横浜町野草と盲えば小松菜！小松菜と官えば港北区の小

moziaooto Jpi20 J9.'02'J 2ik,dakomalsunn 

過去の館事骨臨む

月を軍択

縄線一，z，、〉

ライ聖－一覧 〉

A -om諸説人
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20191ヨ120 小山晃一事ん｛港北区〉を凶んで開〈 小松~ストーリ｝を感動の小松菜ヂt- とともに l軍事／才ト

トム 四森ノオトシト
児時勺む” •)Ii る，t :: .... tt 

車ノオトとは 寄付する お問い合わせ

私と小山さんと由接点11駅ナカマルシェです．小山吉んの届けてくださる野隷たちはみん

な、採れたての甘さやみずみずしさに満ちています．セシター北駅の近くの商業持政で意

扇町量litレストラ＞＇SOZAIYAも起集されました．小山さんのお野菜はもちろん、地元横

浜町且車で丹精込めて作られた野県がレストラシで畢晴らしい料理に按を変え、お客棋の

笑顔を引き出します．

小山さんの許可を得て．小紛潔処の摘Z慢をしています

私Ii昨年の11月中旬、北部愚政事務所のサポートを受けて、企画をサポートしてくださ

る山本弘英子さんと一緒に、小山さんに告いに行って曹ました．玄関へと続くアプローチ

には寝つIt！枚落ちていません．畑もどんなにか換しいだろうと思いました．これまた磨

き上げられたトラック町前でお話を伺いました．量継のプロと料理のプロのなんとも微笑

ましいヱピYードl土、 「小松認を生で貴べるきっか吋をつくってくれたのは構さんで、し

かも当時、ご車自主主でも生白英味しさにびっくりだった」という小山古んの路．プロの料

理人とプ口町農家の章旗ぐるみのお付き合いを垣間見た瞬間でした．

この日はハウスの小松lit畑を見学で事ました．いつまでも眺めていたくなる美しい焔で待

ってくれていたのは小松葉町、なんと双葉．初めてみました l 以来、その小松某たちの

成長が買になっている私に fそろそろ収種ですよJと教えてくだ古った小山さん．ありが

とうご古います＝晶の目、 3cmほどだった小投薬の赤ちゃんが、続開曹の自に揖事に収績

を迎えました！！今町時期、程在蒔いてから収穫までだいたい2か月弱位だそうです．ま

た、小松菜に会いに行己うと思います．

monnoato.jp12019102' J21ikedokomotsu,rn 
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10191,120 小山晃ーさん［浴北区）を凶んで間4 小松議ストーリーを感動町小松~＊とともに l 森ノオト

トム 悶森ノオトシト
畑地凶作1'る:c：：，，叱＂

踊ノオトとは 寄付する お問い合わせ

た．器のサイズも黄味しさを決める要無になると聞きました，多くの人司知恵と経肢の一

つひとつがつながって、いよいよ形になっていきます．文化努回全唱となるア日トフ.－－

ラムあざみ野の生活工膚で、リハーサルも行いました．

私l士、 2月23日（土｝に開催する「横浜田地産地消に出会い、来来につなぐ文化祭Jで

l;I:，今がちょうど切で最高に発味しい小松葉在来場のみなさまにご紹介しま1九メインは

もちろん、小松車井の考謀者・浪白料理人代畢の椿さんが発案した小松菜井です．当日デ

モシストレージョンをするのは、 「空飛ぷフードアナリストJであり、はまふうどコンシ

＂－｝レジ斗でもある河原真左子古ん．小山さんの小松葉を使って感動の小松東井を紹介し、

小松葉を使った汁物や和え物といった一汁一菜もついて、色、味、パラYスもばっちり．

一汁－l!U：、小山さんのお母古ん考車回大視のたまり漬けもついて、車置な内容で-r.
真っ由いコックコートを着用したプロの料理人、権さんがそばで見守ってくださいます。

SNSIこ設概するのにもぱつもりです．
、ー

判明間清E！＇~J,,iマ

本昏の会場で待。たりハーサルの徹子．右手前が河原さん｛写）＼，・3陀井優位子｝

お越しくださるみなさん、港北区で育つ小松菜ですから、会場の膏ll区とは固と鼻の先の

距離です．距離が近いという己とは、鮮度が良いということで、そ由美味しさは期待を組

えて感動を呼ぶことでしょう．販売コ目ナーではアマシダリーナの膏みかんドレツシシグ

をかけたーロサイ1の小松誕の試宣をど用車します．ワークシ司ツプでは小松lit井はもと

より、地産地消を未来につなぐ小山さんの甚指に、潰の料理人、機古んとの名ヨンピによ

る展開までどうぞお楽しみに．こちら、一世一代目ツーショットかもれしませんl

Information 

国時・2019年2月四回（土） 10 00～日：00

［移加5理、会場］

4・加’..1プログラムごと 大人1000円、小学生以下500同‘未就学児然斜［係舗者間｛判

定員・プログラム各国10名

申し込み期間 : 2019年2月16日｛土）まで

会匂：アートフオ【ラム，，..み野 3F生活工房・会ll韮1～3

（積浜市青葉区めざみ野剤117・3)

領浜市営地下院線東急図闘l'iil>穂あざみ野駅下怠徒歩5分
A
W
叫

mod,oolハjp'lO19,01 12 iked,I旧nliltSUllil



2019/3/20 小1!1晃ーさん｛潜北区）を阻んで聞く 小松菜ストーリーを感動のd、松葉井とともに l森ノオト

ホーム 回森ノオトント
搬M・;I>I・＂司、市川

梅ノ才トとは 寄付する お問い合わせ

〈取し込みはこちらから〉

htt,.,1／凹atlx,oom／削開ν582291/

決来場はお申し込み不要です．おJot優においで〈ださい1小山さんの小企公3震の民食もありますよ．

E提示、物店コーナ『｜まC:il歯にお9慢しみいただけます．

[tit誌の拍車地消を素案につなぐ遺書提セミナー＋文化祭j除、平成JO年車倹民宿経競馬消健生活協

働促進事織の助店主を更けた事嫌です．

主催／NPO浪人献ノオト｛事務局j

共僧／男女共同移画面セシタ回線浜北

!I:緩／横民市環境創造腐

多；
この間事を書いた人

寄稿者寄筏者

このヲイターの配事ー置へ〉

凶‘

カテゴリー イペ~ト まなぷ

タグ あざみ野 地底地消 験渓aうおば

この犯事もおすすめ

一、
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201913120 小山見ーさん｛港北区）を箇んで聞く 小松菜ストーリーを感動の小松葉井とともに l諜ノオト

トム 削森ノオトント
，.マ，＇＂＇’ S乏＝山，p

勝笠可塑臨雛艶
イペνト まなぶ

まちの見えかたや暮らしかた
が撃っと変わるl調J庁トラ
イタ由後成閉店でともに学び
ませんか？

‘・;¥II "''"'" by 惚重富抑制貯抑制/l9

.バる

強かな自然と共にさ歩む、脅軍
匡美しが丘酉「丘のよのパシ
鳳J

I 片 ＂＇＇悦・＂＇....’ a降水期予 2019/02/'2 

識ノオトとは

進営団体

二島正式立主ムエ主主主

覇軍ノオトとIt 寄付する お問い合わせ

よく読まれている記事

題：：油
たペ‘ たぺ.

いのちを育む、移いしいご雄
ん. .が丘・食••ocoを防
ねました．

，，醒；CGきめ《フレシチレス
トラシ ll・.台・メゾシサカ

F軍司 w,ltt,oby 

‘（＇＼ w畑山 込ヨ・ 梼図鷺山鱒 ＂＂＂＂＇‘ 
.. ，眠法矢子 2019/03/ll 

緬聾郁メシパー 森ノオト回しどと 蘇ノオトに事加する お問い合わせ

・クリエイティプ

. ＂＇＂ロジー

・ローカルメディア

回目口

森ノオト
地憾でKつlt<U::iの憎

••·1 ' I< 

• NPO会食になる

・イペシトに4・却する

・メールマガジンを民む

プライバシーポリシー／利llll区内 O？。U腐ノ庁ト.~11,IV,L! ，.，伽町．ι

mom,oc10 Jpi20) 9 02' 12.'>kcdakomalson, 
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2019β120 出需ですよ．遊休農地 l遊休農地を活用する会の活動を追いかけてo I軍事ノオト

ホーム 刷森ノオトシト
換略守狩’＂＇も：：：： Ht

車ノ庁トとは 寄付する お問い合わせ

出番ですよ。遊休農地 l遊休農地を活用する

会の活動を追いかけて。
イペνト まなぷ 寄稿者寄稿者2019/01/30

遊休農地に今までにない贋開が起こっています．

2018年11月～2019年2月にかけて横浜市青葉区間来エリアの遊休阜地在勤置に撮

っています．そこはJA横浜田京支店内申若手~有志からなる農業プロ指図
「道休農地を活用する会」の活動場所、その活動と、大豆毅培を依頼L、その大

豆で味噌作りを行う市民図体も取材しました． ｛文・写真＝荒横浜町地産地消lこ

出会い、朱楽につなぐ文化策企潤メ~パー・荒井優紀子）

私l立荒井置日紀子です．青葉区民メディアリポーターグル『プメシパ目として、青葉区から

の盤託を受lt仲間と動蕗を制作していまt.とれまでに、青灘区歴史散歩、膏業医師ハイ

キングコースの紹介などをしてきました．横浜町地産地消の普及在国る「lままふうどコン

シェルジュj講座にも多加、横浜町農の精微である「農と街が近いととJを知リ、それを

実感できる青葉区にある谷戸田んぼの四撃を撮り‘ Youtube にアップしました（タイト

ル：ご近所田んぼ〉．メディアの立場から横浜町食と農の応援をしています．

morinooto.jp120 J 9; 0 I. 30• buuka同mr,i•
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20191.1120 出蒋ですよ．遊休農地 l遊休農地を活用する会句活動を追いかけてo I蒋ノ方ト

ホーム 制森ノオトシト

車ノオトとは 寄付する お問い合わせ

膏，，1&民メディアリポータm グループ省自の活動、コン<t－ト収録のとき（写実： a'周期捻）

私が「横浜の地産地消を来来』二つなぐ連続セミナーjにe加したのは、田んItや畑に係る

人とそれによ世変わっていく幽場町器、~；，：を起点とした地摩地消町田プロセス、また地

域とのかかわりを迫いか！jてみたかったからです．

セミナ四第3関町商師It、NPO法人森ノオトの北原まどかさん．農家取材のノウハウの中

での一節、 「ネットの検撫では見つからない情報にl;I:価値がある．初のお目見え的な情報

を発情できると、自分にとっても取材相手にとっても、忘れられない経験になる」という

揺が強く印血に競っています．己れを押し広げる申がメディアの役割と確惜しています．

青葉区奈良町田皇軍・三津元芳さんはJJA横浜田京支店の青壮年部でリ－賓＇』的な存

在．若手車車グループ「遊休農地を活用する会Jの代表で、遊休血地を利用しての小査を

栽培、それまでうどんやお蝕蘭の材料だった小量で生パスタをつ〈りました．小衰の品種

もより加工しやすいものに変更するなど工夫を重ねています．私も青草区に居住してお

り、 3年前、 JAの直宛所「四季来館」前で聞かれている車競摂りで、団最産小量で作っ

た生パスタを貴べてファンとなり、うどんではなく敢えてパスタを作った理由が鉱になっ

てし、まLt:. 

そこで今回、この迎続セミナーに参加して、遊体農地での小変裁培を知リ、小量栽培を始

めたきっかけ、栽培した小量でパスタづくりを始めた動償、 「遊休車地を活用する会Jの

i活動を三5ーさんにインタピュー、また活動現端である困埴を中心とした動悶にまとめる己

とにしました．

思白川沿いにある送休農地の倫子（2018年12月1l日！！，回．遺体拠地＂活 mする合にょう定収夜、ヌ図干し
された大豆ど‘スク7，タと生測している小夜

n,o,・;nooto.jp'20 19 01 .lO bm,tasa ;,,,; 

白土 ' 

特鎌田，Eヘ〉

過去の犯事を践む

月を選択

ヲィjt－一覧 I 》

4】刷組処人
セブンーイレブン記念財団

.，市‘.、.プ.， 1"1,"7';,t,'εl'J！ーの
叩＂•盤IXt1Ji：ぽ 4厚相1t'!.>:f'f";

i¥ 惑のなかま糊中l

メディアを寄付で支える
読者コミュニティ

「森のなかま」になりませんか7

x 

us 



20]913120 出番ですよ．滋体農地11且件農地を活用する会の活動を追いかけて．！濡ノオト

ホーム 制森ノオトシト
m句、o署・令lる：： :i~")” 

灘ノオト邑は ’寄付する お問い合わせ

その日から、おおよそ3週間信一度は遊休農地に仔曹、小豊町成長や、市民団体から依頼

を受けて生産している大Eの収積や脱粒を取材しています．脱粒が終わってからのインタ

ピューで、三湾古んは宮東を慎重に選びながら、告自成り立ちゃ今の状況をお陪ください

ました．今まで私のt~かで断片的だった遊休息地に関する情報や知機がつながる良い機会
となりました．特に印融的だった叩が、三瀦さんが「みんなで、 （農業協同組合の）青年

郎、職員、消費者的人とか…山あんまり関係なや目、みんなで直作業がで曹る場所があれ

ぽよいかな～」というゆっくりιした雷灘、これからの遊休農地利用町方向を示唆してい

るように思えてなりません．

三滞元芳さん．イシタピ・－の”のーコマ

,J、査やタマネギが宵っている聞場や、その栽培を行っている「遊休島地を活用する会」の

会的活動、その成果である大豆を利用して味噌づくりの準帽をする市民団依その状況を

撮影し、緬推を重ねーつの作品にまとめます．当日、三宮事さんをゲストスビーカーとして

お招告し、実障の活動を掘していただ曹ます．そして私たちの身近にある遊体量地が市民

と阜の新しいつながりの場所となってい司己とをレポートで曹ればと考えています．

横浜l孟且と街が近い、この車まれた環境を大切に育てていってほしい、これが私・荒井の

メッセージでれ • 

収模した大豆．これから市震間体が三滞富合子さんと－i畿に選別する

mo,fo。oto.jpl2019.'0l,30bunkO田i,rnド

魯 森のなかま募集中！

メディアを寄付で支える
脱者ヨミュニティ

「森のなかまjになりませんが？

x 
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20191Jl20 Hi祷ですよ。遊休雌地1遊休農地を稿用する会の栂!liiJ在地いかけて。 l軍事ノオト

多；一

トム 四森ノオトシト
”句隠← p•;,1•.(; ：：.，ν，.， 

海ノオトとは 寄付する お問い合わせ

［唱，＂＇＂、会lll
得加賀： 2プログラムごと 大人1oaa問、小嶺生以下500問、来＂学児無斜（係R賞

者向伴）

定員白プログラム各国10名

＊し込み期間： 2019年2月16目［エ｝まで

金綱：アートフォーラムあざみ野 JF金活エ房・会陣実1～3

〈横浜市膏議区あざみ野商1－口・3〕検浜市営地下銀Iii・東急回園初市総あざみ野

訳下車徒歩5分

荒持さんの企画「出需です.l陸休息地 ～魁樹上映と滋休民地を活用する会伶

決・豆沼元芳さん（ltl礎自〉のお話～J除、 10:00～叩.45で、三湾さんのお米を使

ったお東予の院食もあります．

〈申し込みはこちらから〉

https://p・•tlx.oomlovenぴ582231/

出反・長崎はお申し込み不要です．お気級におい？ください！展示、物販ヨ由ナーはご

白幽にお策しみいただけます．

「慣訴の地主地f測を未来につなぐ遮aセミナー＋文化祭Jl久平成30岩手!l：筏揖市経

済局消実生活凶鱗促進司値抵の助成を突けた車線です．

主催／NPO法人滋ノ庁卜（事務局）

共催／男女共同，臨センター換浜北

1是認／例浜市環境IU道局

この記事を書いた人

i野稿者寄稿者

とのヲイターのE事一貫へ〉

醐

カテゴリ m イペシ砂 まなる・

タグ あざみ野 地産地消 爾貧区

との記事もおすすめ

modaocto.jp!2019 01 JO b""k,soiaroi 

魯 織のなかま募集中！

メディアを寄付で支える

鶴者コミュニティ

「森のなかま」になりませんかっ

x 

415 



2019山20 却23地産地消の文佑祭アンケ』ト・Google7オ』ム

ll民 回答

32件の回答 ヘ 阻

個別

年齢
"9字＂＇回答

本日はどちらから来られましたか？

に伶のl＜管

.E:~t, 
， 

己のイベジトの開催はどこで知りましたか？
山件Q.)@iさき

友人知人の問介

疎ノォト（四！＞...)(Jt.マ払
ONS) 

その他のメディア

。

:!(S.5%J 

＇＇＂.略｝

' 

.＂代~下
I 1'代

2巴f<
’ .，ほ代
O<e代
• oc代
' 6近代
織穴代

・" 民代以上

。畑氏子噴胃~区
I 2調浜.. u，区

襖浜市緑区・泊北区

．その他~·時前
u川鱒m
・その他神酎”＂＇
' 東怠感

!lその他

日 11{35.5当｝

" 

臨時帥 ＠ 

＂＇＂・都港｝

" 

普段どんなメディアから情報をえていますか？ 雑誌、ウヱプメディア、新開！
など、具体的なメディア名をお答えください

山件の係争与

hnps:/Jd田 s.goc gl e.com'fo,ms・ d' l 7.z-oa6ghn4 K－目、寸53jfi!N「＇4hZqwpTJ p2uD, 6,jo gdY I edit #,espo 1田S 115 



201913:20 212.1地産地消の文｛白祭アシケートーG。ogle7才ーム

rn.: 店筏

。四一司 h，引信司e・－・相..-・ ,_. 叩 -- －－－ー勾叩叩 』－－ ,._.  - 凶が伽舗醐例制ー

本自の文化祭全体の満足度をお聞かせください

，，付のm答

.，，満足
j ..毘
•• ..四
．不満

本日の文化祭全体についてコメントがあればと記載ください

凶作の｛当否

地湿地消の取り組み＂＇＂＇らじいと泡います．私は、東山凶小字佼＠給食で、機盲ん、， b治古ん、泊先...、・6筑区役所とも績
がり、地草地消堅調IGて、 IIじい実飢の＊ちを回繍I,「て取り属んでいます．
本国のような嫌々 持率火λの取り組みを子どもたちに械脅しようと患います．
さらに、大人と子どもが出僧で書た~、習慣憶な，•均•o. 忠ちになりそうだな．己思いまし化．

遠宮するスタッフの方が大変イキイキとしていたのが印象的でした．それぞれがJkillしたイベントだから往んですね．

とてもいい企画だョたと息います．

スタッフ淘の厳島の錫いが伝わって書てとても良かったです．
ただ、とれか§地皐油消位1101!んでいく人遣にとっては、，R体的にどとで属鹿さんと”がれるか、どとで貝えるか、等の情
Illは少，，か，たように患い去す．

＂＇薗者の， e裂の場であるとと、それがメイシ伺企箇であるととがわかりまじた．

地度地！自の色々 な商品を紹介していた抱けて負かった

初めて4・却し恕したがとでも砂考に，，，.，院した.＇コース jt.jQじましたがわりとあわただじかっ免です．

活気合＇＂，てとてもよい．地産地剰のコンセプトにわかりやす〈ふれる ζとがでSた．横浜の微々 訟提昧Uい食勾を知ること
がで吉た．鵬入で宮るのもよい．

日般の方カ晴嵐の皿銀をおm利16111e.•、記いう’h’院を縛って出荷勘じているのが見られてよか， tヒ．

持聞にIllわれる感じでワサワサじていました．金協のプログラムに’加υてみたかったです．各内容除とてもよかョたです．

移加された企画の満足度についてお聞かせくだ古い

e闘副阪大混濁足 麹足 日普遍幽眠不測

寄る

_J ' 
。

凶’Eです．送体員組自＆三滞テ忘却さんトーク ~”3覧＆昆布でパパツとクッキシグ 矢野か各地＇＂＂闘を考える 向島町1

huμs: 'd町，.googleccm form，司＇IZz-o,6ghn山.［＼＼寸53j品J:-:F-1也qwpTJμ2u De6rjogdY I ed;t#respo,m 215 



201913120 2担3地産地消申文佑祭アンケート・Ooogl,7 .－ーム

知E羽 目需

関んでいます．

司自い

際んでいます・今回の地車総鋼文化祭の見事．

I!慣がおbゃれ．

入手方.. がわから，よいので陶んでません．

蝕んでいない

ょこ，..あおほ区がいい忽あと思います

筒んだととがないので問んでみたいです．

初めτです・に司隠しそうですね．

院んでいる．

m怠ながら援んでいません．

＇＂んでいませんでレた．

[11］森ノオトでは月lこ2問、季節の風物持や地摩地消l己関する情報満載のウエ
ブマガジン在発行しています。森ノオトのメールマガジンの受け取りを希望吉
れますか？
お伶のW:l.i

れ

， 
．除い
叶いいえ

＂＇＂＂＂＂み

h・≪問’Id田sgo。gle.com'forms'd'<Zz 。a6ghn•K-lWT5JjfilNF-lhZqo甲，TJp2uDeGrjogdY ledi＜~回開nsei; 415 



201913120 2/23地産地消の文化祭アンケート・Google7，；ーム

日•： 目答

...・
地湿の様材を鍵瞭じく食べるレシピを測1711:,

住まいと，E地が鱒捜しているこの辺り＂砲事ずる臨も、周囲にすなく気をつかわ忽〈て，.，，.ない現状を知る阻つ砂ても、 ζ

古いて2た催レが＆！＞握だと感じました．

三鍋ヨ略やこさんが三濁.ん宅での感動を隠す援、三濁さん合唱やかな物思で貝取としての生還を監す後鋼．

子育て中の方が活動老兄獲する堵としての文化策．企画舗が踊みになヨて良い醤舎を鍾供で禽たと..般に思い~す．

三源さんのお話しゃ、ぎょうきでビジコでの子どもたちの味覚の正遮倉、小山さんのお貨しとd鎗家持の美味しさ．

グラノーラが手Eに手作りでぎたので層厳しました．

小到慢の双り銅みI＜ついτ

具体的怠作檎のID‘
や曹に〈のたれ・・・’になる 1・
グラノ』ラが慮外に簡単な乙と...υいイメージでした．儀対に作ります．

生.賓の直後お艇をMtt1'とと

実’Rに作っているとこるが9もられて．献でやョてみよう！と患い’にした．

おいし〈織しいクvキングでした• a亡，そ〈やってみ；：す｛

プログラムの虚慢にしっかりした食材‘....九、関係する人噂々 への鼠障が＂り. ＂＇調，.じいです．

小銃，E持のプログラムに入りたかョたのですが九あっという閣に測，.と依り残念でした． rぎよう~でピンゴ』は子ども古ん
とともに調隠しめる内，＂・とてもよい以み邑思いました．
慣習ミの地息地消に訟とても’R械があるが‘よりJII（匁りたいと思いました．
会届は公民館釣イメ『ジ詑った泊九店れいで断しいl!l値‘...閣でよいと思った．

ぎよう！でピンコ、子どもたちが逮んで禽に剣ずる調心を糊めていった．生で小松旗、民隠し..ったです．

.べるのはかんたん、つ〈るの，.大変

[8］横浜の地産地消l己対する理解や関心は深まりましたかっ

31件のロ；箸

．たいへん関まった
l涼.，た

環t.Bllかった
..った〈却まらなかった

[9］会場の雰商気やアクセスはいかがでしたか？

＂！宅剖正答

．大淘足

' 補足
祖i1

．不満

hll戸•＇ldocs.google.com'focms'd 12, o,6gho・IK 111－「.53j則Nr4hZqwpTJp2uDe6ηogdYledil#rcspo,ses 315 



（第ア号様式〉

消費生活協働促進事業補問金実績報告書

横浜市長

平成3i年3月22日

団体名横浜市資源リサイクル事業協同組合

所在地〒221-0054

横浜市神奈川区山内町 i3替地

代表者名宗村隆寛

〈役職〉 理事長

平成30年5月23日経消第i90号で交付決定を受けた消費生活協働促進事業補問
金に係る事業について、次のとおり関係書類を添えて報告します。

1 事業名
「地産地消」と「地域循環型びんリユースシステム」が織りなす環境配慮型消費行

動のススメ

2 受領年用臼 平成30年 7月 23臼

3 補防金交信額

4 補期金執行額

5 残額（余剰金〉

星生QQ,QQQニ

世 QQ,_Q盟二

主♀ニ

※この書類は、横浜市市民協働条例第7条第4工買の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければなりません。



（第8号様式〉

交｛寸対象事業報告書

T 団体 名 横浜市資源リサイクル事業協同組合

2 事業報告 ~~2Q_jJ3J~，2 地産地消産地を巡るパスツアー夏実施

」）ユースびん、商昂生産地などを巡り、リユース意識、 I也産地消

に関する啓発意識の醸成を計った。

E・2018.11.15 地産地消産地を巡るパスツアー秋実施

リユースびん、商品生産地などを巡り、リユース意識、地産地消

に関する啓発意識の醸成を計った。
卜一回 一”－－一一回目－－ --- 回目白 一－ -

・2019.2.21 環境配慮型行動で創る SDGs未来都市シンポ

ジウム開催

参加者の方にSDGsを身近に感じていただく為、事例紹介やパネ
ト一一一一一一 一一一一一一一

ルディス力ッションを通じて環境配慮型行動への意識向上を狙

つ。

3 事業評価 ・地産地消産地を巡るパスツアー夏（参加者23名〉

「一ー一一 ー四回一一一ー一一ー一戸一一一一田 町一一ーー一一句一一一ー一一一ーー一－－ －一一一一“一一一一一－ ・I 

・地産地消産地を巡るパスツア一枚（参加者23名〉

l・環境配慮型行動で創る SDGs未来都市シンポジウム（参加者

「 日一一一一一一一 『一一一一一一一一一一一一 ”一一 m m 一一一一一一 一一一』 - -

102名〉

各事業でのアンケート集計結果、詳細内容については別添「地産l

十一一一一一一一一回但 …“一一一 ー 一一 一

地消産地を巡るパスツアー夏報告書」、「地産地消産地を巡るパス

r一一一一一一一 一一一一一一 一一

ツア一枚報告書」、「環境配慮型行動で創る SDGs未来都市シン

ポジウム報告書」参照。



（第9号様式〉

交付対象事業収支決算書

収入合計主金三島Q生旦二

支出合計主企Z主♀生旦二

i 収入の部 （円〉

I頁 目 金 富買 5見 明

市補問金 400,000円 〈受領年月日平成30年7月 23日〉

団体負担金 23,049円弊組合予算より

fコ． 言十 423,049円

2 支出の部 （円〉

項 巴 金 宮真 E見 BJ.! 

消耗品費 3.65.6円資料用用紙A4版 2,500枚入り×i(i,650 

目〉

資料用用紙A3版 i,500枚入り×i(2.006 

円〕

会揚使用料 29,600円シンポジウム会場費（会場備呂きむ〉

講師謝金 i 23.4 ii円ツアー夏・紋講師謝金〔i0,000円×4名×

2回内源泉税3,4ii円〉

シンポジウム講師謝金（i0.000円×4名〉

印刷製本費 39.394円ツアーチラシ夏 i.500枚印刷代（i3,834



交通費

その他必要経費

同〉

ツアーチラシ牧800枚印刷代（5,i51円〉

シンポジウム予告チラシ i,000枚印刷代

(3,920円〕

シンポジウムチラシ i,500枚（4,309目〉

パスツアー夏参加者用事前チラシ両面力

ラー22枚印刷代（352月〉

バスツアー夏参加者用資料集両面力ラ－

iO枚印刷代×30部〔4,800円〉

パスツア一枚参加者用資料集両面力ラ－

9枚×30部〔4.320円〉

パスツア一枚参加者用事前チラシ両面力

ラ－23t文（368月〉

シンポジウム参加者用資料集両面モノク

ロi5枚×i30名・・・2,340円

i4,740円｜ツアーパス高速道路代（ti.400円〉

シンポジウム講師交通費（3,340円〕

242,248円I!1ス貸切費.（75,600円×2回振込み手数

料540円×2回分〉

ツアー傷害保険料夏ツア－ (i,5i2月〉

ツアー傷害保険料紋ツアーの，484円〉

あおみかんのしずく試飲代〔500円×28名

×2回〉

ツアー食事代日，000円×5名〉

みかん狩り入園料（800円×28名〉

シンポジウム予告チラシ振込み手数料〔648

円〉

シンポジウム会場費振込み手叡料（324円〉

シンポジウム備品運搬車駐車場代（600円〉



合計 423,049円
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i¥10：・ 45洗びん工場見学iBびんにつ円、現役ぴん厚さんがlj;;i j泊費りi:iooo円
い町 ·cc，，，~抱一五誕百diてごと.＇：~~2~士一一一一一！日議告別勾1.~（：制

可新 一 iぷ必 t ：凶ajl⑤ r宮eye！巴de恒:I~i 府 or,iR

行2三（）苫J住認苦と寸 fてア：コ一一？綱：一凶、1＼叩／，，，
； にて昼食ム講話；守J与品こだ刺りの理E；言3一i ! !)j訟i：イごJ一Jレ才オ一ム0~空i 戸

i…吋滑ふ℃明一這語忠蒜音J －~，一m幽輔－一一一M闘幽凶一一R閏，，：l~－i~じ舟早じ込み頂i曜誉き。七！♂：1
可R 指~4旦併.. ＼”M 固.，－－－白－旬’－白蜘－陶－－白－－－－ ；？！）；自雇主喜喜葬1英〈〉当臼取材等泊t入 t語ミ海制必1

fisw了oo＇十：瓦コ引了醐 l：，）あおみかんゐしず偲生秘詰il t;lf ~i!iii:·(J;,~ 
il フア一ム~•• , ！て＼「摘果（で勧惜1糊し℃みよう！.：波惑 ::r:·,)[1（~－イムネチ伝子内的 資J :J 
tb,c,c;u,,,r.一一…品工，＝，，，－＆ 、一一一一一一一ーなぬ札h：二親Iごなる場制争勝利ιノマ認雲間 ＇｛＇むよぶ • •• , . ，~竺三ょ
rr~t五ア鼠稲荷副部 ！守 I 司信一日

？ 意見交換会 ？ 
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［~7,i1…同駅ザ近信！］
※内容は変更になる場合があります。

（~~ 電話でのお申し込み 古
川がミ：，1辺F 横浜市資源リサイクル事業協問組合 !! 
:' 045・444，回2531
ト （担当・加藤清水・戸川） li 
； 平日9:00～17：・00日・祝日休み 日
＼、ム .λ ユ芯溜官民＂＂＇＇ぷ出品海域泊以ぶ出出二時A円甥$品相お悶Ll－•之官出ミ処罰岬·＂＂

一寸

図メールフォームでのお申し込み

「地産地消産地を巡るパスツアーJに里摂暫i回
ついてのお申し込みである旨を ~~・沼長日
内容に必ずご入力ください。 法書＼～・215
｛お問い合わせ種別は選択しなくても大丈夫です） 回目f晴れ

平成30年障措沼市絡事巳池島止J早抽胤I口当官.，，.ゐ

~ 
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横浜リユースぴんプロラエ

オIJ＜；；ナ｝レのリユースびんを製造し、
充寝、そして、地元町方々 に消賀してい
地震地調とc.o2制調と繋が吾、 ' 

市内側、学生が縄問総静日記在実現4
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関内駅付近集会

T 
洗ぴん工場見学

T 
柴シーサイ防ーム ｜ 

可
ど根性キッチンにて昼食

と草草
T 

i関内町市古ii示盃l
T 

関内駅付近解散

：開催日時：ti目中～下旬予定
集合場所：関内駅付近｛予定）

定 員：20名予定
参l加費：1000円

j 締め切り，11月上旬
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・⑥ ［企画・実施・問い合わせ］

的句横浜市資源けイクル事業協同組合（通称リサイクルデザイン）
“ 千221-0054 神奈川県横浜市神奈川区山内町13番地 TEL:045-444-2531 （担当・加藤、清水、戸J11) 

［横浜型地域貢献企業［最上位］認定］ FAX:045-444-2532 

［官公需適格組合認証取得・18014001認証取得］ 営業時間平日9:00～17:00 （日・祝日休業）
HP:http:/ /www.recycled巴sign.or.jp/

平成30年度横浜市経済局消費生活協働促進事業



湾ー翠箆之

氏 関 ~ 、4

fリユースびん」「地産地消JDあおみかん」
3つのキーワードにまつわる場所を訪れ、現場rの生の声と想いを聞く事が
で、きるバスツアー。ニのツアーが終わった後、きっと貴方は3つのキーワード

について誰かに語りたくなっているはず、です，r,
横浜リユースぴんプロジェクトについては裏面をご覧《、た、さい。，＇

タイムスケジュール
ト0:30関内駅付近出発｜

T 
111:15洗ぴん工場見学lfぷJ·：：·~~；~~~~－－；；万ア 1T 町わがりやすく解説！

移動時間
約50分

13:00ど根性キッチン i: ：；~日；；ぷj；消プ二三プ.・= 
にて昼食＆講話わたそのこだわりの環由とは？

T 移動時間
約45分

15:00柴シーサイド
つ•7-l.,,

T 移動時間
約30分

16:15関内駅付近にて
意見交換会

守
(17:00関内駅付近解散｜

※内容は変更になる場合があります。

.薗酒幽置省国・・..陶・・s ・ a・・I.• ・・．．．酒，...
b ’ 

：あおみかんのしずく誕生秘話 1： 
‘：： 楽しい美味しし、みかん狩りp ： 

....圃幽幽 M・.....備範・・回図面回．．．．．・

,dM除h 電話でのお申し込み

開戸時＞JLJ日；1'5日｛木）
c集合降問・10：・ 20(10 :30出発）

J集合場所！：関内駅付近
定 員：抽選20名（小学生以上対象、

団体でのお申し込みの場合ご相談させて

いただく事もございます）

参加費：1000円
締め切り・11/1（木）

申し込み先：mail@recycledesign.or.jp

下部に記載した電話、

メールフォームでも

お申し込み頂けます。

留意事項：当日取材・撮影等が入る場合が

ありますのでご留意ください。

＇；！イムスケジュールは都合により

変更になる場合があります。

活動量

メーjレフォームでのお申し込み
炉廷湯F 横浜市資源リサイクル事業協同組合

045＇.・444・2531
「i也産地消産地を巡るパスツアー」に
ついてのお申し込みである旨を

田崎臨回

（担当加藤・清水・戸JII) 
平日9:00～!7:00日・祝日休み

内容に必ずご入力ください。
（お問い合わせIi別は選択しなくても大丈夫です） 面持部1

平成30年度横浜市経済局消費生活協働促進事業



横浜りユースびんプロラエクトとは

オリラナルのりユースびんを製造し、地場の農産物を原料とした飲料を
充填、そして、地元の方々に消費していただ〈ことで、
地産地消、地域活性化、 C0 2削減に繋がる、
市内の小学生力守苗いた環境絵日記を実現化したプロヲヱクトです。

のリユースびんを使用している
産地消商品に賛同してくださる
ポーターが続々増加中！
商品がどんどん増えるかち 1フ

浜！」ユースびんプロジェクトに
いての詳細は、 QRコードから
函をチェック！

回3眠中回

議議 問削⑧CO・lOGY

リユースびんプロヲエク卜のきっかけとなった環境絵日記
「地球に優しいRびん」

僕の家の牛乳は、ピンに入っています。初めて見たとき、
「紙）＼ックでちいいのに、なぜピンなんだろう。」と思いました。

お母合んに聞いてみたら、
「これはR( I)ターナブル）ピンだよ。 Jと教えてくれました。

使い終わったら水洗いして、大切にくり返し使うんだそうです。
ごのピンは、 50回以上くり返し使えるそうです。一年間に5回
使うとしたら、十年間ち使える事になります。
みんなち、 Rピンを使うようになれば、ゴミが減って、地球に優
しいと思います。 （※本文をそのまま掲載しております）

聖母蝦思
議霊協錦
註.，；＇~、羽

一回d軒弘樹t

リユースぴんブロラヱクトのFacebookはこちら．
プロヲ工クトの歩みや、活動の報告をご覧いただ
けます。ちしくは「横浜リユースびんJで検索！

今年ちまた、市民シシポラウム（仮称）が2月21日に開催決定、

いたしました！詳~·回は後日お知らせ致しますが、横浜υユースびんプロ
ジエクトの今年度の成果や今後の課題、活動についてご報告させて頂く予
定となっております。

今このチラシをご箆lζなっている貴方！とのシシポラウムに

是非参加してみませんか？． I 

リユースびんの未来ついて、横浜の未来について、明るい想
像ができるようになるはずです。そして帰り道、
「いーじゃん！横浜！」 ιより強く感じていることでしょう。
詳細が決定し次第またチラシ、 IFacebookにてお知らせ致し

ますので、要チェック！ ( Facebookは上のQRコード、または
4黄i兵リユースびんjで検索！）

予定場所：日本丸メモリiアルパーク訓練セシター（会議室）」市一
定時間： 14:00～16: 00 （終了後～16:30まで交流会ち開催予定）

［企画・実施・問い合わせ］

横浜市資源リサイクル事業協同組合（通称：リサイクルデザイン）
22ト0054神奈川県横浜市神奈川区山内町13番地 TEL:045-444-2531 （担当：加藤、清水、戸川）
浜型地域貢献企業［最上位］認定］ FAX:045-444-2532 
ド需適格組合認証取得・18014001認証取得］ 営業時間．平日9:00～17:00 （日・祝日休業）

。：／/www.recycledesign.ar jp/ 

平成30年度横浜市経済局消費生活協働促進事業
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今年度からSDGs未来都市の実現を目指して動き始めた横浜市。そこで事業をおこなう
企業として、市民に対してどのように情報を発信しているのか。また、企業そのものの
環境配慮、行動だけではなく、市民の環境配慮行動意識の醸成にどのように取り組んでい
くべきなのかを先進事例のご紹介をしながら、市民の皆様へ「消費者市民社会jへ向か
う為の情報発信の場として本イペシトを開催致します。

日時： 2019.2月21日（木） 14: 00～16: 00参加無料
主催：横浜市資源リサイクル事業協同組合

共催：ヨコハマSDGsデ、ザイシセシター

合フ。ロク、ラム
13: 30 会場（受付開始）
14: 00 開会挨拶

宗村隆寛（横浜市資源リサイクル事業協同組合理事長）

14: 10 SDGs取り組み紹介＆パネルデ、イスカッシヨシ

［コーディネーター］
信時正人氏（ヨコハマSDGsデザインセシター〕

［パネリスト］

藤野純一氏（公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）上席研究員）
河原勇輝氏（株式会社太陽住建代表取締役）
池田陸郎氏（カーボンフυ－コンサルテイング株式会社取締役）
寺西浩（横浜市資源リサイクル事業協同組合びん委員会委員長）

16: 00 閉会
栗原清剛（横浜市資源リサイクル事業協同組合副理事長）

消費者市民社会とは？

守7ciすっ（）＂＂昆•t益：＝τ！＝¢.叉！'St'. 8 －－~与吉龍仲・＂＂＇拘＇＂ d口、持τ骨品品



［コーデイネーター〕

信時正人氏側エックス都市研究所理事

ヨコ八マSDGsデザイシセンター
本年本格的に始動しだSDGs未来都市‘横浜における、中心的な創出事
業「ヨコハマSDGsデザインセンタ－Jの運営を担当。今ちっとも横浜
のSDGsの先端を歩む人物。元温暖化対策統括本部長、現在はエックス
都市研究所にて持続可能な脱炭素社会の構築を目指す。

［パネリスト］

藤野純一民公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES)
都市タスクフォースプログラムディレクター上席研究員

日本低炭素社会研究プロジェクトの幹事を務め、 2050年に日本の二酸化炭
素排出塁を70%削減するシナリオを構築。環境に配慮した国・まちづくり
に関してのエキスパート。 IGESで翻訳発行した rsDGCompassJでは、
SD Gsを企業戦略の行動指針として提唱している。

河原勇輝氏側太陽住建代表取締役
井土ヶ谷アーパシデザイシセシター

リピシグラポの開催拠点としてち活用されているアーバンデザインセシター
を運営。 「グリーンバードJでのまぢの定期清掃や「SDGs×教育プロヲェ
クト」など、地域の課題解決や住みやすいまちづくりをしていく上で、企業
としてのSDGsアプローチと市民へのSDGs発信を両立している。

一一一一 …一一
i也回陸郎民カーボンフリーコンサルテイシク1側取締役

4策浜グリーシ購入ネットワークSDGs実装ゼミナール
横浜グリーン購入ネットワークでの rsoGs推進プロラエクトJの設立に幾わ
る。中小企業がSDGslこ取り組む際の異体的なプロセスなど、経営戦略に実装
する為の合同勉強会『SDGs実装ゼミナール』の講師を務め、中小企業が
SDGsへ取り組むことへの重要性を伝播させている。

寺西浩横浜市資源リサイクル事業協同組合理事
横浜リユースびんプロラエクト リーダー

「リユースびんJ「地産地消jといったキーワードを軸に横浜リユースびん
プロラェクトの活動を続けており、環境配慮行動の意識膝成、地域活性化を
呂指す為、市民向けのパスツアーやシンポジウムを実施。消費者と地元経済
を支え合っている地元企業・農家の想いを繋いでいる。

一
［企画・実施・問い合わせ］

・＠ 積浜市資源リサイクル事業協同組合（通称：リサイクルデザ、イン） I 
~~Cii~L~ 〒 221-0054 神奈川県横浜市神奈川区山内町13ffii也 ふ山

r - TEL・: 045-444・2531 FAX : 045-444-2532 ←一一

［横浜型地域貢献企業［最上位］認定］
［官公需適格組合認証取得・ 15014001認証取得］
HP: http://www. recy.cledesign.口「.jp/

［お申し込み］
お電話・右QRコードか5もお申し込みいただけます。
TEL: 045-444-2531 （担当：加藤、清水、戸J11 ) 
営業時間平日9 00～17 : 00 （日・祝日休業），

臣W.i州スマートフォンなどで
：~；：：..：？詰：~；開読み込むと受付フォームへ

弘昂理止とさし翌三一’［、
田b・・［（許制師以j口： .！.月よむ口同J

一 “斗ー・一ー一一一・ー・キ・－・.目、．，ー ω
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「地産地消」「リユースびん」「あおみかん」
3つのキーワードにまつわる場所を訪れ、現場の生の声と想いを聞く事が
できるバスツアー。このツアーが終わづた後、きっと貴方は3つのキーワード
について誰かに語りたくなっているはず、です！



地産地消産地を巡るパスツアム夏行程表
・開催日 2018年8月2日（木）

φ 参加者 28名

行程NO 時間 集昔、視察先 肉容

9時45分 関向駅付近集合

① 10時国分 関向駅出発

移動中
・横兵市資源リサイウル事業協同組合について →p.1 
－横浜リユースびんブロジェヲトIこついて
（マル二商店常務取締役栗原）

② 10時，45分
丸隆大甲容器到着 洗びん事業由説明、工場視察、リユースぴん由現状、地産地消商
（！黄浜市鶴見区江ケ崎町6-23) 品へ白期待について。 →p.11 （六厚容器担当者様による説明）

11時四分 出発
f軍兵市内自分別について 今 13
（横兵市資源リサイウル事業協同組合清水説明） . p. 

移動中

び｛寺ん西の容歴器史店、社『び長ん商寺』西由）一日について． ー争p.17

③ 12時30骨
岡島正造商店到着 びん商田ストッヴヤ－t'について説明
（横浜市灘笹区間且和南←4-7)（寺西容器店社長寺西）

12時50分 局発

移動中

横『ど浜根市性泉キ区ッでチ採ンれjでたツ地ア元ー野限菜定と特童別材ラにンこチだをわいラたただ、き地ま元す密．着型

＠ 13時四分
ど根性キッチン到着 『横浜を地産地，高の一大都市lこしたい』といラ熱い思いを胸に秘め
（横浜市泉区和車町6214-1) 地産地i自の仕掛け人として食と農をつなぐ活動をしてきた『潰由料

理人J代表の椿直樹さんにご講演をいただ吉ます．
（鮒よこはまグリーンピース代表取締役椿氏のお話〉今p.19

14時四分 出発
「あおみかんのしず（J誕生白ストーリ一、今後の活動についてお

移動中 語いただきます．
［アマシゲリーナ代表奥井氏｝ ーラp.27
あおみかん田摘果体験！

⑤ 15時15分
柴シーサイドファーム到着 生産地の概要説明、運営形態、地域循環白取り組みへの期待に
（横浜市金沢区柴町464)

つ（みいかてん、生生産産者者の立場からお話しいただきます．
- IJ、山氏）

16時00分 出発

移動中
アンケート由記載のお願い

あおみかんジュース由ご提供

＠ 16時四分 えにし吉岡町到着
意見交換会。主に皆様に感想をお伺い致します。

17時国分 ツアー全行程終了 お疲れ様でした．

※この資料集は抜粋版です。講演で使用された全ての情報は掲載しておりません．

ガラスびんでリサイクルデザイン
N リユースひんプロジェクトの取り組みN

横浜リユ→スぴんプロジェクト

地産地消産地を巡るパスツアー

横浜市資源リサイクル事業協同組合

副理事長栗原清剛



私たちの考える
戦略的CSR活動とは？

事業領域内での取組．

．資頭集団回収の管理運営
rょ己i;I:ま市民自回収j

．リサイクルポート山ノ内

事業領誠外での取組

. ！章構絵自記
・宇接出前靖師
・月刊リサイクルデザイン等

・内却管理由強化
・組合員行動基準策定・

－認定制度
・企業情報の公開

f古＼
立ち上がった横浜リユースびんプロラ工クトぐ白シ

横
浜
ら
し
く
、
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よ
く
、
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い
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リユースびんの厳ししま期犬①怨

国内リユースびM明量の減少 ｜ 

1999年

E確璽麗彊
『司’V

2009年

酌E属加置

｜取扱い劃10年で6割近くち減沙！ ｜ 

リユースびんの厳しし明犬②岱

曜静岡ライフスヲイルの変化
『司’F

リユースびんは環境負荷軽減に繋がる
ことを消費者！こPRし、リユ）スびんを絶
滅させないことが重要！

『司，v

司・

！ まず（a;＇札 H回虫れてちらうこと！ ｜ 
之

ヨ



I一世互信庫調璽・工コタウニイ酌実素化イ):s隼事業
必h
＼~h!ノ

目的：
りユースぴんが二酸化炭素排出の淵減に貢献する容器であることを明らかにす
る．
地産地消商品がリユースぴんとともに消費者に受け入れられ地縁語環の擁進に
つながるかを明らかにする．
事業化による環境負荷削減効果と事業採算性を評価する．

回

（事業1；リユースびん飲料の試験販売｜ ζZ；九
九、日ノ

一・リユースぴん飲料の試験販売

400 

2田

1田

。

・3か月の実証事業期間内に、 1209本の地産地消飲料を充
填し、横浜市内の飲食店22店舗に販売した。

・事業開始から3か月で安定的！こ300本／月前後の販売ができ
た。中には3か月で4回（1回12本）を注文する店舗もあっ
た。

・これにより販売数の向ょには、取扱店舗のi也産地消飲料への
理解度が関係していることがわかコた。

環謹一 『~需手

〆

I 事業2；アンケート調査分析① ｜ /' Aミ

〈立；
(3]002削減こつながるという表示がある場合、ガラスびんを

用いた飲料を購入するきっかけになりますか？

置なる

・ならない

濁わからない

I E業3；環境絵日記展への出展 ｜ 記訟、
＼日／

『みかんのしずくj販売
1杯250円で、フレッシユな
みかんヲユースを提供

1「



｜ 事業4；リユース現場糠 I 〈お
＼日ノ

リユースびんの洗びん工場や飲料の産地を市民とともにめぐり‘省発と令
後に肉付た課題を見つけ出す．

愛婿酒場えにし吉田町店
↓ 

丸隆六甲容器
↓ 

柴シーサイドファーム
↓ 

とオH性キッチン
↓ 

横j賓ワイナリー
↓ 

愛矯酒場えにし吉田町店
意見交換会

t1i:?t動ゆ弱ぜ－二時寝議総緩翻
lit；~~γ干議F ;¥,;jーよa議議選務翻横浜市内約lOOkrnを1日で巡り、

山旧日記営品川誤認援護翻リユース、地産地消の現場を体慰 l
r,:＝.－：：＝ち盟主烹h・All 『I< h ""' ・v,:i. 

事業4；リユース現場糠（意見交換会） ｜ 

＼A，ノ
古品川U同

／1官、＼

・見学先それ参ぞ加れしのて皆のさ感ん想の
』のプロヲェウトへの期待

－なぜ地帯にやさじいのか世界の動
発想どパイ告リティに感動した きから伝えていってはどうか

・実際の体験から知ってもらっては
－地産地消、地域循環について どうか
改めて理解が深まった ・生活シーンでこういう貢献につな

がるといった選択肢あれば取り
・環境にやさしいガラスびんに 組みやすいのでは
ついて改めて理解できた －額度と生活様式に組み込まれる

ことが大切
地域循環へのこだわり ・違う観点のインセンティブを加えてはっ
事業者～生産者～消費者をつなぐ －おしゃれなぴんという女性目線の
プロジヱウトだと分かった 発信、行動に繋げてみてはどうか

－体感することは行動してもらう ・マイシドを変える変わる時代が近づく
動機づけには本当に大切なこと 中、ぴんは今いい時代を迎えているの

だと気づいた ではないかっ

｜事業5；リユースびん啓発動画の制作｜

｜ 事業6；シンポラウム ｜ 
φシンポジウムの開催

!.;,"l}.＇.ぷ
＼日／

1.;,Ku:1 
＼日／

・プロジェクトの成果報告会とともに、「横浜からはじまる地域循
環型低炭素化社会への挑戦！地産地消×リユースびんで新
たなムーブメシ卜を起こせるかJというシシポヲウムを開催したJ

・会場との意見交換の中で、地域に特化した商品の価値は、
想像以上｛こ市民の行動変容を生むことがわかった。

シンポジウム要旨 量一百 面F
－横浜I土地域にこだわりが強〈、変 " .「一一圃
容性、自ら発信したい人が多い。 r..11' 
・地産地消への意識高い人も多い

司 ，！.，＇i_.＇：図
－横浜ならではのリユースぴんとし
て発信していくことで、ひとつの
ムーフメントになりうる

. " ， .『砂. 、

Tぷ..... 
7 



今年度似百勤予定
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ブロヲェクトからの情報発信と消費者
意見聴取の機会を創出するため、
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洗びん事業の概要と業界の状況 2018年8月2日

丸隆六甲容器株式会社

目洗びん事業とは…

びん商によって回収されたびんを句IJ紙幸照）再商品化し、全国の

酒蔵メーカーに販売しております．洗ぴん業者は全国におよそ 85

位、関東閣内では4社存在します．弊中土碕見営業所は神奈川県内

では唯一の洗びん業者です．弊社では昭和田年に続びん機が設

置されて以来、 !BOml～!BOO mlまでの酒びんを年間約 90万本洗

。びんしております．

I ~1n~t;. ・.＇翼｜
・洗びん業界の状況

弊社は大正15年に創業した酒樽問屋を源流としております．かつて酒樽からびんへと容器が変わり、現在ではプラスチック容器、紙

パック、ベットボトルへと多様な容器が流通する時代となりました．かつてはー升びんが主流であった泡類も多種多様な小型のぴんへ I

と変わってきています。びんの種類部増加したことにより回収することが困難になってきており、小裂のぴんは新びんも安いため、．洗

びん事業が商業ベ一九に乗りにくいという問題があります．また、容器の多様化だけではなく、f青酒の充填方法も多様化しております．

植を充填後に温水シャワーをかけて殺菌する”びん火入れ”では、リサイクルされたびんはその熱で割れてしまうことがあります，そ

のような清酒メーカJでは日サイクノレびんの使用をやめ、新びんを採用する傾向にあります．

しかし、洗いびんの需要はまだあり、容器として洗ってリユースできるのはびんだけです．今後も一層品質向上に努めて書ります．

～ 、



横浜市の分別
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現在の家庭から出される燃やすごみの中身

..缶・び'Iv・ ペットポト！L等
｛分割司量〉口.9%

I 聾量＋重量

→巴自

生こ也
33.8% 

古紙壁~＇；；｝｛：＇＂＇

「燃やすごみ」の中には、分別してリサイクルが可能な古紙
などがまだまだ多く含まれています。分別対象となる古紙は
全体の約9%を占めています。 〈平成28年度組成調査〉

紙の分別について 缶・びん・ペVトについて
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缶・びん・ノ文ツトについて

7＂震と弓パ ILi番

図3
m,t=-,r,のE.ピ圃聞園町・

－－，杢何事

缶・びん・ペ＼＞） トについて： ーも

卸幅三；；＼＼：
問吋It寄る→併劫長崎J揺がつ制
維ftt?！，，，－→古川星通－：iJ!＇！－＞＇＿~11,－→誕f

びん商のお仕事
横浜市資源リサイクル事業（協）

寺西浩

⑦ リユースびんの流れ

総奥ガラス＂ん＂促進也諸会

／？ 
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横浜リユースびんブb;,I？ト
1出産地消E昌也を巡吾JG¥'!lY－夏

横浜の地産地消か5生まれる地域の魅力

平成30年8月2日

株式会社よZはまグリー〉ピース
代表取締役 椿直樹

Cc!ll'fi脚色2nu1It式会出口＂仰〉ピース，，＂ 向山崎 llesen,ed. 2018/IJ/2 

圃プロフィ－JI,

・株式会社ょこはまグリー〉ピース代表取締役

・大ど根性ホ）レモシ・ど根性キvチシオーナーシェフ
（西区） （泉区）

横浜野菜推進委員会代表

・演の料理人発起人

・1iむ兵市認定はまふうとコシシ工Jレヲユ 1期

・農林水産省選定地産地消の仕事ん時置詰司IIW誼信）J・
ζ，－切＂＇＂°＇＇岱棋会社， .t.:rn.刊シピ λAllll，小包陶＇＇＂刷 20W a/2 

f'r 



国椿と横浜野菜の出会い

スペイン料理屋で働いていた時

『全国の料理フェア」をお店で企画

北海道か5開始．• 平成12年2月神奈川フェア開催 l
しかし、この時期は端開ij..余り種類が無く…． 

横浜中央市場の卸業者さんが横浜野菜割寄って
食べてみたら．．

香り、昧が澗県の野菜とは全く違う F 胃

野菜が本当lζ心力、5美味い！

こんな近くIζ、こんなにカのある野菜があるのか 1

白 Pザパ句川匂 2018l是・it9l:tl1:L13'')1Jー：必丸刈IR拘ltl.5R鴎尾町制 2rn.8/3/2 

．圏構と横浜野菜の出会しE

. f011~議轍議議議鞠議報i轍習． 
横浜を地産地消の傾都市

・料理教室
・食育講座
・メコー提案等

2 

横浜野菜推進委員会設立
平成15年10月

R,g,’n，章構ti,Jl司法三諸包新ヨ・

・it;ur＠，証明芸fi)I;，！，；ヲ』・・
ζ叩 附i!)h¥(9 201!:i 1.1式会tt.r::in：・クリーンピ又 ,lhP.ighl.5 Resεrv~匂 2018/0/2 

3 之。

圃椿と横浜野菜の出会い

自分たちの力で地産地消を抱呈し、ネットワ－IJ在広げていくために

'.. i賓の料理人設立 di話量司E
平成主2年4息 置圃....: 

．国司’ 信雷雲’
伊－－？－－ I 

r.戸市：ザl飲食店オーナー、シェフ、店長、

生産省、学校栄養士、

料理教室主宰蓄 なと

・r；置の鉄人J料理コ〉テスト
・グルメラリーヨ〉テスト

・生産現場視要望＇：J"l'-

・スーパー給食
（いずみ野小学校） など

Copy,戸ight 句 20JJ3 保式会批よζ U'i'J ンピヌ l\l!R 包t,ts~rv芭d. 2018/P./2 

置とうとう起業！

l乙年1
4 

5 
之l



・自分の店を持つ I

九一通選議議議寺；実事長時＃：手i嬬扇診言語C"::J 

圃

UP寺30分N15時
17時山口E寺

6 

7 

2ミ

・大ど根性ホルモ〉 ｝「食」を遇してつながりあえる店一

7生産者とのコ封イペ〉ト－ ーi剖ま毎月開催『 ］ 

白伊vriqhtめ初切な立会往r.:＂クリーコピー λ刈lru宮hs R自巴町＂ 劫 J8/fJ/2 • 

園大ど根性ホルモシ ー「食」を還してつながりあえる店一

：大a11g;：：，，ーム ー農商工蹴企画ー 】

~, 
Coe内＂＇c羽 ω口事会社よロS剖リ＿，ピーλ刈 VgM.sR自民間ed 20H!/8/2 

9 .2.3 



園大ど根性ホルモシ ー「食」を返してつながりあえる店ァ 園書籍 f横浜の食卓～ど根性レシピ～J

［明l!l:Jt'}.'.)Iア－ 4 臨場}r7,.'.)l'J'-- 】 ［出版費用の一昔日をクラワドコ，，..：：，ディ：：，ij＂（：－調達 J 
........一四四百三二二刀．目...

掴品
問
問
問
細

菌
寝
間
一

町民凶四国即時四印刷

・横浜野菜在使った回有の食卓在話器するレシピ本

・横浜の食材の魅力在最大限I乙引き出した、
家庭で簡単！こ作れる5ルコヲbな野菜料理55レシピ

・横浜の『食」と『霞」を牽号lする民家や加工鼠の
生産省の方舟14名在紹介

・横浜車業の今を知るコラムなとを掲載

c。P卯 ghtc 2018-ll弐金程よ工＂ま刊一号ピース．刈 tn~nts n＂民向も d, 1DlD/eJ2 10 '"""" R＇＂』 aa式会山之:1Ji:1'Jづト九州Rゆ＂ R匂 eiv凶 2orn1e12 12 

・ど根性キッチシ ーいずみ野の恵みを満喫できる店一 園横浜市との協定

-:,a帝王，！；型店•iuram時間間三同両；；尚信前首謀協定司圃圃圃圃圃圃・

吋相沼町民明＂＂＂・一一……山一一一 、h仁 ::mm;: 
l・横潰野菜醤シリーズ

”叩＂＂＇
c :c.•:=:.,c~.,:;,a""""" .. 

肘 A省“’臥a， 
＠”山陣剛剛山駒山－－・・叩

"" r“・・.....‘“同拘－醐． 
＠簡明U

日一回目M 山川町山叩h

…一一…M
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・横浜リユースプロジェクト
リユースびんを使用した 罰事副ー

ゆずサイダーと小松菜ヲユースr・・・，雪
在今年2月IZ開発．
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園第24回横浜環境活動貰企業の部大賞受賞

・地憾で様々な環境活動を積極的（己
行コている個人・固体を表彰する制度。

弊社の日頃の地産地消活動と環境（~
対する取り組みの成果が認め5れた。

平成29年6月14日表彰式
横浜市長公舎にて平原敏英副市長と

""' ＇＇＂ゐ三 018I出会祉.：.；：！JJ;'1'J.一文句；，.，All fiiqhl~ lte5e,veι '"""' 14 

圃最後に

地域｛ζ必要とされる企業を目指して

co，内可iQhtぇ，2:白tOU..it：：：封、記 LH:-J•J ：£－九刈l向gts Rl:se w,~ io i.,')J 0/2 15 
2，も

もったいない！か6＂おいしい！”ヘ

あおみかんと横浜リユースぴん

奥井奈都美

アマンダリーナ

奥井奈都美

自己紹介

アマシダリーナ代表

ラテシ料理研究家、野菜ソムリエブ口

横j兵市認定はまふうどコシシエJレヲユ

2014年夏に青みかんと出会い、その美味しさに惚れ込む・ 0

ちったいない！から”おいしい！ ＂へ
横浜産青み力、八ノ商品化プロヲエクトを発足。

横浜市の地産地消ビジネスとして採択を受け否。

アマシダリーナとしてブラシド化

ユ7



アマンダリーナの商品紹介～1

横浜あおみかんドレッシンク、

(2015年春～〉

横浜産青みかんの果汁を
半分近く使ったドレッシング

青みかんの産地金沢ブランド商品

神奈川県の
なでしこブラシド2017認定商品

アマン夕、リーナの商品紹介～2

西湘あおみかんドレツシンク、
あおみかんのしずく（1QQD/oストレート果汁）
みかんのしずく（果汁1QQD/oヲユース）
あおみかんポン酢ドレッシンク‘

Z号

青みかんとの出会い

2014年の夏、青みかんの摘果を体験

院1；ご内d
r-.. )~·:·.,-;~, J 

国園田
4・

翻.
。とってち酸っぱい！

そして、爽やかで美味しい！九
司

青みかんて、なに？？

温州みかんの若い果実

l 
摘果（てきか｝ぜ

増車、、

E保
夏の若いみかんの時に間引きをする

葉っぱ20枚につき1個の果実＝およそ2割にも！



なぜ、摘果するの？

木が疲れる→臨年結果
を防ぐ

冬にちょうどいい大きさと
甘さのみかんになるように

.2割の青みかんが、、パイパイ！

青みかんを救済したい！

売り先のなく捨て5れてしまう青みかんは、

まだまだ価値がある！

もったいない、か5おいしい！ヘ

蜘鴎！ゴ食品ロスの削減即時

アマシダリーナの活動開始

1年目（2015年夏～）

収穫した柴の青みかんで商品開発を始める。

マーケティシグ、試作〈試食会を経て、

横浜あおみかんドレvシシグ
が誕生！

産地柴の農業祭で初の一般販売。徐々 に販路拡大。

2'? 



青みかんの産地と生産者 柴の青みかんの取り組み

横浜市金沢区の

柴シーサイド
ファーム

幕末から続く

柴漁港を見下
ろす高台にあ

る

摘果2年目。 2016年8月

M件のみかん農家さんが参加
摘果にはボラシティア30名が
参加してくれた

みかん農家さんは

半漁半農の営み

金沢のj毎に上がった
アマモ（海藻）を肥料に

一
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摘果1年目。 2015年8月

1件の農家さんか5始まる。

←小山さん

とご家族

1134kgを収穫 l

2トントラックで
搾汁施設へ→

門誌

柴の青みかんの取り組み 柴の青みかんの取り組み

画
F、

摘果3年目。 2017年8月

摘果のボランティア30名が参加
してくれた
地元のホテルのシェフち協力
この年は裏なりだったため900kg

． 
’ 

、



これまでの活動と事業の拡大

2年目（2016年）
より生産量を増やすためオーケーフーズとOEM
業務提携
設備の整った加工場で月lこ360本 F窓詣
を製造
市内5店舗～！こ販路拡大

横浜リユースぴんとの出会い

2017年8月30目
地産地消のイベン卜で横浜リユースびんブロヲエク
トと出会う。

」＿i,.t<EUS!;81,. 

／八九
五リユースUんユ

＼リ／
y A/ie iisn3'1...rr 

X ~Ic~! :a.:! 
共同企画商品の開発

3/ 

あおみかんのしずくの誕生

外＝REUSE
繰り返し使うびん

中身＝REBIRTH
捨て5れていた青みかんが E

生まれ変わった地産地消の飲料

横浜市内で消費・循環

2017年12月

E盟国ur.:，高官

II盟国ll"' g戸
i盟理r.~

F智明「
現在、横浜市内を中心に、
約20店舗であおみかんのしずく、
みかんのしずくが飲める。

ヨミ



リユースびんの定着に向けて

ヌマシダリーナができること

全でおいしい、古のづくり

あおみかんが生んだ相乗効果

これまで捨てられていたあおみかんに新たな価値

アマンダリーナの事業の発展

リユースびんの普及によるC02削減に貢献

摘果をすることlζよって 園田臨
E秋のみかんが美味しくなった！圏園田璽童

岬 ， 》 園圃臨調面
河

生産者とのWin-Winの関係

今後の展望

アマンダリーナのブランド化

青みかんをペー又にした新商品開発

ヨー

；事 アマンダリーナ
Uoo叫dc,felttc。価Hoo,c,nd1認ln0Ye1de.

比一戸

胡淑、ぽん酢、サイダー
スイーツ、アロマ、石鹸、 etc.

今後の展望

正副

＼ 
黄浜リユースび｜ 〔E

青みかんの価値をちっと高めたい！

3'3 
3宇



～資料集～
／ 

「地産地消」「リユースびん」「あおみかん」
3つのキーワードにまづわる場所を訪れ、現場の生の声と想いを聞く事が
できるパスツアー。このツアーが終わった後、きっと貴方は3つのキーワード
について誰かに語りたくなっているはず、で、す．！

句”e 今6 * 
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集合、視祭先

oi趣0分蘭丙駅付近集合

目前0分関内駅出発

時同f守程Ni:>

移動中

;12B寺田分出発

移動中

＠ 

4B勃0分出発

移動中

＠ 

－
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S
E
i
n
e－

o

16時相日分出発

移動中意見~I員会

118初日分りアー創刊主終7

程表
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, ,., .代替

u.餅市観•＇）＇'ti｛クル事業f鋼戦号~ん委長時

J 洗すん事業の説明、手場幌、リ主トスひω如来地童話也
_l'1時15ベ，，.，.. 辺、守百世剖唱 ？高官。もへめ期待（三ついて．

7l :t:勝鵡克区制竜町叩）（靖容器担当者（t品説明｝
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繰り返し使用しないびんのこと

使用桂は色選別昭島と、破砕処現〈カレツト）

姉スび枕新互作る原料になる

一一，.__ ..一一一一

回収後、きれいに洗海

再び中身を詰めて商品化
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ぴλ繍め会Zな扱い品目

ピーJレぴA;
ピー.，，，...，，→胃省デポ'1-;H保箆掛金量生定’ .. ¥I耐酬の；.，僚を，m」メーカー恥必ず民毛

.s: ii雪
圏 ' ' . ' l ・ r，η
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盆ぴλ＂＂ャート巳て各メーカーごとに遺刻 z，返却

ぴん掲の主な，i.い品目

比一すす一

肌…顧問調一

一升ぴん
びん自体に舗＂＇がちる．有価でヲ普賢割喝商品

関川文されたび，，，，.，＿~--1:l'll>＂「公共闘的な役割

回収されたー舟ぴん当必要とするメーか4、銚鎗

リユースびんの現状

．消費者のライフスタイルの夜化

・容器改革によりびんから他素材容量昏へと、〉ワト
．回収拠点を担う酒販店の減少

流通量は減少のー途を辿っている

• ぴλ；商の扱い量減少＝厳しい経営状沸

3 

一 一一一一一一一、

家庭に桧抜きがない！

ぴん自体に触れること均三少なくなった

リユースびんに対する意識の低下

・もはやリユースびんのととを知らない人が増えている

けイクル血合ぴん委員会様々 な啓発活動を継続的に実施

ガラスの蘇材に触れても包括うlびんに興昨を持ってもらおうl

安定的に商売沿続けるには・－・扱い量を増やす
しかしながらメーカー、酒販店IC対して常に受け身

業界の地位向上を目指して

アスクル活動
びん商として商売の在り方を夜えようl

中身の開発にも関わりをもちながら主体的に動こう

地元事業者と述携

横浜リユースびんフ。ロジェクト発足

ぴλ易員会河揺前例

圃瞳
窃んのモザイクアート

みなとみらいの甫翁施設イベンM：協力

戸ヨ
ヲ詩編した子検たち＞－絡にぴλ.，..
栓ペて作ったり〈みち唱，，.，，，現

ガラスオブジェの製作
回相止カレヲドを炉で刷、して型！と慌し込んで製作

4 



」

洗びん事業の概要と業界の状況

丸隆六甲容器株式会社

－洗ぴん事業とは・・

びん商によって回収されたびんを但リ紙重量照）再商品化し、全園田

酒蔵メーカーに販売しております．洗びん業者は全国におよそ35

社、関東圏内では4仕存在します．弊社鶴見営業所は神奈川県内

では唯一の洗ぴん識者です．弊社では昭和田年に洗びん機部設

置されて以来、 180皿l～180Dmlまでの酒びんを年間約 90万本洗

びんしております．

I~•.: •• .• ｝浄土． ι ｜ 

¥'.: .~＜~：長全；－~ I 

・洗びん業界の状況…

弊祉は大正 15年lご創業した酒樽問屋を源流として詩ります．かつて酒樽からびんへと容器部変わり、現在ではプラスチック容器、紙

パック、ペシトボトルへと多様な容器が流通する時代となりました．かつてはー升びんが主流であった摺類も多種多様な小型のぴんへ

と変わってきせいます。びんの種類が増加したことにより回収することが困難になってきており、小型のびんは新びんも安いため、洗

びん事業が商業ベースに乗りにくいという問題があります．また、容器の多様化だけではなく、清酒の充填方法も多様化Lております．

酒を充填後I己温氷シャワーをかけて殺菌する“びん火入札”では、日サイクノレされたびんはその熱で割れてしまうことがあります．そ

のような清酒メーカーではロサイクルびんの使用をやめ、新びんを採用する傾向にあPます。

しかし、涜いびんの需要はまだあり、容器として洗って日ユースできるのはびんだけです．今後もー層品質向上に努めて参ります．

5 

古びんの流通経路図

l→巴霊宝当時

／／哩璽雪
極圏｛／盤国一、ザ

時
E’ 

時陸盟国’仲間四四J司
朝
日
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・・回届直::Iii画紙調両信司田町回目電電詞岨Z司防車温・

リユースぴんの大きなポイントI士、実は回収な
んです。飲んでいただいた後の回収の仕組み
がないと、リユースぴんは回りません。
りユースびんの全体の流れは、こんな感じです．
びん納入ーさ中身充填→販売→消費→
回収→洗びん→ぴん納入
これを地域で回すことにより、運織の距離や

手聞が少なくなって、濠境にも優しいことになり
ます。モヨιたことから、このびんの中身は“地
産地消”と“地域循環”をコンセプトとして、選定l
しています。
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－彊E・;r,'U;:軍司嵐長軍軍U.lil::lli調 lr.il剖幽・

「ひとりの環境絵日記から」
横浜市内の資源回収業者による“横浜市資

源リサイクル事業協同組合Mが企商運営する環
境絵日記。2014年l二届いた作品から、この活
動のヒントが生まれました。
それは、「ひとつのびんに色んなものが入ヲて

循環すると環境に優しい IJという提言でした。
それを、組合が受Iナ検討を重ね、様々 な事業
者に芦を掛けて“横浜リユースびんプロヲヱクト”
に繋がりました。
その結果、新しいリユ又びんが誕生し、中身
に地産地消をテーマとした飲み物を入れる、と
いう連携による仕組みにまでなったのです。

横浜リユースぴんプロジェクト
～ヒストリー～

2
0
1
4年
理
境
桂
日
記

『
地
球
に
畳
し
い
R
ピン」

1 、
‘一一.-

・・圃J~if:僧間続l,,\'.f調i，悶四国

置読書官官~jf;,;jfi車寄記事~.lil::lli回同鼠帽．
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E盟国
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出奥・ぴん冨使用ネットワーヲ

ワンウェイぴん

リユースぴん何回使用｝

リユースぴん【20回使用｝



ガラスびんでリサイクルデザイン
NI）ユースびんプロジェクトの取り組みN

横浜リユースぴんプロジェウト

地産地消産地を巡るパスツアー
検浜市資源リサイウル事業協同組合

副理事長栗原清剛

私たちの考える
戦略的CSR活動とは？

事業領i車内での取組

• lU・繍周回収の曹湿選管
「よとはま市民の回収J

．リサイクルポート山ノ内

事車繍滋外での取組

・扇情鎗白隠
・学検出前鴎踊
•M字jリサイクルデザイシ．
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・限定制度
・企.情継の公欄

i. 

「環境絵日記」とは？

誰ちが等レ《社会参加できる仕組み

「環境絵日記」を遇じて、
子どもたちのメッセージを

これからちょり店く、
ネ工会に発信していき疋い
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ひとりの環焼絵日記からはじまり、
市内221苫舗が賛同！

「か横
主主？；兵
τ ，~:Et 
をなくくフ。
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横浜市資源リサイクル事業協同組合i通称：リ長ィクルデザザンー ー ••.• . ........ 1 

1設立年月日： .1992年10月1日 ｜ 
i組合員数： 1_18社 （設立時7.5社） ! 
＇.＿；~i日乏ル雪空三笠芝曹三吉：：.. : 3翌，空豆＿§！雪一！

①営利、公益の中間的法人（人的結合体、相互扶助）

②世のためになり、人の役に立ち、公共の福祉にかなう I

③ Officia I ・ Public • Privateのパブリッウ事業が理念

1~· 

リユースびんの厳しし明被.ffry
I 国内リユースび峨用室町紗

リターナ71Lびんの羽周到戸吻継移

1999年

医歪J[阻国
『司’F

噌I 2009年

..  掴
｝で ml可耳m贋E雪五回E’B童画f;t割t官軍団匡$§穆狙E・

10 日
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,:Q:J・ リユースびんの，~07,）洲陀信じて！

切玖罰百にl

ソ争！
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｜ まずぽびんHに触れてもらうこと！ ｜ 
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リユースびんは環境負荷軽減に繋がる
ことを消費者lこPRし、リユースびんを絶
滅させないことが重要！『....－

,(}'.) 

!Sν 
リユースぴんとは

L リユースびんの開発l ｜ イFぷ
＼日ノ横浜リユースびんフ。ロラヱクトとは

4情活リユースびんプロヲエクトでは、地産地消がテーマの猷料を
市内の飲食店で提供レています．
i国民笹田びんは回収・洗浄し‘再び中島を充填するUユース耐士組みを構
築、地域経清田；副主化や、循環型社会匂耳実現が目的です．
SDGs12番目白ゴーJレ円寺続司自Eな消費と生産自パター〉を確保する」を
目指して挑轄していますI
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：唱平成28年度活動からの髄… ゆ 七地域閥・2タ引関関臨 おう
;,: E市古.，....白~自由一E ！ 開よスぴんがこ醒臨糊出の削減IC貢献する容様であるZとを明らかにす

る．
地E地酒商品がりユースぴんとともに摺費者に畳け入れられ地問指頭の縫温に
つながるかを明らかにする．
事噂｛巨によるE費協負荷削鎗効果と旗黛採算桧を評価する司

・・小売店（商店街）販売での”ぴん”の返却に
ついては、新たな仕掛けが必要！

・・飲食店での取り扱いであれば高い確率での
空きびんの回収が可能！ ・4・

『司’F 時益重訟
－吋

［麟独自伊ス？ムづくりl持制手段！ l 

〈主；h
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i事業1；リユースびん飲料の試験販売｜t:::2£:¥ 
¥,QJ 一事業謝餌頁目

《論: ・., -: ··1ti~~ 
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リユースびん飲料の試験販売
アンケート調査・分析

環境未来都市・環境絵日記展出展
リユース現場視察ツアー
リユースびん啓発動画の作成
市民シンポジウムの開催
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1,000本のリユースびん飲料の目醸店開を行い、事総期間内に2回転の措置
を困るZとで、ワンウヱイぴんとの濁!lilt荷出駿と市民の理解鹿を調避
する．

IE霊護軍E闘田豊星置屋ω甥田町輔自腹層鞘乱隠語圏魁幽盛盟垣量幽幽幽盟国温量直姐 －t:t>

1000本のびんを期間内
にZ回転の流通を図否

＂＇岬剛 a U l'::'>L•柑剛咽・

4剛~t ,1 ；？；／！同肘畑，

l ’ •11•J 11 :.,;1!11町，J

b判制 ”… 叫 H ＂釦ハマ完リー u

I 1,C,'f'l-¥-t~ a・鳩山川

崎柑 n，畑(ll,.-

..山 3パー制ー

勺 d’W初 刊 ！・….，.ー，帥：：，： ....… 
i相”ー叩.，，・，...叶幅削

取扱店舗22店舗へ路大

日－ ＇・iv;売，斉み本曲 656本
・2回転自！こ入った本故462本

.,, 店舗名
～ J 

1.2大ど＇l＆慌オVl,'Eシ

13穴ど根性キツテ〉

14ボトルシVプ

15ヨコハマスυーエス
16スタイルカフェ帥描？

17ワイシの店ムー

18マミーXタミ－

19 ecomc Saker; 

お悶とキノコ山の糾翠20 山鹿l(Jレ
ラャズ明奈ちぐさ・21 
吉田街記意館

！恥 苧空各
（ 1 え！こし吉関町店

' 2 Iまおづき

• 3雨宿り

! 4燥星尾

5昧留事

6 ;nヂルマmロパマイ：.，;i:~

7＂＇宗本店

「現在、取扱店舗数
24店

関内地Eを中心に
lih:大中

8思li20叩

9テクノタワーホテル
υューパシカコェ
テクノタフー爪テル

. 10カフヱ.マークV卜CORE

11たのし館本舗系列4店錦
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事業2；アンケート調査・分析 ｜ t；むk
＼、日j

事業1；リユースびん飲料の試験販売｜
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格週‘

NPO法人諜ノオト樺に
悶日華、骨折を信頼．

ア：νゲート翻蓋先

アンケー〉胴翠実鏑’. .. 
lll;IICB包.

傾向小時間

..精肉中学1UI:・・民

’h牟.』車偏..・
.，.ィ。岬制問

時間層問

題脹E

中小企’l:£11健闘

.，ザイ.ルポ』ト山J肉Jl'l'f量

13 

・リユースぴん飲料の試験販売

・3品、月由実証事業期間内に、 1209本の地産地消飲料を充
填し、憐実市内の飲食店22$舗に販売レた．

・事業開始から3か月で安定的1.:30日本／月前後の阪売b＇でき
た．中1.1ま3島月で4回（1回12本）を注文する店舗もあっ
た．

•.：：れにより販売数の向上には、取自初苫舗の1由産地消飲料への
理解度が関係していること力わかった．

• -！金~＞f;
1 ~ 10:,J·-~ s, • 

明

田

国

問

。

.. 

r. ！ふ.. 

iι． ...;. ........ ~·.；...－－－－：：－：古石古百コロ~日iノ
圃・E霊謹z・・liM覧車置E周目蔭竃Z鋸自筏週・・・・匡霊異摩書・直昭該i::11冒輔自麿竃Z鐙沼D"JI・・

,. -• ... 
【3)002削減につながるという表示b切る場合、ガラスびんを

用いた飲料を購入するきっかけになりますか？

1Q.6扇 -;-g百五
ー一一三母、、4・ーーー・ーーーーーーーー ーー司ーー山一

醐一一一一一一聞 帥 叫 い 抽出岡田＇＂・ a崎町 酬。
ー叫一世一山

[4] 「りユースぴんJIこ完寝された『地産地消の飲料jを買う
ことについて、どういうイメージがあリますか？
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事業3；環境活日記展への出展 ｜ 
fτ、、

~~~） ｜ 事業2；アンケート調査・分析③ ｜ 

問問
「みかんのしずく」阻克
1杯250円で、フレッシュな
みかん苦ユースを提世
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｜ 事業4；リユース現場視察 -~:g::) 
ーリIユースびんの法ぴん工場や飲料の産地をill毘！：ともにぬぐり．曹，Eと今
後に向付た限目を見つ付出す．

J
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愛白骨酒場互にし吉田町店’
↓ 

丸隆六甲容器
↓ 

柴ヨンーサイFファーム
↓ 

どffl1主キ＂＇チン
↓ 

横買ワイナリー

喪嬬酒場えにし吉田町店
意見交換会

情浜市内約100加を1固で巡り、

孟孟孟孟孟孟孟証平·.·：~i干曹帯型曹照リユース、地産地消の現場在体感！

｜事業5；竺竺＂＜！＇＿空 三醗動画の制作｜
i:::!i.:, 
＼日ノ

司申

「一一挙票日ヲヨ陪ワE. ’d品、,g：ノ
＋：シ〉ポヲワムの開催

・プロヲエヴトの成果報告会とともに、「横浜からはじまる地域循
環型低炭素化社会への挑戦！ i由産地消×リユースびんで新
たなムーブメ〉トを起こせるか」というシシポヲウムを開催した．

・会場との意見交換の中で、地域に特イじした商品の価値は、

想像以上に市民の行動変容を生むととがわかった．

シンポジウム要旨
・横浜J;I:地域にこだわりが強〈、変
容位、自ら発信したい人が多い．
．地産地消への意識高い人も多い
．横浜ならではのリユースぴんとし
て発信していくことで、ひとつの
ムーブメントになりうる

ト1
今年度l志、来年2月21日に開催いたします！

／白＼－
1、uノ｜ コスト削減と経済効果 ｜ 

販売開始12月～9月までの合計流通本数2043本 間 平 均204剖

・原料生産者 ・今年況のあおみおかんカT商品佑
食品盟理屈察コスト45円／kg
3tで主主忌且旦旦Eを削時

・由料製品草者・・ ワシワエイぴんとυユースびんの
恒用コストはほぼ同じ

・悶涜書目・ ・ワ〉ワヱイびんの廃棄コスト
20円／旬、 2本あた口約7-4円
2043本で主旦4主呈旦を削描
2043本売り上げ、 2043本xto杯X700円寺1400万円

；侠

15'.-・-,. 

16 .. 

監重運－盟圏直屋風説温室.信源開罷童書圃晶一｛：お
参加しての感想

・なきぜか地らこ缶実家のえにプてやロいさジっしェいてクはのトへどかうの世か期界待の動・見学先それぞれの皆さんの
発想とバイタリティに睦勤した

・実聞の体験から知ってもらっては
・地畳地j問、解地剖綾深掘ま現っにたついて どうか
改めて翠

・生活シといーっンたで遺こう摂い肢うあ貢れ献ばに取つ1な
がる り

－珊t震にや改さめしてい理ガ解ラでスきびたんに 闇組鹿みとや生すiいのでは
ついて 頻 活様式に絡み込まれる

ことが大切
－地培循環へのこだわり

・遣お，Eうし世観ゃ、れ点行なの動ぴイにんン繋セとげいンてうテみ女ィてブ性をは回加ど線うえのかては？事業者～生産者向消費者をつなぐ
プロジェクトだと分かった

・体感することは行動してもらう 目マインドを宜える宜わる時代が近づく
動機づけには森当！こ大切な己と 中、びんは奇いい時代を迎えているの

！ だと気づいた ではないか？

、、Jノ
ω

一λ
u
hrk、一

｜ 事業6；竺1ポママム ｜ 
イン7ルヱンサーとなりうる市民・関係者を対車にシンポジウムを
悶慣す高．

ーー
l,u!l,.¥ 

……ーい一一ふU
完~証1:0)刻泉 I 

拡大していく活力

陣呂れた地域で展開するか呂
l己モ生まれるナラティプな
イ〉フルヱシサー

E<O-HO{j}a-LOGY 

今後、目指していること

事業者～生産省～消費者をつなぐ
新しい地域循環産業へ
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横浜リユ スびんプロジェクトのきっかけとなった環境絵日記
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機渓リユースびん，70！＇.エタト
地亙地消産地金巡否J（スツアー私（

横浜の地産地消か6生まれる地域の魅力

平成30年11月15日

株式会社よ；：：｛ままヴリー〉ピース
代表即締役 椿芭 樹

Coj)'fl'!flの泊施腹式盆也J.::ma:¥Iリー〉包一九州側，，s時‘.＝d :io1e・AJ1 

E稽と横浜野菜の出会い

スペィ：ン料理屋で働いていた時

「全国の料理フェア」在お店で企画
北海道かS開始• 平成12年2月神奈川コエア開催1

し机J、＝の時期開端境期．．．余り種類が鯖〈．．．

’ 
横浜中央市場由卸集者古んか明浜野裂を持って X＜れE

食ペてみたら 、』‘.... ,J. 

香り、昧が他県の野菜と［;t全〈遣うt'ー『幽轟温彊陸』

野菜カゼ本当に，bか呂美恥I! 'f' v、、

こんな近＜r.：、こんなにカのある野菜がIあるのか1

E稽と横浜野菜の出会い

自分たちの力で地産地調割出量し、庁、切トワークを広げてし1くためこ

ー盟国・
館企店オーナー‘5ロコ‘店員、
生盟費、学担車警察士、

朝理教盟主宰賓 なE

F吋空会月設立圃

書翠盟’
・「置の館人J料理ヨ〉テスト
・illレメラリーコ〉テスト

・2量産現埴視寮』？－

・スーパー桔食
（いずみ野小学在｝ なと

圏
闘

。向。加問問時山川町出・・－ι 酬 1附

・自

司E
区主主－・・ •. c:J 
1日分の野菜｛350g）出艮れ~

ど纏性ザラダ

調

圃7ロコイール

19 

" 

、20

・株式会社ょこはまグリー〉ピース 代表取締役

・大l::tfli性ホJレモ〉・ど根性キツデ〉オーナーシェフ
［酉巨） ~IE) 

・悶菜推進喜一喜多

・演の料理人発起人
c ,';!:!, 

代表 i＇－＇ネ
・後浜市認定はまふうどコ〉シェルヲユ 1期

・農林水産省選定峰地問事人時盟国B
α羽匂洲 ltl.01817-~!ir訟..1ca:1ゆ比四人MRighi! ROl'li:<"<~. 2Cl8/ll/l 

圃繕と横浜野菜の出会い

．レ
横浜を地産地消の代表都市にしたい！

ー雄、d
横浜野菜推進醤員会設立

・料理暫室
・童青講座
・メニュー提寝等

艦購穂綿鎖圃

圃とヲとヲ起案！

問機議議議議鍾鑑識磁薦議癒露日

置剣嗣園幽函

． 



一一・llt浜駅西口徒歩日分
オフィス巴）しの地下1階

・席数 60席

・営業時間
ラ〉チ 11時30分N!S時一
ディナー 17時No時 自

・定休日 日曜日 圃・E
C<fii叩…畑、白川一…

E大£可且性ホルモン

翌三そ塑豆型；~ささ1酵E投手、主.哩旦ー：

麺艶温：：醐一
・横浜駅西口徒歩8分

月コィス白同地下1陪

・席数 601軍

•＇営議時間
ラシチ 11時30卦N15時
ディナー 17時N 田幸

・定体白 日曜日

E大と禍性ホルモシ ー「食見通してつながりあえ吾店一

・通話齢出量凪温掴圃圃圃圃幽a..L地圃圃圃圃’

C明明白羽2・ 1:..i:1;u1;1u~~－:,1::－.：州岡山山加山

・大ど根性初bモシ ー「食Jを湿してつながりあえる店ー

・温凪温也錨白圃・・・圃圃圃薗孟説溢誼凶温白圃圃圃’

コ

・＊＇e.根性ホルモ〉

＇， ~1土地盤樋蕗~ii議勉極極極畳：；三；i

" 
園大ど板性ホJI,モ〉

21 

11時30卦N15時
17時NO時

日曜日

国大と狼2陛ホルモシ ー『食Jを還してつながりあえる店一

・温説幽U雇担圃圃圃圃圃凶越国語極超国圃圃’

l三割
EL－ョ， 凶ぷ：：上

判 C坊洲町川町山富山ー川崎＂＂＂＇山山山

固とI根1院キ'Yチシ ーいずみ野の恵みを満喫できる店ー

改革議長嶺~盛j 鑑盈i蝉亙記長：っ
か宮醤磁還露晶、諸慢廼曙窓辺冨堕置 に耳石二戸五戸工一寸

22 



；；；丞丞注生極通樋~j損蟻戯画劃 l
Eと守毘l住キ、yチシ ーいずみ野の恵みを満喫で音る店ー

・ど根性キツチシ ーいずみ野の恵みを満喫できる店ー

C三画面通語昼過重騒騒魁輔さ）
幅Lムロ

E横浜市との協定。

IIKl 臼 ilり税申事3'.J:i•Hitlai凶開厄，，説盛岡山.島蜘供主長期郎伝・ーーーーーーー

・繊i賀野菜醤シリーズ

E通園国臣霊

園E霊園陸翠璽塾露

・横浜リユースフ1コSiI？ト
リユースびんを使用した
ゆずけイダーと小松束三Fユー;z,.,ミー

を今年2月に開発・ 思索
8/31の豊百喜岡田にお！11露目 1

された「帝じそジュースjは、 目
店内周回開発した．

、（.，.. ・』‘・白血・・ 2・且・
：：ιu::u 

画情酬梼掛轍鱒蟻通量

lj持mi：精・iii（：！締法1::ll:，：事
t~~：.目：....~：・”

τ：：.：品＼；·：：.~！；：｛；／江：；，.，.－：：；円：~：・”・削れ

fi1！曾！と；函
CO!l\'n9ht~1,a10同組問山一九州剛山町叫 lOL0/8/l

E最後に

地域に必要とされる企業を目指して

回と級官平~チシ ーいずみ野の恵みを満喫でき吾店ー

と通量盛議室欝議遜霊園鐙睡議議極三3
..τゐ掴圃 「ー一一一

" 
圃書籍「横浜の食卓

－制日出回!1［~哩E詞，，：.：，.巨担温四頃益還担率担当嗣酔a圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・

横

聞一
…繍川北者

興
策

審
写
総

28 

圃第24回積浜環境活動寅企業の郡大賞受賞

・地協で織々な環境活動在積極的1.:
行っている個人・団体在衷影する制度．

際社の臼悶白地産地消活動と環境1.:
対する取り組みの成果宣明め呂れた．

" 

平成四年6月1148車彰式
横揺市車公舎にて平原敏英副市毘と

向山醐同比岬h ヒー山山畑山山棚

ヒ、

24 



もったいない！か5”おいしい！”へ

柴の青みかんを活用した
地産地消ピラネス

＋横浜リユースびん

アマンダリーナ合同会社
奥井奈都美

青みかんとの出会い

2014年の夏、青みかんの摘果を体験

［？？司現
とってち酸っぱい！

そして、爽やかで美味しい！

なぜ、摘果するの？

隔年結果を防ぐ

今豊監
一つ一つの実にちょうど良い
養分を行き渡らせ否

どが捨て5れていた！

l 
あまくておいしい～

冬のみかん 福島も

青みかんを使った商品開発

野菜がモリモI）食べれるドレッシシグで

I）諮問轟
主民謹L食品ロスの削減即投

25 

自己紹介
奥井奈都美 (j 

アマシダリーナ合同会社代表社員

ラテシ料理研究家、野菜νムυエプロ

横浜市認定はまz、うどコシシェルジユ
融離

2014年夏に青みかんと出会い、その美味しさに惚れ込む・ 0
ちったいないl；か6＇’おいしい l”へ
「横浜産青みかん商品化プ白ヲヱクト」を発足．

様浜市の地産地消ピヲネスとして採択を受け否．

アマシダリーナとしてブランド化

青みかんて、なに？？

t 忍彊闘温チi'Iみかんの若い果実

圏 l
摘果（てきか）出？

夏の若いみかんの時に間引きをする

菜っぱ20枚につき1個の果実＝約2割ち！

青みかんを使った商品開発

もったいない、か5おいしい！へ

横浜産青みかん商晶化コ。ロラエクト

横浜の青みかんを活用した農産加工品を作ろう！

横浜で、

みかん？？幽
紫雲，－ttイドファーム
小山しゅういちさん

との出会い

アマシダリーナの活動開始

2.015年～

収穫した柴の青みかんで商品開発を始める。

マーケデイシグ、試作、試食会を経て、

横浜あおみかんドレνシシグ
が誕生！

2日 産地柴の農業祭で初の一般販売。徐々に販路拡大。



青みかんの産地と生産者

横浜市金沢区の
柴シーサイド
ファーム

ムヒ；
！？で

幕末から続く柴
漁港を見下ろす
高台にある

みかん農家さんは
半農半漁の醤み 盟醸" 
金沢の海によがった
アマモ（海漂）を肥

柴の青みかんの取り組み

摘果2年目。 2016年8月

14件のみかん農家さんが参加
摘果にはボラシティア30名が
参加してくれた

1134kgを収穫

2トシトラνク
搾汁施設へ→日 27 

柴の青みかんの取り組みー

摘果1年目。 2015年8月

1件の農家さんから始まる。 rじ
一%プ－

F
一
け

V

一A
郡
一
品
一
九
一
A

←小山さん
とご家族

185kgを収穫Z用
柴の青みかんの取り組み

摘果3年目。 2017年8月

摘果のボラシティア30名が参加
じてくれた
地元のホテルのシヱフも協力
ごの年は裏なりだったため900kg

柴の青みかんの取り組み

摘果4年目。 2018年8月
摘果ボラシティア40名以上が参加

横浜市農業振興課や、テレビ神奈川の取材ち。

天候に恵まれたとの年は表なり．

柴の農家さん10件以上が参加して、総量1458kg

時慧額控~ti,. ;g).c. ・, ・ 1)r i:-.-：；乙：＞！J 
シ心迂ヱコ：ど墜と工l

：；：：：寸

アマシダリーナの商品紹介～1

横浜あおみかんドレツシシグ

曹 (2015年春～）

踏
横浜産青みかんの果汁を
半分近く使ったドレッシング

青みかんの産地金沢ブラシド商品

神奈川県の
なでしこブラシド2017認定商品

これまでの活動と事業の拡大

2016年以降～
生産量を増やすためオーケーフーズとOEM業務提携
設備の整った加工場で月に360本を製造 厩思窓翠覇

市内5店舗～に販路拡大 混審§髄

2016年から小田原市早J11からも青みかんの提供を

受け否。 一ーーー
原材料の増加により、新たな商昂展開へ。 事通璽理盟

畑盟歯車

アマシダリーナの商品紹介～2

西湘あおみかんドレッシンク‘
あおみかんのしずく（100%ストレート果汁）
みかんのしずく（果汁100%ジユース）
あおみかんポシ酢ド：レッシシグ

28. 



横浜リユースぴんとの出会い

2017年8月30日
地産地消のイペシトで横浜＇）ユースびんプロジェク
トど出会う。

々,.p.¥UlUst骨b

F ハ....1'% ££  絹‘

；リユースぴん： X 句マシタリ→ナ
" I .o ’－ u,o,d。fell印刷出問。＂＇。， "" ,o,de. 

＼よ二／
共同企画両晶の開発

横浜市内で消費・循環

2017年12月環境絵白記展を皮切りに

;a路島i戸、一園町一？
II周囲II,,_,.,. 

描画面
みかんのしずく、続いて

あおみかんのしずく
を販売開始。

現在、横浜市内を中心に、
約io店舗であおみかんのしずく、
みかんのしずくが飲める。

あおみかんが生んだ相乗効果

これまで捨てられていたあおみかんに新たな価値

アマンダリーナの事業の発展

リユースびんの普及によるC02削i劇こ貢献

圃醐圃 摘果をすることによって 圃園田包
囲閤秋のみかんが美味しくなった白田園

a・・・・圃僻切

生産者とのWi『トWinの関係画
街－
~Frマンタリーナ
Ucav d。fellzcon Ho nandarino verde. 

11 a '" a 川」 a,; n a＝アマシダリーナ

ーハマ由青bかん T幸ごせt;,・生活'if-

ご静聴誠にありがとうございました

29 

30 

あおみかんのしずくの誕生

外＝REUSE
繰り返し使うびん

申身＝REBIRTH
捨て8れていた青みかんが
生まれ変わった地産地消の飲料

リユースびんの定着に向けて
アマシダリーナができること

－今後の展望

日白き」口喧
ノ Il 、守鵠：；；両言

巨己 （横浜リユ一

宵みかんの価値を也つと富めたい！
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SD Gsの世界的な動向
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環境配慮型行動で創る SDGs未来都市
2019年2月21日、藤野
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持続可能な開発のための 2030アジェンダ

前文

このアジェンダ｛士、人間、地球及び~－栄のための行動計雨である．これはまた、より大

きな自曲における普辺的な平右1の強化lie官防止するものでもある，我々は、極端な貧闘を古

む、あらゆる1例苗と{Jtl而の貧困を健滅することが最大田地球胤艇の官民組であり、持続可能

な闘i路のぼとめの不可欠な，~'ll!糸付であると:!Ii設する．

T阿国＂＂＂＇＂•.....、mid'"' 1030 Ao<nd, '" 
s,uoloobk D"・<fopmonr 

fl,, lit11t1'11/ ,'su,.,Mr 

,.,,,. .. "" foll”，.；，， '"" •• •~••rn• o( ''" i;,,;"' N，.；師、側岡山E'"・'"' 

吋＂＇1'1111＞‘＇＇＇＇＇＇＂＂ ＂＇＂町、＂＇＇図岨＂•＂••

70/1. 

・，，守＇＂＇＂＂＇＇＂•.凶1· world: thl' 2030λ.， ..組ro1Sust11lnnblc 
llmlopm'"t 

' http://www.mofa go.jp/mofaj/gaiko/oda/flles/0凹101402.pdf（全ヨ6ページ）

，刊凋mbk
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https://sustainabledevelopment.un org/po立2015/t目 nsformlngou問。rid



プロセスの妙：ポスト2015年開発ア:9工〉ダの主要課題へ

：欝おf：：~

2030アジエンダの概要
2030アジェンダの構成

ユ品丘玄
・謹一人取り獲さないことを笹ラ SDGsは2030アジエンダの一部！

旦ー且法草萱
・包括的で人間中心田ゴールとターゲツトを決定， 2030年までに完全に実施〈お
．先進国にも途上国にも等し〈適用される菅逼的なゴールとターゲツト（5)

・小娘棋の企業カら多国籍企業、協同組合、市民社会組織や謹善団体等多岐にわたる民間
部門が析アジヱンヲ由実簡における役割を有することを認知（41)

合 措持盲7僻な聞暑宵担＜＜：nr::,;)

4 草拍車E (M(H M回目。flmnlPmPn柏市前

・政府、市民社会、民間セヲタ一、国連機関等‘全てのアクターが利用可能な貰源を活用
し、グローパル・パートナ」シッブの下でゴルとターゲツトの実施にあたる臼的

・5号岨者由権利や環境‘保健基準を遵守しつつ、ダイナミツクカつ十分に縫能する民間部
門田活動を促進（67)

5 つォローアヴプ・ 1,f'1ー仔UR】

• FUR田原則｛主、自主的、国主導、包摂的で透明、人間中心．既存由仕組みを活用σ4)
．国・地方レベルで、進f多国定期的で包摂的なレビュ一行うことを推奨(79)

・ゲローパルな定期的レビューは‘国連経済社会理事会由主伎の下、ハイレベ持政治
フォーラム（HLPF）で実施伺4)

制附即日開

国連ハイレベル政治フォーラム（HLPF)

• 2030アジェンダ及びSDGsのフォローアップとレビューの中心的なプ
ラットフォーム

・経済社会理事会（ECOSOC）の下で、毎年開催｛大臣会合を含む）
・国連総会の下で‘首脳会合を4年に一度開催｛次回lま2019年）
・期間中に、子ーマzrJ会合（テーマに関するレピュー）、分野別会合（ゴール
z,1のレビュー）、地域レビュ一、自発的国家レビュー（VNR）、一般演説な
どを実抱

• SDGsの達成に向けた進捗状況と樟害を明確化
・政治的なリーダーシッブと提言の提供や、経験と教訓の共有により、
SDGsの達成を支援

・産業界、市民社会、アカデミア等の多様なス子ークホルダーが多加し、
多〈のそナイドイベントも開催

・最終日には悶僚宣言が採択 幽主蓮院言語肱奇副嵯孟雪魁a・画面車
E彊臨摺臥Jr.!11虫J11,,!;;1111¥謂

・当面のテーマ． ・...臨謡昌也溢温・由圃－ヨ圃・尚．

• 2016年．誰一人取り残さないことを確かにする
• 2017年：変わり行〈世界における貧困の撲滅と繁栄の促進
• 2018年：持続可能で強靭な社会に向けた変革
• 2019年：人々の地位向上と、包摂性と衡平性の確保

< 
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日本政府サイドイペシト
ア月17日

企業の関わりについて

?: ~！；司
「入閣の顔をしたグローjUL,市場をJ

by元国連事務総長コフィ・アナ〉氏

題

「貧困や気候変動から逃りをれるビジネスは無く、 SDGsの
達成は全てのビジネスの恩恵につながるJ

byユニリー／（CEO、PaulPolman氏

都市版
SD Gs 
レポート 語圏聞園田・圃圃ニ芯

富山市 下川町

世界初の都市版SDGsレポートを発表
～『国連八イレペル政治フォーラム2018Jにて

国内3自治体のSDGs先進事例を発信～

公益財団活人地塩崎t昆拠喝初出倶珂（IGES）は‘米凶・ニューヨークで開催されている向者続句協拡閲晃広関す

る八イレベル滋治コnーラL.2018(HLPf2018‘会期.7/l9-18日｝』にて.J.ltJ由袴凶7/l168/C世界初となQ

1"市liSDG,Lλポート『筒続可隠ア晶司宛自製白ロG,Jレポート21l18J宅究軍じまじた．

＊レ；！｛－ト.. IGESι 日本政府か告 rsoc，楽家副市jIC滋lまれた≫N例市．富山市、樹海軍司l同の3自治体が

それぞれ也舗で作虚しました．国翠がヨEめ，.国家主測の自発的閉店告 fVo'""" ＂＂陥 ,o[RoriowJの刀イドライ〉

に治った＇＇＂＂＇で．各郡市の匡史や処I皐，~憶をmまえtJh'6SOGsを政祭のピヲョェ，や計画に取り払むことで‘

SDGsの実胞を加盟じて日る実闘を紹介して;JSり．国内タ？の自治体のI>考例とはるごとが期待吉れ℃います．

ま丘、北福＂浩 jl;t,.jfj市＂＂・ ＂＂塩崎町＂＂＇自に悶依され Zと何回F2018でのスペラャJレfペシト 11"市・1皇居首

長フZ唯一ラ.bJ1；：皇居され．市の取り紹みやネレポートにつ削て紹介されまじた．

h抗ps//www.iges or.jp/jp/sdgs/report.html 

日本経団連の企業行動憲章の改定

経団連でl主、革新技術を最大限活用し、人々の暮らしゃ社会全体を最適化した
未来社会『Socie旬5.0」の実現を目指す．

・Society5 0の実現を通じたSDGsの達成を柱として、企業行動憲章を改定。

企3医行勘董’R由主な日文宣ポイシトとm彊するSOGs田自揮由倒

－互」~~~~－：；空－言き亙~＇長.Yi互示：： i 
イノペ一シヨンを発舞して、 2脅匝可柚な径5育成是と往会的 1幽伊．
限aの員a主たを自ることを厳たに渇加（ll!H忌｝ I m;r置

｜店の阻を枇I：幽仰条】 ｜園

｜働き

｜州化視健化する聞に対する蹴管…惜叩｜園

自社グループ企業に加え．サプライチxーンにも行動交寧 l圃11!1・
を促す｛箪／Ol日 l・＂＇泊・

そのほ命、実行<1)平引をにおもて.SDG Sの混成に棄するアタシヨシープラ

とE!!'!主主主土主主旦



GPIF （年金積立金管理運用独立行政法人）
によるESG指数の選定

・・・R霜1ヨ・・・ 町竺与~ ．薗醒種司圃圃
.-•••••• 私ニニL掴

盟些奪 手間；；；；；会〉土
::PRII撚告つにき霊登詳盤単

刷， M 明 白叩 向田 町…II園回盟国園困
蜘嘉誠2躍脚網干II圏回園周闘園
鵬 払嚇宮崎明 II図盟聞置闘重量
r棚 田＇叩..

“SDGSIC賛同する企業が17の攻自のうち自社にふさわしいものを事業活動として取り込むことで、企業
と社会の f共通価値の創造j (csv,cr回 ti珂 SharedVal＂＇）が生まれます．その取り組みによって企
業笛曲が符続的に向上すれば.6PIFにとっては長潮的な並資リターンの並大につながります・ ~IFに
よる日6控貨と、銀資先企業のSCGsへの取り組みは、表裏一体の固揮にあるといえるでしょっ．一…tM:lfaU*:J-....attft~ 

企業がSDGsに取り組むメリット
～SDGs CompassよLJ～

1. 将来のビジネスチャンスの見極め

省エネ、再エ牛、蓄エネ、環纏配慮型建物、持続可能な輸送、ICT技術を活用
した製品・サービス、貧困層の生活改善につながる製品・サービスなど

2. 企業の持続性に関わる価値の増強

宣車争力向上、イノベーションの促進、若心人材確保、労働意欲向上、消費者
の購買における判断材料など

3. 利害関係者との関係の強化、新たな政策展開との同調

操業についての理解、法整備により発生しうるコスト（外部不経済の内部化
等）や制約への対応力など

4. 社会主市場の安定化

貧困層救涜やジエンダー格差解滑による市場拡大、天然資源の持続的確保、
テロや環境破壊などにより発生しラるコストやリスウの削減など

5. 共通語および共有される目的の活用

政府、市民社会団体、他の企業等との連携強化

企業がSDGsに取り組むべき理由

• SDGsの取組みをアピールすることで、企業イメーヲの向上、優秀な人材の確
保につながる．

・地域課題の解決に貢献することで、経営リスクの回避、地域でのイ言類獲得に
つながる。

• SDGsカビジネスの世界で「共遜言語Jになりつつある。個別の企業において右
耳孔組が広がってきている．

・投資の条件として、収益だけではなく、 SDGs（；：：取り組んでいるかどうかも見ら
れる時代になりつつある．

・特に、世界を相手に事業を展開する大企業では、バリューチ工シ全体の見
直しを始めており、関連する中小企業のす方イヤーにも影響が広がる可能性。

• SDGs1.>'6国際社会のニーズを読み解くこと;l.)t可能であり、ビヲネス針ウスや
華llrたなJf－トナ－：，，~ブ！とつながる。

・長期的な視点で社会のごーズを重視した経営と事業展開は成長するケース
が多い．

GCNJ/IGESによるSDGs日本企業調査レポート2017年度版

「未来につなげるSDGsとビ、ジネス ～日本における企業の

取組み現場から～j

く目次〉

はじめに

調査の概要

企業と関連するSDGsの国肉外の動向

経年比較から見えるSDGsの取組み状況の変化

SD Gsの本業化Iー組織

SD Gsの本業化Eー企業活動

おわりに

付録企業によるSDGs取組み事例集（25社）

※GCNJウェフサイトにj;j:、fGCNJJIGESインヲピ斗ーシリーズ SDGsがつなげる
企業の未来」が掲載 h出 /lunedno阻んdes/acchive/iode,html 



SD Gsの本業化 II－企業活動

＠中核的事業（ピヲネス機会の獲得・拡大）

⑨中核的事業（経蛍りスク対応）

⑩社会貢献性の強い事業／事業に関係する社会貢献

⑪市場環境の箆備

SD Gsの本業化 I－組織

Philosophy①盆諜理念.l::':Jョシ

Leadership②経嘗ト？ブの認識とコミYトメシト

Strategy ③中長期の経営計画および目標設定

Structure @CSR部門、経営居が関与する委員会

・System ⑤社会課題解決を促すための仕組み ＠報酬l制度
People ⑦中間管理駁・事業部門の認識

社会課題の解決に貢献じていく
『企業活動』の側面
本業化の目指す所l土、中核的
事業を通じた白血への貢献
同時に、社会貢献性の強い事
業や市場環境の整備などと合
わせて取り組むことも重要

ーマイクロ区験”

－企録活動によリ生t•
R風負荷低業

ヲプライヤーの人篭＂

υスク 1健闘細管

対応 . 

・＂伺メカの E主将保
全着賞寄

一一ー一一一一一一」一一一一一一一弦念賞滋包の3品、寧，E
，，...＂＂＂＇＂る径会員以

経営組織の中にサステナビリティとSDGsを
根付かせていく「組織Jの側面
6つの要索に複合的に取組むことで、企業
内部l::SOGsを根付かせていくことができると
考えられる

市甥環視の盟繍

＠中核的事業（ビヲネス機会の獲得・
拡大）

主主d回Lニ
垣ミ金lQ2圏塗
・ 超高齢他省会訟盟主る日本での介蜜

スヲ刀不足¥'>1r震業務の負荷を主要
課題と捉え

社員自Sが現場に立方会い、介護業務
。且状把握のためデー世を収集、課題
在特定
スモオJょι在活用しローヴフローを翠湾、
介護ス.＇J~Jの運動量・業務時閣の大
幅翻続実現

業務の効率化、廿ーピスの向上、入居
者へのケア品質の向上を告たらす

SD Gsの本業化 Eー企業活動

ill型霊三~－

SD Gsの本業化ト組織
①企業理念・ビジョン（＋③中長期の経営計画および目標設定）

ネヌレー存存者鑓(J)日目文化と、 3つの喜期日揮の策'iF

・創業150年の節巨に、社会への存在意義在明文住仏共泡価値の創造の注力分野
やSDGsと白関連するかを監理

・さ告にSDGsの達成支援となる203.0年までの3つの長期目槙土、 2020年までの42の
コミyトメ〉トを策定
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SDGsの本業化 Eー企業活動

⑪市場環境の整備 （＋＠中核的事業（ビヲネス機会の猿得・拡大））

監圭乙ニ」
・新興国で、省工中性能在適切に評価穿るための指標やラベ）心の導入、次世代冷媒

R32在普及する

・各国政府、

・オゾ〉層保護・地球温暖化抑制ハの貢献と、コア事業て・あるrI'コ〉の普及を両立

主要メッセージ

〆このような活動かコストではなく投資と見なされるためには、中長期の
計画や戦略の中にSDGsの要素が組み込まれていることが必要。

J企業理念は会社の存在意義であり特に重要。
これを頂点とする計画体系の中国DGs1li慌 Fついてし1くと、社会の
中での役割が明確になり、社員の仕事への強いコミ、yトメシ卜ち生ま
れてくる。

J経営トップのリーダーシップと発信、社内外での対話の積み重ね、
パートナーシツプの構築i土、 SDGsの本業化を進める鍵。

:i,割土には、最初はできることか8着手しつつも、将来的には「車鵬jと
「企業活動Jの両面で戦略的！こ耳E組みが進めちれることを期待。

主要メッセージ

J企業は、 SDGsを通じて見えてくる社会課題や経嘗リスクをピヲネス
の機会として捉え、既存事業の強化・拡大、新しい事業への展開
を目指すととが可能。
（特！こIo丁、AI、ビvグデータなどは大きな可能性）

〆それを樹甲しする方策として、組織／個人を対象とする、社会課
題解決を促切とめの仕組み（表彰、報酬、評価制度など）を社
内で整備し、取組みにイシセシティブ、を与えていくことが有効。これは、
中間管理職の認識向上にち有効。

J企業は市場環境を整備するための取組みゃ、社会貢献性の強い
事業を通じ、新た浴ピヲネス機会を獲得すること力可能。中核的
事業と合わせて取り組まれるべき。

SD Gsにおける中小企業の重要性

2030アヲエシ夕、SDGsの中で中小企業の役割が認識古れ、設立や成長が奨

励されτい吾．

2030ア：i？工〉ダ 41段落百
我々は‘坐湿護金金:l.b'S多国籍企業、共同組合、市民社会＊IU龍や慈善団体等多
岐にわたる民間部門1掬Tアヲ工〉タの実施における役割在有することを認知する．

SDGS （鋤若jf~＼・経済成長） －？ーゲV卜8.3
生産活動市適切な雇用創出、起量産、創造性及びイノパ一三，ョbを支援する閲発霊視型の
政策在促5呈するとと自に、金融甘ーピスへのYIJセス改善などを通じて申小企業の設立：－＼＂：＞虚

塁童塁盈する．

・多〈の中小企業は地域密着型．経富者や従業員缶、地域由中で仕事出主活を嘗んでいるこ
とが多〈、地域m課題、ニーズに蚊感．

眠中小企業の活性佑4也結社会の活性化．地域社会由課題＝中小企業の課題．

. 日本企業の99唱もは中小企業．中小企業で働く人目割合は約70%,
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SD Gsを企業報告に統合するための実接ガイ
ド（8本語翻訳版｝
2019-01～序文より～
いまこそ、サス干ナピリティ報告を次のレベル
に引き上げる時です.soGsl主、企業の透明
性と説明責任を促進します.SDGsを企業報告
に統合するためのこの実践的なガイドによっ
て、私たちは、あらゆる国のすべての企業が
世界で最も緊急の問題に取り組むことを支援
したいと考えています．本ガイドl土、SDGs（：：対
する活動やプログラムを単にマッピングするだ
けの現在の傾向を超えて、企業が変化を起こ
す方向に向かうことを後押しするでしょう．
本ガイドの内容は、ビジネスと人権に関する
国連指導原見、国連グローパJレ・コンパウトの
1日原則、G同｛グローパル・レポー干ィングイ
ニシアチブ）の報告枠組みに沿っています。本
ガイFは、企業が関連するSDG；のうFーゲット
を特定し、優先順位をつけ、行動を起こし、進
捗状況を報告することを支援するために、「原
Jiil(：：沿った優先順位付lすjのプロセスを概説
しています．
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ための取組 l 岨3千万円／肺王宮古百百若宮~；丘三辻旦盟畳
一一・…｜一一 一 向往日蜘三闘の齢的 E 一一山I m組による盆昼勉Iの’M幽 I 畳－豊重量等
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GRIと国連グローパル・コンパウトの発行物
をJGESがGCNJと協力して嗣訳
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~J 
凶aヨド【ま＂＂で活 1Jのある，!I<－λ胞匂売戸なUI計＂，尊重するがめー人ひとりの俣混主権力強化広震直を当てた Ll.単箆玄
.，僅臨 1の現金·＝~づ告伸身限の＇＂＇づと吋，；.rJ..づイ叫『佐官省してい〈．

・『SDG＆アクションヲラ；＂2019』で＇＂・ ！恨のS本柱を中績とする白羽院のrsoG，モデJ,J[こ；！／；づき．『SDG，実路指針』にお時る8つ
の優先分野に総力を祭げて思り組むため， 2019年こおけるよ；＜）具体化ー位3たされた政府の取舗を盛り込んだ．

年のS怨主主:,JcIlQ旦Z盈旦盟豆旦宜姐Jl怯 !<!t"I.：：：由時T m悶限唯余の優先課E申日本のE滋・l象品，＠圏内
主要時語草苔富韮つな以下初分野におLて国挫盟且去の珂回二おいてSDG，.時速．

I SOGsと連副する If D, SOG園を原動カとした 11 相 ・sm,;m釘M奇弁 ・.a:,,｜… .. ，，、叫ビおE幅 so白 m旨銅碕作 l一 ,r一～，“一一一
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タ7ォース冷のa言を諸まえ．金集＂＇民健 lI II ” 匙 A 川

をu.. ｜｜判明刊師事吾郎『叫陸自由－11 信設恕ヰ同拙甜のための

川崎配品店舗HJ自民法11＂＂＇＂＇出水闘の幽・ II方進司つL
よ副＝制1ト忍qロ巴·＂＇＇口m亨＂• I l冶劃：）l'l!I-a:札鍾盲目悼の繊. ii盆E盆隼盆塁主担晶皇銀

I 世間；，，ιe,a•,<sTil",llil ！日詰ま空血剛主主礎化の魁.Iド日器.. ~＂＇：！宵から割削ま鳴らii b ，ムョE ,C、ミ士宮 E II ，る段酎三おいてt区a蓬但盆主1＜袋
、統合イノペーション雄略鍵進会緩下の II》皿金串＂＇包 22.＜渇しI連絡出強化.11 W 込町

E叩 farSOC$！；！＇ス押オ「町、，.担=Eil》~乏＝盈選Ji若宮台符艮可 II .土：－・・ -
マザ＇＂乎のがめ mr盆玄緒併を箆1'.li'鮭崎市手辺境の檎払 ｜｜〉企問団同基金合やTICAD7を選じ日本

『間加山弓九同←，..聞い五五五五iの蝉． II ￥.常笠1と1壬
よげも掌悔． 1卜・－『－－－晶晶守e II ~；ハと士

｜〉盟己山20間会合拠。図II＇富士宮： t＇＂＂札地血 IL謹盟主
際社会にお向指祖師t II ＇埋＇~＂買球．一

1＞宜主主ヱ亙主主笠の推進

> a，本のSDGョモデJCを：，，：陶アジア・アフリカを霊点組織としつつ．回目医往会こ展開LてL、〈．

〉毘際曲な指榎等に~づいて．これまで面取組をレゼューじ. 2019年後半！こ『SDGs実施指針1をaJ<n,;

SDGs （：：関心を持ち、｛何か取組を始
めてみようと考えている、職員数や
活動の範囲が中小規模の企業・事
業者を主な対象

資料編でI主、SDGsに取り組むにあ
たり、活用しやすいツールや参考情
報、取組事例などをまとめている

民間企業がSDGsを取り入れる際
に経営者から担当者までの幅広い
関係者が使いやすいように整理し
た構成

ガイドと資料績に企業事例（別紙）

環境省「持続可能な開発目標（SDGs）活用ガイドJ
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フロントランナー都市プログラム

｛加す日）

断プbグラムの復’，，
e富市防活＂牽絡阪可能＝開 5訟の先めの・2030年70
訪問軒。剖1fe緒録的棚田acs回世
建舎さtt.ASEANl!~;iシ200。 11·匂耐ずる包括的で
持続めな倒見の実E還を目指t..2018年:illD'ら閲
拾.AS臥 N帥図的＂問担粛を，..，，座間中

地域循環共生圏
SDGsの考えを取り込んだ第5次環境基本計画の策定

a炉、HIGH-LEVELPOLITICAL FORUM 

弘~$ ON SUSTAINABLE DEVELOPMENT 耳目llf]1'1胡註 設が国が泡える鼠嵐 国際的な潮塊

‘窃 害者援訟＂也記定崩
二，＇＂ 131嶋，＿ GOALSヨ＝・圃・・：－.；＿：

d司畠’ •.:7iE;:::J:，叩~，：
,. .. ：＿~~・岨の 措〈省却時織

鵬首開問J巳 UtラダイhシフH

地域循環共生園。8!0＂がその沼健を笠かし疋強みを 3宝庫
ー忠誠列車＂＇活か＜，.自立.，，...，の U盆を＂＇腐
-J$1＜•の：6桧i.::ev·て補完L,. 支え台？

【日程］ 2019年7月9～18日

［レビューを受けるゴーJレ】
SDG4 質の高い教育をみんなに

SDG8 働きがいも経済成長も

SDG10 人や国の不平等をなくそう

SDG13 気候変動に具体的な対策を

SDG16 平和と公正をすべての人に

SOG17 パー卜・ナーシップで目標を達成しよう
【自主的国家レビュー】 42カ国が実施予定

・表M胃IF抱えis•1t·且11f・社会の疎.，主砲互に運m・複則包

・5OGs,i印凶，...関代＠忠良点と省ωえlSlll蝿勾細見

E胃霜li!病問開探野明相~圃・・

回園園園園園• SDGslO考え1.i6活用仏環境晶穂役会の統合的向上を
調体化

・l>>A政即日る腿罰栓会5システム．ライフス.. イ1,I実術，，ど
あらゆる眼点か告のイノペー.，，創出札品費・社会的縁組の
同時解決に思D劇目。
将採に1)たコτ鑓のE品、＂活＇＂えら.. ，，，た＂＂畏 Jにつ，，げていく

. ＂＇嵯貨車電縛旋弓闘な耳援で活用

各組ほM自立分凪＂＇の社会を，.，.し．池峰＇＂＇帯電補完し
支え合う＇＂＂まぬ・忍災隼園 jの)1;fiU!JBす

・舗広いM係省とのパートナーシヲYを売買強化



持続可能な開発目標（SDG s) 

...伺•1,1.. -.0•1:11,•刷・1旧制剛白川．，，．．．

・横浜市では、環境を車自に、経済や文化芸術による新たな価
値・賑わいを創出し続けQ都市の実現に向け、 SDGs 
未来都市計画を策定し、国から認定されました。

・2015年9月の国連サミy トで「持続可能な開発目標J
を中核とした「持続可能な開発のための2030アヲEシ
タJが関尺され、世界的に国・地域などの各規模でア
ラエン夕、実施のための行動、行動のフォローアップ・
レビューに関す否動きが活発化しています。
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ヨコハマ SDG sデザインセンター
のご紹介

信時正人ヨコハマSDG sデザインセン告一長

シ，－

”連携”によ否横浜型『大都市モデル」創出事業濠境モデル都市・環境未来都市か6SDGs未来都市ヘ

・国は地方公共団体によるSDGsの達成に向げた取組みを
公募し、 2018年6月、全国29の都市・地域が選定され
ました

…盟…
t出掬｝内芭膚奥羽Uどを俗＂＇巴 .'.I:!Y.，ス’B市研究掃が作.. 

パートナーシツプ
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謹壁笠鐙主~ SDG未来都市ー堕丞 ・
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環境・社会貝経済課題の同時解決モデル

• SDG s未来都市の実現に向けた取組の一つが、ヨコ）＼

マSDG sデザイシセンターであり、環境・社会・経済
の同時解決の実現を目指します。

ー－市出宵，＂彊畳居、互協唱・ー－

I I 

解決腐の企画立京
担b牢＠募集晃鑑育成
実証実股符の凶力・支!I

y9，→時間決開銀窓



太陽住建の取組みについて
自己紹介 建一畑
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・1985年（ 3 4歳）

・横浜生まれ横浜育ち

・中学卒業後、外構工事会社に就職

・24歳の時に独立し「（槻太陽住建」を設立

・NPO団体gr巴enbird横浜南チームリーダー

（横浜市では初！）

・認定NPO法人市民セクターよこはま理事

・4人の子供のパパでもある

会社概要 s叫笠詮註室豊皇室
..... 、·~＇＇＇＂＂＇＇＂
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UDCIでの開催イベント

Living Lab Family 

務桂式会社元L問書

務掠式会社え阜時

一LivingLab 

Family嘉吉E

Living Lab Family 

空き家を活用園園園園謀長相会社堵惇
磯子区中原にある空き家を、コミュ＝ティスペース及びコワーキツ

グ・スペースへとリノペーシヨジレて活用．共有スペースは、みゐな
でアイディアを也レ合む，、地慢の方珂や入居する方均が自燃と世間話 a圃圃圃圃邑

ができるようZ自由慢の掲づくりを目指します． a・・・・・‘

" 2ワ“キングースペース
【大，，会計4ま》

’F 
コミュヱティスペース
【キvテ・；.，.0::0)同.切



「ルートJ、ウス』プロジェクト 建一回
主一刷
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需 人の見える化 縁関社噌~き

騨盟議璽翻璽司
「ルートハウス／RootHouse」とは

「家を根付かせる」という意。

地械に愛され、コミュニティが生まれる場所として存続す
るには信頼が必要となり、その信積I孟長期的活動により得
ることができるものであると宥えます。
当プロジェクトでは、空き家を活用し、
ひとつひとつの活動を通しながら

「拙慢に板付いていく場所I

となるよう、願いを込めています。

人の見える化
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＝rv 入の見える化 毒装闘べモ鰭

－敏浜市内全区に
各1拠点開設予定．

E登録者の提供可能
サピス等を表示。
．災害時には地域の
防災拠点として活用．

7'7,1／イメージ
＼ ”空き家が人をつなぐ”
＼、 “空き家で人がつながる”

t 剖〈ム 事業の新規開拓、共同事業、

－地域交涜、防災拠点”

I !!IA.亙亙挫J15:00 
l - If 境さん
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地震への備え 番多刷会キ土噌幣

最寄りの町内会館が倒壊

本来、地域の避難者を収容するべき町内会館が倒壊。

高齢者が炎天下の中テントで生活。

中区空きアパートの現在の様子
蝿冨F喧盟冨璽哩＂＂＇耳軍 Ii'§唱且出輔副四回国四回醐

中区空音アパート詳細
・築58年 ・4部屋

行政、社会福社協議会、地域ケアプラザ、
横浜国立大学生と活用に向け、打ち合わせ中．

警告賦会合士鳴鴇

~聖書＝

今後の展開 番多閥会社宅果守票

空き家ーラ地域の避難場所

Living lab Family 園園 議舎棋鵡社諸課鰐
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横浜立日枝小学校との取り組み園園券臨時貯空

6年ヨ組取り組み課題

総合的な学習の時間

『DreamJobsJ 

番多相違社相手堅

横浜立日枝小学校との取り組み 議脳会社常常

横浜立日枝小学校との取り組み 務臨時阜位里



Z月28日｛木｝開催第8回リビングラボ

I耳18園IJピンゲ弓ポ開催内容I

マ参加者の簡単立自己紹介
マ講演
①盈宜金主旦左よ ー

華客rサ持つル怠車検づ〈り1の線道彦につL>-r"

4案提市立自筏小学校校長住図昌浩氏
②拍事川県立場挺商事島諸説鈴白斑句銀＂＇ーっ Lvr

縛奈川県立横浜筒養直学校校長夜庭幸子氏
③出事＂＇陶けつりースウー ，ucつL>-r"

NPO法人教育支彊協会商聞東
地核教育事案鶴市川婿氏

可千，；；，：}Jッショ〉
南区向で来年2!lに開催予定の
子ども文化畢について習さゐで考えます．

2030年へ エネルギー事業部

券株式会社会常生器

普詩碑宅鳴さ

陣皿屋所432か所叫5kW

＝盟辺生':!l. . 
断浜市太陽光設置目標の内、

官.15%に貢献）

green birdを通した多世代の繋がり

2030年へ

4ニ!h.上且
町p午までに、人々があらゆる場
訴において、符鍵可飽危開発及
び自然k調和したライフスタイ
，レ，，回する情報l::ltllを持つよ
うiこする．

圃玄ニ互之上且
可＃までに．包括的か。得策可
能な..市住を緯迭し．全ての
酒々の移初登．包底的かっ狩続
可飽な人間居住if函管理の像力
主望1立主

－… 三戸手までム女位、手鈴、前働
者及び席得者を含ぬ人命L安
全で包錯鈎かっ＇＂＇＇が容易な録
，.，，，公共＂＇もース，、の普及的ア
クセ2誌を径依する．

巻善向上堵位里

議長盟崎臨書



園券細説明時 企業における地域活動の意義 建一｝佳一山陽一山太一
γ

社一
A
亘一式一株一幾SDG幻7の目標に向けて

f IllでつながるSDGs交流会 l

ご清聴有難うございました
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横浜リユースびんプロラエクト
地域楯揖型.Y...3冒品~kn.Bi達也産：消館組［；；.よる

持続可能な地域循環圏の構築

横浜市資源リサイクル事業協同組合

平成31年2月21日 慎厄
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横浜リユースびんプロジヱク卜では、地産地消が
テーマの飲料を市内の飲食店で提供しています。
消費後のびんは回収・洗浄し、再び中身を充填
するリユースの仕組みを構築、地域経済の活性化や、
循環型社会の実現が目的です。
SDGs12番目のゴール f持続可能な消費と生産の
パターンを確保するjを目指して挑戦しています i

…・υzースぴんルー7 ． 

能曹司平、？：
『 F 司 E l 潤a・l Ii 

I I ，＠’ l明白竺J¥
i 圃 RE，αtLE

；回ー選量包 ； 

｜リユースびんコ。ロラエクトとは ｜ 

Et識語誼割反日Jj;_i:'C,OJ藍蓄苦闘国国：；：ヨa巨－
t:_"i(:¥ 

〈ロフ

圃「リサイクルデザインタウン」とは圃

環境に配慮をする百動lこ誰ちが
気軽に参加できる街

それが私疋ちの目指す
「リサイクルデザイジタウジ」です

；二三綜ζ；三盆電車~蓋函軍軍E手「 白山

句作

露 盤固瓢議

図譜豊島
回朝勝

目子出踏みる園よ品
co初出量の獄蹄

主主主こ：－二 一一一；ユ験問草加川畑剛酒
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｜地摩地消がテーマの飲料とは ｜ r；；瓦〉
＼日ノ｜リユースびんの開発1 ｜ 
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え！とし吉田町店 8スタイルカフヱ伏船）

i面やどり

'"i燦舗

取扱店舗数 1-,J
ぷテクノヲワーホテル

17店 1 4;uユーパ〉カフ工

関内地区を中心！と ；ー：テクノタワーホデJレ
拡大中 j勺カフェ＆マーケットCORE

ー！たのし屋柑系列
i4店舗

；回天

｜地産地消がテーマの飲淵の消費ネ汐トワーク｜

9ワイシの店ムー

10マミーズタミー

11ボトルラ＂＇ブ

お肉とヰノコ山の料理i2 
山屋10レ

13大と:Ill佑旬1rc::,

14大ど担住キツチシ

ー噂続二郁拍車IJ.tl::<0)1..... 1!(阻

~:\ 
~ 

地産地消飲料第1弾I
「あおみかんのしずく」

あおみかんとは、温州みかんの若い
果実のこと。
みかんは、木になっている分のすべて

．が熟すと、小ぶりになり味ち十分に
のらなくな否。
完熟さゼミ5ために実が若いうちに、
摘果＝間引きをお乙なう。 限鴎諺寵）

葉20枚につき実かひとつ租支の／〈ラシス。
そのため、摘果は全体のおよそ2割
おこなわれる。

｜地産地消がテーマの飲料とiヰ ｜ 

ー一・艇二英軍習耳珊扇町田

四冊一一一
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販売開始12月～9月までの合計流通本数2043本伺平均204本｝

・原料生産者・・・今年3tのあおみおかんが商品化
食品残澄廃棄コスト45円／kg
3tで~盟国を削減

・飲料製造者・・・ワシウェイぴんとリユースびんの
使用コストはほぼ同じ

｜コスト削減目繋が否 ｜ t::I:.¥ 
＼，！：！ノlco2の吉l臓にち大きく貢献 ｜ 

リユースびんは潔境にll!l慮した非常に優香な容器です。
1000本のリユースぴんとワツウェイびんのC02排出震を比
べると、どちらが環境に優しいのか 目瞭然！
リサイクルち大切な事には間違いありませんが、より環境

仁配慮レた揚合は『リユース〉リサイクJりなのです。

l,00-0本のびんを2回使用Ih,ooo本のびんを20回使用

色自自 ~iぬ 100% 
・販売者・・・・・ワシウ工イびんの廃棄コスト

20円／旬、 1本あたり約7.4円

却 4珠でーを削減園

－－－~二~~こ二極地間·帥JI'四四

r,;高石五函函正而瓦玩。現当LI 

出；；
出 ι 一一一一

(1.:¥ 
¥,!:!./ 九ノ

｛八一判川］一

／～九、
｜地産地消産地を巡るパスVアー ｜ ｜売上向上の効果 ｜ 

リユースびんの洗ぴん工場や飲料の産地を市民とともにめ
ぐり、消費者市民社会の理解を深める

・関内駅付近
↓ 

・丸隆六甲容器
↓ 

・ど根性キッチシ
↓ 

・柴シーサイドファーム
↓ 

・愛婿酒場えにし吉田町店
意見交換会

8
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横浜市内約100旬TIを1日で巡り、
リユース、地産地消の現場を体感 l

ι・. •m－－－ーE喧哲 輔抱湿り四四掴剛帽

部福田日ふ~~.；~， ；ニー
Zママー一一一ーー書官τ：十一一ーー

戸、三斗一一一一一一 一山
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ひとりの環j克絵日記か5はじまり、
－市内17.店舗カ噴同！

『飲料容器だけでなく、内容物にち
「地域Jを意識し、均出品開盾環モデル

を構築していることは、地域社会の
発展にち寄与する優良事業』と
評価され大貨を受賞．

2月1日林市長と面会し、
グリーシ購入大賞受貨のご報告を
いたしました．

2
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横浜グリーン購入ネットワークとは

ネットワーク会員
｛約60団体｝

横浜グリー〉購入ネットワク

横浜話，－…… 亙＆， J』是是置 酷

義遡
〉セミナーの咽楢
> 大手等での諸君貫al会宣雄Ill
3惨企提PR•の細金貨供
> ネットワークの提供
＞そ剖踊混聞道縄開ょと実Iii

． 
4‘ ） 

ムム

どのようにSDGsの

広報をした5効果的
でしょう力、？

》
且

ーでーーー η ..：－，－.， .--~ .. ..：，自主L一
一一一一一一ー一一( 、

うちの会社でどのよう

にSDGsをすすめたらい

いでレょうか7

一昨一一一墨界一一一一一

SD Gs実装ゼミナールの紹介
相F兵グりー〉病入ネ官トワーーク事務局

－ 2。18年庭事識としておD盃言函雇ヲロジェクトJ を立ち上げ、中小企業が＇50Gsに取り組む悔の手•/II[＇＼＇＞具体的
な進出主Tなと、プロヲェoトZ嘩加者全且で勉強してい〈プラVトコ万一ムとして

rsDGs，推進プロヲヱクトjを描畠す否ことを決定．

横浜 ‘ 蹴脱出G諒iALSY.GPN~~足~~~ng

SDGs実装ゼミナ－）レとは

圃圃E必届凶＝重量量当量臼圃園

SD Gs実装ゼミナ－）レとは

・・皿温品轟轟＝ー““畠邑匙圃園町

4員浜タu－：：，噛λネットワ－'J
SDGs実装琶，：7-Jレ参加者募集について

岱誌協問主主星宿出出

議議γ時訓告
？露語翻務 ~~融

語読箆議謎耳：：：；：昌ぷ沼お官官ぷ混沼沼田

器器器町一以訟忠弘担沼棉！
悦3冒t:"::.t書関経主耳目川町よ官官主＝＝・
官邸搬出珪按園出血臓血叩畑山

間；＼－：，：~w.w.t：：：：品宮部r.;:r~耳目指

報紙窓懇1器盤おお；
目，I間部品諮問山田叫町

器議議装組白

rsoGs実装ゼミナール」とは
〉己目弛強会は鹿宇を聴請するだけco.勉強会ではなく、

SD Gsを経宮戦略に喪遣す吾己とを目的としています．
〉年庭内r.::r自社の社主的使命』を定義す否聞を自標とレま

す．年庄内に f社会的使命』を定轄した金聾にfお OG,l量
進ブ口苦エクト泊、sffil開鍾』を罪行いたします．

〉勉強会では毎回． 『持臨可能な開発目標（SOGs）活用刀
イド（環続省発行） Jをe考書と位置づけ、取組手l聞に
沿って、 『自社で行うため田謀DJを嘗童日置で話し合い解
決策を見出U、次回苦でに宿題として自社で実行をしτい
ただきます．

〉由主f;t、2回目Iま「手踊1・話し合いと考豆沼田其有JIC 
コいて、勉強会目中で、参却者全艮で課題へ申躍虫策在樟
討し‘ 『手順Y：話し合いと零昆方自民有』についてそれ
ぞれの企葺で実行し、その転曜を決回申勉首会で発表しτ
いただ音ます．

＞＜必ずしち、多加者｛孟恒富者｛社長など｝である占彊，玄串り
まぜんが.JI,阻を進出昌ためには、経営者【社長など｝の
理解が必要となります．

「SDGs：推進ブロヲヱクト」 l立、地域四社会的課題解決I.：：向け、 SDGsを自与の本業I.：：取り込
み、巴ヲネスを通じた中小企業のSDGs由実現に向けての取り組みを促進することを目的とす
る. 2 0 18年 8月28日に実施したキックオフミーデイ〉グでは、 fSDGsl白昼プロヲエク

トJを会貝内外に広く発信す吾ために開催した．

-- －－－回重通副

,, tF=-, lし 国 J明

主説明ら宇多’l
B月2呂田のキックオフミーティシグ会場の様子

｜間－－号堕白『亙E

SDGs実装ゼ‘ミナール
開講院副監畠慣書留猶縦書魁棋彰越国圃

包：噌宮器主主目~－.おrむ苫協羽



SD Gs実装ゼ、ミすール実施内容

第1回実施内容
10月30日（火） 15時～17時

》株式会社大川印刷大川社長

締岡町闘⑤
アタシヨジプログラム

「どのようにしてSDGsを経包戦略に取り入れたかJ
〉グυーシ購入ネV トワーク深津事務局長

国周囲固園
周『田圃回
目隠明図
画・圃回
国国国圏園

～持続可能な調達アクションプログラム～
『評価チエvクリストの書き方のコツJ

第2回実施
11月20日（火） 15時～17時

， 
割合

〉回瀬和夫氏 SDGパートナーズ代表恥締役CEO

1）経営者＋執行部で徹底的に議論し、 1～2ヶ月で初期仮説を作？.；

2）仮説を基に、組織、既存事業、事鋸十画を見直す（ヨ力月ほどかける｝
3）仮説が正しければ、 10年後どんな会社にしたいかを決め否

その後、活用刀イドの「手l匝I：話し合いと考え方の共有」について、
行うための謀題Jを参加者で話し合い解決策を見出す．

「自社で

SDGs実装ゼミナール実施内容

様々な講師の話や他社の取組みを参考にしながらSDGs（こ紐づく「社会的使命Jを
設定し、具体的な事業計画の進行（；：よ否 17の目標の達成を目指す体制を作ります．

環機省ISDGs活用ガイド』

ゼミナールの進め方

自社事業部DGS'咽づけて棚卸をする．

『弔電襲撃辞世「

事業lζおLする担金的使命四仮説を検討．

一司唱密議議接歩調師－

社会的使命に対す否17回目標由繋がりを示す．

『再三之アー白骨司即日・一一ーーー：：：－.；：，－
‘－・毛、ーーーー，，－－

ー事業においてSDGsを実装し具体的な計画に
向付た取組みを閲始す'.5.

『司現薦議翠Ji!!,-,l=-

SD Gs実装ゼミナール実施内容

第3回実施内容
日時： 11月20日（火） 15時～17時

以第Z固で提示された宿題の共有と検討
〉各参加者におけ否「社会的使命の仮説を設定いただくJ
》仮説についての資料をppt 3枚程度にまとめ、 5分／

一人でご発表し、ただく．
〉どのようにして仮説を立てたか検討の際の課題等を説明 ξ 《

いただく． 」 a

第4回実施内容
日時： 2019年1月298（火） 15時～17時

〉ゲストご詩演（30分）
株式会社博展サステナフル・ブラシド企画縫進室長
鈴ポ紳介氏

〉参加者発表（8社Xl0分）
前回仮設定した社会的使命について、 17の目標がどの

ように紐づいてい否かを、本業や社会活動の側面かち棚
卸しし、可能であればSDGsの巨罰重成と事業計画のつ
ながりを示す．

SD Gs実装ゼ、ミナール実施内容

2月20目白神奈川新占回特集記事［SDGsl路民の挑戦』創刊記念号に実装ゼミナール叩桜子が
掲載古れました．

I：空間

書宅確弘掘集蓑に怠材いただきました．



SD Gs実装ゼ、ミナール事例紹介
組合の体制について
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く横浜市資源リサイクル事業協同組合＞
・118社の組合員で構成され否
民間の組織

・一般的な企業で言う経営層は
『理事会J15名の理事が在席

・担当者が所属す否のは『企画室J
・資源の品目やテーマ毎に『委員会」が
あり情報交換や事業検討が行われ否。

・各委員会の事業内容は適宜、 『支部会J
を通じで情報発信。

－年に一度（5月｝総会が開催され，-;:t.中三百

年度の事業計画が承認され否。 ! I引開Ii
! r，匙百 Il 
: I文案JI 

i同制；

活動内容の棚卸しと
SDG sとの紐付けについて

横浜市資源リザイクル事業協同組合
企画室清水干善

第3回ゼミで設定

組合の社会的使命〈最終案＞事業の抽出について

資源循環の支点となって
環境負荷を低減させるととちに

新たな価値を創造する

事業の抽出にあたっては、総会資料を情報源として、委員会ごとに
事業を錨出。 13の委員会一（本部の事業や単独のプロヲエクト含む）
で24つの事業を抽出したn

五・．

,-

( ＜イメージ図〉
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担当者による関連表の作成

検討にあたり、担当者がSDGs関連表を作成。下記評価項目を
設け、事業ごとに評価を実施。

く評価項目＞’
① 17の目標のうち、どの目標（；：影響を与えτいるのが

。→大きく~饗している、 0→アプローチしている
E→今後、影響を与え否・の3段階で評価を実施

⑦社会的使命Iζ遁合していあか
社会的使命（仮説）について3つの文節それぞれ評価項目として
設けた。
→・資源循環の支点に立っているか？

・環境負荷を低減してい否か？
・新たな価値を創造しているか？

可視化による効果

17の目標及ひ祉会的使命による評価を行うことで、事業［；：対して
確信が持てたり、新たな課題を見つけることカtできた。
く例①〉

委員会名：びん委員会
事業名：リユースびんPJ
事業概要：
‘オリラナルのリユースびんを製作し、地産地消とな否原料を使用

した飲料の販売、空きびん回収を行う。

。…園園 o…盟国園園 l鰐富~g
考察： 、一一一一一

リユースひ‘んを使った動脈産業への挑戦は新たな価値になってい
否。流通量の拡大のためにSDGsの視点を活用したい。
＝今改めて、 17の目標や社会的使命！こ対して、有効な事業であ-Q

ことを確信した。

担当者による関連表の作成

学盟主旦＆

••& 

幽 E

山醐’Oil≪P1

キ~－I'

考京としてs①、＠の評価在店、まえた
事業1.：：：対す否野備や課題の担当者窓見
を記載

可視化による効果

く例②＞
委員会名：古紙委員会
事業名：再生品販売
事業概要：

箱、．‘樋

100%再生紙を利用したトイレνトペーパー、 B0 Xティッシュ、
紙ひち、コピー用紙の販売

。…園 o…園園・…田園悶翻｜額輩8
考察： ー一一一一一
販売数を伸ばすためにSDGsを観点とした新たな価値を探したい。

司再生局自体は目新しいものではなく、新たしい価値創造には直媛寄
与しないものの、 17の目標の視点で捉え答ことで、新たな価値が創
造でき否のではないかという気付き！と繋がった。



理事会での発表

SDG S関連表はこれまでゼミで学んだ内容ととちに理事会にて発表
1月～3月で、各委員会にて次年度の
事業計画案を検討する際の材料として
使用いただくことを説明した。 伊昌司
理事かちの意見：

りくみビラヨシ2020を策定した時Iζ考えた事業が社会課題IC:対
して合致してい否のか整会性を見ることができる表になったかと恩ラ。

SDG sが2030年までにゴール到達を目標としているので、り
くみピラョシが2020ち先八向かうためには、 SDG  sの17の市
視点で事業を考えることが良い

IS Oの時ちそうであったよラ！こ、。を多く取ミ5事ががずしち事業
性とイコールではない。今回仮説を立ててち5ったので検証して行く
必要がある。

事業性評価の追加

．由

道 船 岡 副 作 時 相 究 I m胃m.←

‘. m・..圃，掴・.，，.ロ

＠競合す吾技街、サ｝ピス、高混在記援し、，
今後ゐ行動計画を検討して日〈ラえで、どの
ような差別化が図れ否かの検討材料とする．

． ぜ



一一

地産地消産地を巡るパスツアー夏報告書

1 .実施内容

横浜市資源リサイクル事業協同組合

企画室加藤

名称・・±色産地j肖産地を巡るパスツア｝夏

日時： 2018年8用2日〈木） 9 :45～17:20 

募集人霊長： 20名

実施人叡：22名

プロジェクトメンバー・ 6名

計 28名乗車

2.目的
市民ヘリコースびん啓発を行いながらリユースびんに関係する施設を見学レ、容器とい

う身近なものでの環境配慮裂の消費行動を意識する事ヘ繁げる。また、地産地消飲料の産地

を訪れて、生産者と現状を見聞きlA本験する事によって、食の安／山＼・安全、食品口スに刻す

る意識を醸成する。

1也産地消産地を巡るパスツアー夏行程表

行程No. 時間 集合、見学先 内容

9 時 関内駅｛甘近集合

45分

① 10時 丸隆六甲容器側到着 洗びん事業の説明、工場見学、リユースびんの現状

45主主 について

〈丸隆六甲容器側本社営業部課長松本氏〉

② 12時 岡島正造商店到着 びん商のストックヤ｝ドについて説明

30分 〈横浜市資源リサイクル事業協同組合ぴん委員会

委員長寺西〉

③ 13時 ど根性キッチン到着 思食＆1出産地消！こついての講演

∞分 〈側ょこはまグリーンピース代表取締役倍氏〉

④ 15時 柴シーサイドファーム あおみかんの摘果体験

15分 到着 生産地の概要説明、運営形態などお話レいただく

（小山農園小山氏〉

⑤ 16 日奇 i愛矯酒場えにレ吉田町 あおみかんジユースの提供

30分 到着 参加者による意見交換を行う〈感組を主に伺う〉

17時 ツアー全行程終了



3.ツアー内容と効果｜こついて（前真の行程表のNo.Iζ準じる〉

行程N日以外にち、パスの移動中に各専門家による解説、講義が行われた。

・横浜市資源リサイクル事業協同組合について寸 〈横浜市資源リサイクル事業協同

・横浜リユースびんプロジェクトについて .J 組合副理事長栗原〉

－横浜市内の分別について〔横浜市資源リサイクル事業協同組合清水〉

・びんの歴史、「びん商」の一日について〈演浜市資源リサイクル事業協同組合

びん委員会委員長寺西〉

・「あおみかんのしずく」誕生ストーリ｝について〈アマンダリーナ代表奥井氏〉

横浜市資源リサイクル事業協間組合と横浜リユースびんプロジェクト！こついての説明！こ

より、我々がどういった理怠と目標を持って活動しているかということをお伝えする事に

よって、これから見学・講演を聡くにあたり伺を意識するべきかを理解レて頂いた。そして

各専門家！こよる解説を挟む事で知識を深め、解説を聞かなかった揚合よりも見学揚所・諮演

に対して深い視点で捉える事ができる様に導くことができた。

①丸隆六甲容器担当者：l本社営業部課長松本氏

内容．プラスチックやペットボトルなど、びん

以外の多様な容器が流通している現状仁加え、一

升びんが主流であった酒びんも多種多様なIJI•中
型びんヘ変化し、回収が困難である事。また、

清酒の充漢方法の多犠俗、側えば温水シャワーに

よる殺菌作業「びん火入れ」でびん破損の可能性

が高まつだ事により、リユースびんではなく安価な小型のワンウェイびんを採用する

メーカーも鎗えている事などを挙げ、リユースびんの減少傾向を訴えだ。

→・ほとんどの参加者がリユースびんの答在は知っていても、びんに「Rマーク」がついて

いる事に気f甘いておらず、またそれがリユースびんを示すものだと知らずにいたとの

意見を聞くことができた。

・「本当に潔境にいいものであれば、行政に強く訴えればリユースびんや環境に配慮した

容器についての条倒や宣伝等できるのではないか」、との意見もあったが、各協会や

組合などの足並みが揃わず、実現しがたい現状が説明された。

・リユースびんには商品を叛売するにあたって問題ない程度の僅かな傷等がある湯合も

あり、そういったちのは消費者としてやはり気になるのかご意見を伺ったところ、「衛

生面に関することなど安全性に関レての情報をもっと開示していけば理解が得られる

と思う」、とのご意見を頂いた。

りユースぴんとは伺か、リユースびんの環境負荷怪減について理解して頂けだからこそ、

上記のようなご意見が伺えたと考える。



官②岡島正造商店担当：横浜市資源リサイクル事業協同組合

鶴 びん委員会委員長寺西

ru実際のびんに触れながら、びんの規格・加工の遣い等を体感

して頂いだ。上記j先びん工場を踏まえてびん商の業務内容を

紹介しつつ、実憾にトラックからの荷下ろしなどを見学した。

ヨ③ど根性キッチン担当者：（槻よこはまグリーンピース代表取締役椿氏

地産地消による地域活性化の力や魅力、地産地j自に関

する啓発活動！こ尽力レていることを知っていただき、

普段消費している食材にち峨々なストーリーや生産者

の思いがあるという事を者えて頂いた。まだ、地元の食

材を美味しくI頁くことにより、地産地消への興味をi架

め、普段の消費行動を見直すよう導いた。

→「償浜の野菜や肉がこんなに美味しいと思わなかった」との感想を頂き、地元の食材の

魅力を感じて頂けた。

＠柴シーサイドファーム担当者：小山漫画小山氏

上記の地産地消の活動の話、まだパス移動中での『「あお

みかんのしすく」誕生ストーリー！こついて』を踏まえて生

産者の誌を聞くことで、より地産地消・食品ロス削減の霊

要性を理解して頂いた。

摘果体験にて持ち帰って頂いたあおみかんをご自宅で

銭昧していただき、「もったいないから、おいしいヘ」を実感することにより、環境配慮型

の消費行動への関IQ,＼を高めていただけるよう導くことができた。

⑤愛婿j酉揚えにし吉田町店

本日のツアーのすべてが詰まっている「あお

みかんのしずく」の炭酸割りを提供、ツアーの

体験を思い出していただきながら、意見交換

会を実施。

→学生など若い世代をターゲットに啓発を

し、その学生たちが大人になったときiご習慣化・常識となっていることが近道なのではない

か。（申告食や大学の生協など〉

→もっとびんの大きさ、中身の種類を多くし、流通量を増やした方がよいのではないか。

→普段は見ない揚所、筒けない誌を閏くことができて非常に青意義だった。

→地道に説明を行い、繋げることが重要な内容と感じIE.,



→行政との連携は重要だと思う。循環局経由で市連会などに話題を出したらどうか。

切上記のような様々な感想、ご意見を伺った。アンケートの回答も含め、下記の「アンケー

ト結果」でまとめる。

4.アジケート結果

見学ツア｝後の意見交換会、アンケートにてツアー・本事業に関する意見を募つだ。参加

者のアンケート統計と主な意見は下記の通り。

く回答者情報＞性別： 男性9名女性 13名

年齢： 20代以下：2名 20代： f名 30代： 1名 40代：5名

50代：4名 60名：4名 70代：3名無回答：2名

設問日〕どのような情報を伝える事で

地産地消の商昂が選ばれるようになるでしょうか？

販売者の取組・・店節では地産地
消を多く仮っている、地鼠と濯
機した活動が活発響、地摂貢献
をしっかり待っている力どうか

く設問［オ】の自由回答欄でのご意見・ご感想＞

－環境への配慮等で選ばれる社会仁なってほしいが、実際は頚で食べるのではなく、体やI白＼

で食べるもの。新鮮さや美味しさでファンをつかみ、それから店頭などで環境配慮をアピ

ールレて徐々に浸透させていくのが理想だと思う。

・新鮮さと生産省ヘの信頼感が絡買力に繋がっていくのではないか。品質がよくなければ地

元の物でも買わない。

・神奈川産、横浜産の表示はI曽えてきているので、その中でもこれを買いたいと習えるよう

な特別なストーリーやこだわりが知れたら高くても貿いたいと思う。

・誌が作っているのかわかること、その人と話せることが貴重だと思う0

・流通量が少ないのか、あまり手に取る機会がないのが残怠。



設問［2）どのような情報を伝える事で

『リユースびん』の商品が選ばれるようになるでレょうかつ

を吾く使っている園販売者がリユース

びんや中皐のストーリーが語れる

生産省の思いや
ストー1)-

9% 

＜設問［2）の自由解答欄でのご意見・ご感想＞

・横浜市ならデポジットをきちんと取組む力があるのではないでしょうか。もっと産業、学

生、地元が協力していけば動く可能性はあると患います。

・リユースびんを使用することで、どれだけ環境lこ影響が出るのか、何%削減になるのかな

ど鍛値としてはっきりわかるとよりインパクトが残ると思いました。

・筈はよくリユースびんを使用レていたとのことなので、「レトロ感jを売りにするのもよ

いのではと思います。

・安全的な説明が欲しいです。

・t夏叡のメ｝力ーから類似商品がでていて決め手に欠ける揚台、地元のメーカーである事が

最終的な決め手になる事がある。そういったアプローチちあるのでは。

・寅う方はリコースびんを使用しているという浬由では購入せず、中身が良いので寅う。だ

から生産者測が意識的lごリユースびんを使うことで碕昂が売れ、結果リユースびんが使

われるようになるのではないか図

・リユースぴんはしっかり環境をメインメッセージにすべきと思う。いくつか往を立てる中

で、ダイレクドなメッセージが伝わらなければびんの回収に繋がらないのではと。

・回収の仕組みをつくる、消費者にメリットを7フビールする、大手メーカーI「使ってもらう、

昂主主をi習やす、使わないとダメな条例を作る。ワークショッブしましよう。



く設問［3］その他自由解答欄でのご感想＞

・横浜市にリユ｝スびんに関わる人たちがいることを初めて知り、勉強になった。ちっと広

まっていけばいいと思う。

・りユースびんの普及に向けて、どんな取組みが必要か巷えるきっかけになった。

・ツアーlこ環境意識で参加したわけではなかったほうが、はからずも 3Rや1也産地消を

知るってすご〈ステキ！！と思います。

・リユースびんの社会的価値、消費者教育しっかりやりたいですね！

・奥井さんの情熱と行動力でだくさんのy,.,in-winが広がっている様子。横浜リユースびん

プロヲヱクトの物語を劇的に紡いでいると思います l

・摘果体験がとても楽しかった。面白かった．（多鍛のご記入を頂く〕

・「1也産地消」「リユースぴんJ「あおみかん」の3つのキーワードについて勉強でき、たく

さんの知識を得ることができました。

・家に帰ってあおみかんを色々 な料理に試して味わってみたいと思います。

・捨てられるものを有郊に使い、資液化していく発怨が頼もしい。小山さんの壱え方が良い。

寸先びん工場見学、ストックヤード見学、摘果など普段見るととも体験することちないこと

ができて良かった。〈多数のご記入をいただく〉

・リユースびんプロジェクトという信在を知らなかったので、今回知れてよかったです。そ

れぞれの関係者の思いを受け、これから自分ちリユースびんを使う機会が：増えたらいい

なと思います。

・何でも措てる、新しいものがいい、ではなく古きよさ時代の教訓ち活かせばいいと思う。

・国や県を先行すること。それが「ハマつ子」のl白意気なのではないでしょうか。横浜市な

ら力があります。力があるなら、動いてみてください。

・現場の方の生の声と想いを聞くことカ？できて大変参警になった。地域の魅力発信に努めて

いる椿さんのl白意気と思いの深さ、食べた生野菜の美味しさに感／~＼しました。

・今回の体験をこれからの生活の中で活かしていきたいと思います。

・今団体験した事を、周りの人にも話してみたいと忠いました。

5.警察

今回自由記載摘を［1J～［3］まで設11、参加者から多数の意見を記載頂いた。その中

には椙］主性がいくつも見受けられたので、考察としてまとめる。

（文章中の※T～※31ま各設問［1J～［3）に対応〕

5.1課題

アジケートでの「流通量が少なし1のか、あまり手に取る機会がないのが残念制」、「買う方

はリユースびんを使用レているという理由では購入せず、中身が良いので買う※2」という・

意見を始めとし、意見交換会では「びんの大きさ、中身の種類を多くし、流通量を増やしだ



ほうが良いのではないか」という意見ち頂いた。本プロジェクトにとっては懸案の課題であ

る4飲料・索符生産者の方l司とのつながりをより強く意識しての共同事業の推進を図ってい

きたい。また「流通量」についてち、現在の飲食店のみの流通に加え、一般市民が直接購入

できるシステムを構築することが持続可能な取り組みへと繁がるうえで成長が急がれる部

分である。大きな糧として取り組んで行く。

5.2今後の活動について

リユースびん自体知らないという若者が増えている中、意見交換会で「学生などの若い世

代にターゲツトを絞って啓発することが近道では」といったご意見ち頂いた。若年層への浸

透は必要不司欠ではあり、次の時代を担う若者のアイデアを取り入れながら新しい取り組

みとして進めることがベターだと思われる。今後、学生との協働を模索し、幅を持たせだ活

動へと繁げていきたい。

さらに、「生産者側が意識的l己リユースびんを使うことで商昂が売れ、結果リユースびん

が使われるようになるのではないか器2」という意見を頂いた。生産者の想いをパトンに見

立て、リユースびんに載せて伝えていくという

プロジ工クトの目指す方向性！こ共感頂いたので

はないかと感じた。リユースびんの良さを消費

者のみならず、生産者に対レてち継続的に伝え

ていくことが大事であるとち替えている。

「オープンな市場で市民の方がリユースびん

を自にする機会が増えれば、リユースびんの・仔 憤浜リユースびんプロジェクトPR勤画より

在を認知しやすくなり、手に取る機会も増えるの

ではないか」という発言も頂いた。勿論それには叛路拡充、消費者からの回収方法の確立な

ど、様／司な解決すべき課題があるが、一番は「リユースびんは元の場所に戻すもの」、「くり

返し使うもの」という意識をもってちらうことである。「国や県を先行すること。それがハ

マつ子のl白意気なのでは籾」という意見があったように、やはりこのヲロジ工クトの控進

力は、この横浜力によるところ大である。横浜市内へのさらなる広報発信を続けていくこと

が重要だと者える。

5.3総i舌

「特別なストーリーやこだわりが知れ危ら、高くても買いたいと思う約」「今回体験した

ことを周りの人にち話してみたいと思いましたね」の2つの意見は、本ブロジ工クトが押

し出して行こうとしている部分であり、昨年度のシンポジウムがらの『「ナラテイブ」に自

分事として本プロジ工クトが広がり、浸透させていきたい』という課題が、今回のツアーを

きっかけにまた一つステッブを踏むことができたと実感した。

各見学先での質疑応答、意見交換会、アンケート、いずれち活発な議論や憲男が寄せられ、



参加者に「地産地消」や円也域循環型びんりユースシステム」の重要性を＋分に理解してい

疋だけだと感じる。関係者や生産者の生の声を聞けることや体験をするという事が参加者

にとって興味深く、このツアーに参加したからこそ深く理解し、強く体感出来たという感想

ち多く頂いており、ツアーの意義を感じられた。また、「生活lこ活かしていきたいね」「自分

ちリユースびんを使ラ機会がi習え疋らいいなと思う様3Jという感想も頂き、今回のツアー

を通じて参加者が気位き、納得して環境配慮型消費行動について歩めるように導くことが

できたのではないだろうか。ツアーにはもともと潔償配慮への興味があった市民が参加し

ていたとはいえ、これからも環境配慮型消賀行動について市民啓発を継続していくにあた

り横浜市民の柔軟性と意識の高さに今後の可能性を実感レた。



。

地産地消産地を巡るパスツア－f.!l! 報告書

1 .実施内容

横浜市資源リサイクル事業協同組合

企画室加藤

名称： I出産地消産地を巡るパスツア一枚

日時： 2018年11月 15日〈木） 10: 20～17: 00 

募集人童文： 20名
実施人数： 23名

プロジェクトメンバ－： 5名

古十 28名乗車

2.目的

市民ヘリユースびん啓発を行いながらリユースびんに関係する施設を見学レ、容器とい

う身近なものでの環鏡配慮型の消費行動を意識する事ヘ繁げる。また、 1自産地消飲料の産地

を訪れて、生産者と現状を見聞きし体験する事によって、食の安，11，；安全、食品ロスに対す

る意識を醸成する。

地産地j肖産地を巡るパスツア一枚行程表

行程No. 時間 集合、見学先 ー内容

オO時 関内駅付近集合

20分

① 刊時 丸隆六甲容器（榊到着 洗びん事業の説明、工場見学、リユースびんの現状

15分 について

（丸隆六甲容器脚本社営業部課長松本氏〉

② 13時 ど根性キッチン到着 昼食・あおみかんのレすくの試飲＆地産地消につい

00分 ての諮演

（（鈎ょこはまグリーンピース代表取締役椿氏〉

③ 15時 柴シーサイドファーム みかん狩り体験

00分 到着 生産地の概要説明、運営形態などお話しいだだく

（小山農園小山氏〉

④ 16時 パス内での意見交換会 参加者による意見交換を行う〈感想を主！こ伺う〉

00分

17時 ツアー全行程終了



3.ツアー内容と効果について〈前頁の行程表のNo，に準じる）

伝程No.以外にち、パスの移動中に各専門家による解説、講義が行われた。

・横浜市資源リサイクル事業協同組合についてつ （償浜市資源リサイクル事業協同

・横浜リユースびんプロジェクトについて J 組合副理事長栗原〉

・びんの歴史、「びん商」ついて〈演浜市資源リサイクル事業協同組合

びん委員会委員長寺西〉

・「あおみかんのしずく」誕生ストーリーについて〈アマンダリーナ代表奥井氏〉

横浜市資源リサイクル事業協同組合と横浜リユースびんプロジ工クト｜こついての説明に

より、我々がどういつだ理愈と自擦を持って活動しているかということをお伝えする事に

よって、これから見学・講演を聴くにあたり伺を意識するべきかを理解して頂いた。そして

各専門家による解説を挟む事で知識を深め、解説を筒かなかった場合よりち見学揚所・講演

に苅して深い視点で捉える事ができる様に導くことができた。

①丸隆六甲容器担当者：：本社営業部課長松本氏

プラスチックやペットボトルなど、びん以外の多様な

容器が流通している現状に加え、一升びんが主流であっ

た酒びんち多種多様な小ー中型びんヘ変化し、回収が包

難である事。まだ最近は新びんを使用し、それを段ボー

ルに入れて出荷しているメーカーが憎え、びん回収に必

要なP箱〔びんを入れる専用のレンタルプラスチック箱〉

が不足している問題などを挙げ、リユースびんの減少傾

向やびん業界の事情を解説した。

→前回同様、ほとんどの参加者がリユースひ‘んの荏在は知つてはいだが、どれがりユースび

んかわからない、あるいはびんに「Rマーク」がついている事に気伺いておらす、またそ

れがリユースびんを示すものだと知らすにいたとの意見を閤くことカ？できた。

当プロジヱクトがわかりやすいオリジナルリユースびんを作製レた意図をご理解いだ

だけ、見学を行った意義を感じた。

②ど根性キッチン担当者：附よこはまグリーンピース代表取締役稽氏

地産地消による地域活性化の力や魅力、地産地

j肖に関する啓発活動に尽力しており、生産者と

のコラボイベント、生産現場を回るパスツアー

などを通じ、普段消費している食材にも様々な

ストーリーや生産者の思いがあるという事を

発（言。また、その話を踏まえ地元の食材を美昧

しく頂くことにより、 I由産地消への興味を深め、普段の消費行動を意識するよう導い疋。



→「野菜や肉がとても美昧レかったjとの感想を頂き、地元の食材の魅力に気づいて漬けた。

③柴シーサイドファーム担当者：小山農園小

山氏・

パス移動中で奥井氏の『「あおみかんのしすく」誕

生ストーリーについて』にて、ああ、みかんが地産

地消かつ食晶ロス削減に繋がっており、更に生産

者を助け、それが地域活性化に繋がっていく誌を

聞くことで、小山氏の話が「地元で取れだ様々な市民の手によって育てられたみかん」とし

て受け止める事ができ、 i由産地消の重要性を理解レて頂いた。

また、ど根性キッチンで参加蜜へあおみかんスカッシユが鑓供されており、そしてみかん

狩りにて収穫しだみかんを賞味、「もったいないから、おいしいへ」を実感いただけた。そ

して前回のツアー参加者の手によって摘果されて完熟レたみかんということを意識してい

ただくことにより、環境配慮裂の消費行動への関／仏＼を高めていただけるよう導lくことがで

きた。

④パス内での意見交換会

窓見交J員会を実施。

・リユースびんに関わる仕事の一部を、障がい者雇用をして行うのもいいのではないか。

．鶴見区に住んでいるのに洗びん工場があるのを知らなかった。

・リユースびんも寄在let知っていたが、どんなものだかは知らなかコた。現場を見て知ると

いうのは霊妥だと感じた。

・今回見る食べる体験するという三拍子揃っていて、非常によかった。自分は消費生活推進

員をしているので、そういつだI患で皆に広めていきたいと思った。

・1由産地消の食事というのはよかったが、メインが肉だけでなく横浜なら魚系も扱って欲U

む¥, 

. ）先びんのラベルを剥がす作業がとてち大変な作業のように感じた。ぴん業界で協力しあっ

てラベルや、多様化してしまったびんの規格を統ーできるよう！こ動いていくべきだ。でな

いと人がとんどん辞めていってしまうのではないか。組織としての力を発揮した万がよ

いと思う。

・家でリユースびんを使用じている。自宅でラベルを剥がす作業を実際にしているが、やは

り商昂によって差があった。私たち消費者が協力できる事はしたいので、ラベルはなるべ

くキレイに剥がすようにします。また、家でそれを手伝ってくれている子どちも今日の見

学につれてくればよかったと感じた。

・2020年のオリンピックに向けて伺か償浜フランドの新商品を出して、リユースびんを

使用している環境に配慮した都市であることをアピールができたらいいと忠った。



， 

上記のような様々な感想、ご意見を伺った。アンケートの回答も含め、下記の「アンケー

ト結果」でまとめる。

4.アジケート結果

見学ツアー後の意見交換会、アンケートにてツアー・本事業に関g:~意見を募った。参加
者のアンケー卜統計と主な意見は下記の通り。

く回答者情報＞性別：男性5名女 性 18名

年齢 40代：2名 50代： 5名 60代： 5名 70代： 70名

80歳以上； 1名 無回答：0名

設問［ilどのような情報を伝える寧で

地産地消の商昆が選ばれるようになるでしようか？

く設問［i Jの自由回答欄でのご意見・ご感想＞

・もっと安I~＼安全な品質であることの PR が必要だと思います。

・市悶でも還の駅のような場所を作るなど、大手ストアと共同開発、販売するなど0

・横浜は観光メインのイメージが強いので、地産地；肖にもより力を入れてブランドカをつけ

て欲しい。

－との地区か、生産者の思い、どんな作り方なのか。

・多くの方々に知って欲しいですね。色々な取組がされているので、これから期待して見守

っていきたいです。



どのような情報を伝える事で

『リユースびん』の高昂が選ばれるようになるでしょうか？

販売者の取ti!.・－飲食店での地
場町商品を事〈使っている。

販売者が日ユースびんや中身
町ストー日ーが眠れる

く設問［2］の自由解答欄でのご意見・ご感想＞

・小学校の給食の牛乳パックよりもびんの方が衛生的lこ思う。子どもたちもリユースの意味

が理解できると思います。

・リユースひんのヒストリー等をメディアを遇レてでも皆に伝える努力をして欲しい。

・確実に回収できるホテル等はリユースびんの自販機を置くなど、リユ｝スびんの管理が出

来るマンションに積極的lこ利用するよう働きかける。環境面で伝えるのが良いと思いま

す。

・リユースとリサイクルの遣いをちっとPRしませんか？

・ 2020年オリンピックや新市庁舎が出来るタイミングで横浜ブランドとして新商品を売

り出して欲しい。

・リユースびんの事初めて知り、勉強lこなりまし足。



く設問【3〕その他自由解答欄でのご感想＞

・I）ユースびん！こついての情報が伝わってし.＼くのに時間がかかるでしょうが、少レずつでも

まわりに広がっていくように知つだことを伝えていきたいです。お話をきいて得だもの

を日常生活の中で気｛吐きながら過ごせて行17たらと思います。自分！こ出来る事から老え、

行動していけたらと思います。やはり知る己とは大切ですね。

・普段行かれないところの見学と体験〈みかん狩り〉があり、こだわりの食事を食べれたの

も良かった。

・環境問題を害えるよい機会でした。

. ）先びんは大変な仕事だと感I~＼レました。また新鮮な野菜が食べれて元気を賢いまレた。

・横浜市闘でみかん狩りが出来るなんてびっくりですE 替のように量り売りでジュース等質

えだら良いと思います。

・地球！こ優しい。これから先日本でこのような取組を多いにやるべし！

・とても野菜が美味だった。横浜でもこんなにとれるんですね。

・普段見られないところ、話を間かせてもらった。洗びん工場では参加者も参加するなどの

工夫をく倒：洗浄レたびんかキレイか当てさせるなど〉

• j也産地消に魚を加えたらどうか。

・他区との連携も話題にしませんか？績浜ファーストだけでは…

・今まで知らなかったびんの工湯、償浜市地元のお料理。みかん園、どれも魅力的で大満足

です。

・リユース（リサイクル〉びんの現状を知り、地元野菜の美味しさにも触れた。資源の有効

活用を身近に感じました。

－よりPRが必要と思う。

・なかなか知る事の出来ないびんのリサイクルの事もわかり、地産地消の野菜ち食べられ、

みかんまで食べられ；、楽レい一目だつだ。

．リユースびんの洗浄を実際に見て、大変そうだが再利用で環境を守っている事にちょっと

驚く。

・一生懸命な業者さんのお仕事を完て、応援したいと思いました。リユースびんlこ注目して

探すようIC:なると思います固

. ）：先ぴん工煽では想像以上のびんの多さに驚いた。そレてその勤勉さに敬服した。



5.考察

今回自由記載欄をい］～［3）まで設け、参加者から多数の意見を記載漬いた固その中

には相互性がいくつも見受けられだので、者察としてまとめる。

（文章中の※T～※3は各設問［1）～［3）に苅応〉

5.1課題

ツアー夏のように「流通量」！こついて指摘する意見はアンケートに見つからなかったが、

参加者がツアーを還して「リユースびんに注目して探すようになると患いますロ※3」とせ

っかく興味を持ってくださったとしても、当プロジェクトの高島をお届けできない現状が

もどかしく思える。やはり一般市民が直接購入もしくは半ク口｝ズド、何らかの手段でリユ

ースびん商昂を手に取れるシステム構築を進めるべきだと感じた。

また、前固と比べると「よりPRが必要※3」といつだ声が多くあった。しかしながら、

それは「情報が広まれば皆車町得して環境に配慮した行動を取ってくれる」と市民力と当プロ

ジヱクトのストーリーカを信頼しての提案のように思える。 SN Sの活用を強｛じしつつ、引

き続き大きな糧として取り組んで行く。

5.2今後の活動について

前回ツアー夏では「学生などの若い世代にターゲットを絞って啓発することが近道では」

といったご意見をいただいていたが、今回は「小学校の給食の牛乳パ！Yクよりもびんの方が

衛生的lこ思う。子どちたちもリユースの意味が理解できると思います。※2」との案が挙が

った。意見交換会では「子どもも連れて来ればよかった」との感惣もいただき、穴人だけで

なく子どちへの学びも多いと感じてもらえるツアーになっだのだと感じ疋。現在の消費行

動について考えを改めていただくより、環境配慮型行動についての教育をすることにより、

その替えが当たり前となった世の中にスムーズに変わっていけるのではないか者える。小

学校との逮鎗ち模索したい。

5.3総括

意見交換会では「皆に広めていきたいと思った。」、アンケートでは「お話をきいて得たも

のを日常生活の中で気｛甘さながら過ごせて行けたらと思います。自分に出来る事からさえ、

行動していけたらと思います。やはり知ることは大切ですね。※3」という感想をいただけぜ

『「ナラティブ」に自分事として本プロジェクトが広がり、浸透させていきたl,,nというプ

ロジェクトの目標に今回もリーチできたと言える。

今回ち各見学先での質疑応答、意見交換会、アンケート、いすれも活発な議論や意見が寄

ぜられ、参加者に「地産地消」や「地域循環型びんリユースシステム」の重要性を十分に理

解していただけたと感じる。参加者の皆織がこのツアーで受け取ったパトンを、次の方へと

きっと繋いでくださると期待する。



『環境配慮型行動で創る SDGs未来都市』シンポジウム報告書

1 .実施内容

横浜市資源リサイクル事業協同組合

企画室加藤

名称：環境記慮型行動で創る SDGs未来都市

日時： 2019年2月21日〈木〕 14・00～16:00 

募集人数： 120名

応募人鍛： 134名

実施人数： 98名（当日の受信名簿より〉

プロジヱクトメンバー： 6名

計 104名参加

シンポジウムプログラム

行程No. 時間 内容 J

14時
開会のご挨捗

会場の皆様への銭拶宗村隆寛

05分 （横浜市資源リサイクル事業協同組合理事長〕

① 14時 「消費者市民社会」 本シンポジウムのキーワードについての解説’

05分 とは （横浜市資源リサイクル事業協同組合企画室加

藤努香〉

② 14時 パネルディスカッ ①コーディネーター．信時正人氏

10分 ション 〈ヨコハマSDGsデザインセンターセンター長）

～ ②パネリスト 1: il草野純一氏

C公益財団法人地球環境戦略研究機構 IGES 上席

研究員〉

③パネリスト2：河原勇輝氏

〈株式会社太陽住建代表取締役〉

④パネリスド 3：池田陵郎氏

〈横浜グリーン購入ネットワーク SDGs実装ゼミナ

、 ｝ル〕

⑤パネリスト4：寺西浩

（横浜市資源リサイクル事業協同組合びん委員長〉

③ 15時
質疑応答 会場から登i望者ヘ質問等

65分

④ 16時
閉会

栗原清剛

10分 （償浜市資源リサイクル事業協同組合副理事長〕



2.目的

今年度から SDGs未来都市の実現を目指して動き始めた横浜市。そこで事業をおこなう

企業として、市民に対してどのように情報を発信しているのか。また、企業そのものの環境

配慮行動だけではなく、市民の環境部感行動意識の醸成！こどのように取り組んでいくべき

なのかを先進事例の紹介を含めで話レ合っていく。

環境に罰慮した商品を選ぶ消費者の増加も目的としており、乙れIまSDGs目標 12の

「12.8 人々があらゆる揚所lこおいて、持続司能な開発及び自然と調和レだライフスタイ

ルlこ関する情報と意識を持つようにする」ことの市民意識の醸成を白指レていく。今回のシ

ツポジウムは市民 0肖費者〕に向けた「消費者市民社会」ヘ向かう情報発信として企闘。

3.内容と効果

3. 1「消費者市民社会」とは

E雪醤さや事｛9tlがばらばらの登i亘書の方たちであるよう！こ感じられるため、それを整頓す

る意味でも、シンポジウムが終了しだ際lこ参加者の皆様の感じた、学んだ、気i寸いだ事は、

どんな結果であれ「消費行動」として反映されることを解説。本シンポジウムの穴砕を理解

していただくことで、参加者には「消費行動」について聞く耳を作る己とが狙い。

3. 2J事例紹介

。コーディネータ｝

i言時正人氏

ヨコハマ SDGsデザインセンター センター長

株式会社エックス都市研究所理事

・SDGsについての簡単な概要説明、センターが担うべく役割

と、償浜市のこれまでの選定都市としての歩みを解説。そして

SD Gs未来都市横浜市としての計画案を紹介。

→滋浜市は内閣府よりモデル事業 SD8s未来都市とじて選

定された。それ以前には同じく内閣府より環鏡モデル都市、環

境未来都市、経済産業省から次世代エネルギ｝・社会システム実証地域l乙ち選定され

ていた。すべてに選ばれているのは横浜市と北九州市のみであり、圏内をリードする

都市としてi翠ばれている。

→SDGs未来都市の計薗では、環境・経済・社会の三紬として、横浜型の連縫事業とし

て推進していく。その中でヨコハマ SDGsデザインセンターは、 SOGsにアブロー

チするべく活動している企業・地域団体・大学などの背中を押す役割を担う。，

積浜市（cl:篠l司なモデル事業に選定され、圏内で期待されている都市と考えても過言では

ない。また、市民としてその事実は諮りにも自信に也繋がるのではないだろうか。その横浜



市が新たな事業創出としてヨコハマ SDGsデザインセンターにて様々なサポートを実施す

るという話から、「まヨミは気援に相自費」という雰囲気が作れたのではないかと思う。詳細宋

定とはいえ、産官学＋市民力T交流・連携を行いやすい揚所が出来るというのは、参加してい

る又はこれから参加を者えている方々にとっては朗報になったと者える。

。パネリスト

藤野純一氏

公益財団法人地球環境織略研究機関（IGES）上席研究員

・少し視野を広げて、世界と圏内でのSDGsの動向につい

ての説明巴

→世界では今までにないくらいの速さで議定書などの合意

に向かっている。それだけ危機感が高まっている。国連で

採択された7フジエンダでも「Transformingour world」

は「我々の世界を変革する」と和訳されている。この「変革」は英単語の門ransf orming」

が使用されており、世界に「〈さなぎから蝶ヘ生まれ変わるような劇的な〉蜜態」が求

められているということ。

→「①国際社会の優先課題、②日本の経験・強み、③圏内主要政策 との連動を踏まえつ

つ、各分野において国内実施・国際協力の両面においてSDG sを推進」としてアクシ

ヨンプランを国が提示している3本柱の中で、［中小企業におけるSDGsの取組強他］

が真っ先に登場している。

SDGs誕生の簡後の流れやエピソードを知ることにより、より深く SDGsを理解し共感

することが出来る。そして世界の一体感、危機感を知ることにより、日本がSDGsの流れ

に取り残されていないか、または自分がその輸から外れているのではないかと見つめ直す

きっかけになったと誓える。

それを踏まえて日本のSDGs動向を話すこと！こより、園内が喫緊としている課題をより

理解・納得させることができたのではないだろうか。そしてここで臼本が遅れているか否か

感じ方は個人差が出ると巻える。

・jqj原莞輝氏

井土ヶ谷アーバンデザインセンター

株式会社太陽住建代表取締役

・中小企業として、社内・地獄でどのようにSDGsを発信しているか。

→活動している中で大事なことは「働いている仲間と意識を合わせ

ること。そして地域の方ととちに目の前にある課題を解決するこ

と。



→りピンクラボとレて無料開放しているおひさま広場での地域の方との交流、また地I或

の諜題についての情報発信も行っており、更には地I或の皆様に SDGsを広める為の活

用も替えている。

→空き家を活用した地域の憩いの場、そしてコワ｝キンタスペーヌの提供、持続可能な事

業でSDGsを実践。

前段の蔵野氏の事例紹介の後、「では日本における中小企業ではどのような准進を行って

いるのかJと会煽の期待が少し高まったと感じた。地域密着型の側太陽住建の事例紹介は、

会場内の市民の方は勿論、企業関係者にも非常に興味深い話？であったとアンケ｝トから推

祭できる。〈アジケート結果参照〉市民の方には地域の活動が身近に数多くあること、企業

関係者には社内での意識浸透、地域の方とのパートナーシッブがいかに重要か伝えること

ができた。

池田隆郎氏

横浜グリーシ購入ネットワーク SD Gs実装ゼミナール

カーボンフリーコンサルテイング株式会社取締役

・中小企業になぜSCGsを実装するべきなのか、 SDGsをどう解

釈したらよいのか。

→中小企業がSDGsに取り組む際の手順や具体的な進め方など、

SDGsを経営戦略に実装するための合同勉強会、『SDGs実装ゼ

ミナール』についての解説。

→SDGsに取り組むことにより、自社の「社会的使命」を明確にで

きる。

SDGsの概要を理解し、実際SDGsを推進している沼原氏の事例紹介後、では具体的

にSDGs実装するにはどうすればよいのかをここで紹介することにより、非常にほどよい

緩急で洛とじ込みができたのではないかと蓄える。

j司原氏の企業では本業と一体化している取り組みのだめに、では他業穫・他企業ではどう

することで整理がつくのかをご説明し1ただいた。実際SDGsとどう向き合うべきなのか頭

を悩ませる企業が多く容在するからこそ『SDGs実装ゼミナール』が開催されているので

あり、まだ中小企業閣では SDGs に対して手探りであると安l~M訟を持たせるとともに、ゼ
ミナールを受けてまで理解し、実装する10要があることも伝えることができ廷のではない

だろうか。

寺西浩

横浜リユースひaんプロジェクト リーダー



績浜市資源リサイクル事業協同組合びん委員会委員長

・横浜リユースびんプロジェクトについて概要説明、リユースび

ん、地産地消を遇レて消費行動について意識レていただく

→プロジェク卜のテーマは「地産地消」「小学生のアイデア実現化」

「地域循環による環境負荷の怪減」

→環境絵日記に背中を押してちらった。リユースびんを子どもか

ら大人、生産省から消費者へとパトンのように想いを繋いでいき

たい。

→消費者に自然とリユマスひ・んを手にとってもらえる世の中に

！したい。

生活の中での身近な「容器」そして「食」を見直じていただくだけで、地i或活性、環境負

荷j居）戚に貢献でさることを説明。誰もが意識せすとち、自然と環境に配慮しだ消費が出来る

社会実現を目標としている。

寺西委員長は人々のライフスタイルを少しずつ愛｛じさせリユースびん普及を白指してい

るが、ぴんと中身のジュースを「選択Jするだけで様々な効果が潜んでいるという点から、

普段の消費行動で改善すべきことを意識させることに導けたのではないだろうか。

4.アンケート結果

参加者98名アンケート回答数： 24

l………… 1 

t：－つ過融・・h I 

一一一一一一一一一
く設問［1 ）の自由解答欄でのご意見・ご感想＞

• SC Gsの基礎知識が得られました。

一



V' 

• SDGsの世界的な動向や、 SDGs実装ゼミナールの詳細について伺う事ができて参考に

なりまレだ。

・シンポジウムの組み立てが「総論」十「先進事例」というオーソドックスのちのだったが、

一方消費者市民社会という新たな切り口ちあった。大消費都市としてSDGsと消費者の

つながり、特！こ富浴層を取り込む内容があればよりよいと思った。

・横浜市の取り組むSCGsの背景とポイントが理解できた。

・頑張られている方の話を伺うと明日の活力になります。

•SDGs の位置づけ、 17の理解度が私自身値いちので、どういう結び借けをするのかまだ

まだ理解が出来ていないです。

・SDGsがよく理解できたため、今後そういった活動ち老慮しつつ生活するっちりです。

・自分自身の生活lこ関連した事案を含めて、 SDC:1sについて学習する事ができ、大変参考

lこなりました。今後の蛍業活動、普段の生活に活かしていけたらと感じました。

・市の取り組みが具体的ではなかったので分かちなかったです。

・様々な方の活動事側を閏けたことが非常によかった。

・償浜を拠点に未来をつくる活動をされている方々のお話レが直援伺えてよかったですe自

分もがんばっていこうと思います。

・スタッフ・参加者ともに男性中山だったことが気！こなりまし疋。女性が参加しやすい仕組

み作りを是非SDGsの視点でお願いレます。 cii児、ネット中継・キッズスペースなど〉

・本日のシンポジウムでSDGsを大変よく理解でき、かつ我々の取り組むべき点が見えて

きました。

・毎日の仕事や家族サービスに、懸命に取り組んでいますが、 17のゴール、 169のター

ゲットへの紐位けによって、やる気も高まるし、使命ち果たせる。そういう者えを持っき

っかけとなりまし足。
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設問［2］一番印象に残った話題をご回答ください。

L一一，

く設問（2）の自由解答11',lでのご意見・ご感想＞

・SDGsについて

・言葉の意味が良くわかり、明日以降の取り組みのきっかけとなりまレた。

・績浜市は固から選ばれたSDGs未来都市でちあり、かなり重要な我l司のプロジェクト

であると思いました。ちっと勉強したいです。

・SDGsのマクロとミクロの視点を伺う事ができて、改めてSDGsに取り組む意義であ

ったり、実装するに当たっての考え方などを整理する契機になりました。

・1也i或コミュニティについて

・地域との連躍の重要性がよく理解できた。

・クローズドな環境でびんをリユースする優位性を全国にi広げていければよいと感じま

した。そのためには、池誠住民に主旨を理解レてもらう事が重要だと思います。

－地元民間企業（3社の事例紹介〉の最近の活動が聞けてよかった。

・省エネを自治会・町内会にどう浸透させていくのか、すごく難レく悩んでいる点です。

i白I惑において役員などをやっていないとなかなか入っていけない。

・リユースびんは某生協の歴史が長い‘の紹介が欲しい。

・企業の取り組む事業について

・リユースびんプロジェクト：奮は当だり前だったこと。特別なことではなくなるように

レていきたいものです。ですが、ステキなPJとして発信されていることに感銘を受け

ました。

・太陽住建の河原さんの活動内容やお話しがとても参者になりました。

・本業と一体化した地域貢献。本業と灘れた地域貢献では続かないと思う。太陽住建さん



一一一一一一一一

のような事業が各地域で実装されれば、地域が元気になるのではないか。

・その他〈複数の話題について回答されている方〉

・個々の取り組みを関連i寸けて、連縫して取り組むことの大切さを実感。〈全てのテ｝マ

について回答〉

・新聞なと世の中〈マスコミなと〉で話題になっているSDGsがなんなのか理解できだ。

（環境配慮型行動、 SDGsについて、と回答〉

・「消費者市民社会」という言葉を横浜らしいもう少しスマートに変えると、ヨコハマか

らいいムーブメントを起こせるように思った。

設問【3〕「SDGs未来都市」を創る上で、貴方は「行政・企業・市民」！こ求められること、

もしくは求める事は伺でしょうか？

・行政

・縦割り解消。ワクワク・おもしろそうを応援する風土。想いを持った職員・事業の軸の

持続性。

－上手な情報発信を。保身に走らない。

・市民に誇りに繁げること。他市町が真似できるモデル。

・各自治体が積極的に取り組み、企業及び市民、住民に刻して発信しなければならないと

考えます。

・頑張っているけど小さいところへ資金的なサポート→下の下まで伝わるスマートな情

報発1言。

・とんどん新しいもの！こ飛びついているような気がして、自分としてはわかりにくくなっ

ている。憤浜は人口と｛雲時氏がおっしゃつだので、そこは伺をターゲットにするのかが

大事だと思った。

・企業

・自社の社会課題への取り組みについて社員数奮をしっかりしていく。

i・社会的使命の明確化。そのPR,

・嘗利自的だけでなく、環境配慮型行動へのシフトチェンジの推進と実践。

• NPOや市民を巻き込んだ活動・取り組みを行う0

・消費者をうまくコントロールする仕組みを考えて、実行すること。経済を動かしている

責任を感じながら、計画し、事業を展開させる。

・頑張りの見せ方の工夫。行政の話に少し乗っかつてみる。それを利用す否。今まで当だ

り前と思っている自社の価値を見つめなおじてみる。

・市民

・興味を持つこと。一歩踏み出してみること。（興味を持たせる為、一歩踏み出すだめの

仕掛けっくり〉



•SNS で発信！cl:簡単lこなったが、至王l言を素直に出来るのか。自分ごととして受け止めら

れるのか。

・嚢任ある消費。社会との繋がり意識する。

．他人任せにしないこと。

・一人ひとりが現在の危機的な状況から巴をそらさず、生活していく中で／~＼がけをしてい
くことが大切。行政からの声に耳を｜頃け、啓蒙レていく事ち必要。

・消費者市民社会を意識した消費行動、ライフスタイルを実践する。

・「無駄」「無理」を排除する消費行動から「よい社会づくりに貢献する消費行動」へと意

識の褒革。〈特に高齢者の富裕層〕

・その他

・これまでの過去の習慣やルールは今後は使えなくなると思います。この時期にグローパ

ルな新しい「SDGs.」の発想を大切にレて産官学が垣板を越えて交流が大事だと巻えま

す固

•SDGs の切りロで、それぞれの立場で伺が出来るのか、これまでの行動レてきたことを

一度見直してみて、そこから発展・1広大できる活動が出来るといい。既にやっているこ

とはしっかり PRすべき。

設問［4］「消費者市民社会」について、今回のシンポジウムで自分の生活において見直すべ

きことなど、新疋な気1甘さはありましたか？また、自分はどうしたら環境や社会に優しい商

品を選ぶ消費者になれると思いますか？（既に選iSi消費者の方は理由を記載いただけると

幸いです〉＜上記内容関わらず、自由回答ち含む＞

・「（消費者市民社会は〉なじみのない言葉」です。でち大切な言葉だと思いまレた。もっと

浸透するように工夫が必要ではないでしょうか。

－横浜は「海」「港」から発展レた都市なので、海洋に対する環償配慮型行動をもう少し鮮

明に出していって欲しい。

• SDGs実装ゼミナールの取り組みをもっと普及して欲しい。

・よりスマートなチョイス。認証マーク・ヱコラベル（FSC、フェアトレード〉商昂の購入、

国際社会の動向をにらんだ価値のあるサービスの購入。

・消費行動とレては気をつけているつもりでした。マイボトル、マイパッグ、箸を貰わない

など。実際の地践活動にはあまり参加できていないかも、と思いました。

・”環箆や社会！こ優しい商品を選15i消費者”を意識しているが、意識しなくとも普通に選べ

るようにならなくてはいけないと思う。「リユースびん PJJの議師の方のお話しではな

いが、給食の牛乳が紙パックでなく、 1）ユースびんになれば、日常リユースびんに触れ殺

しんでリユースびんを普通に選べるのではないか。

・商品力T環境に与える影響（良いち悪いち〉の情報量的曽えると、商昂を選15i際の参考にな

ると思います。



・友人や家族に地道に伝えていく事だと思います。りユースびんPJIこ少レ関わらせで頂く

中で影響を受けたことちあり、家での分別の徹底、ゴミを減らす取り組みをしてみたら、

家族ちいつの間にかその癖がついてくれました。つまりはそういう事なのだと思います。

リユースぴんPJのように、ぐるぐるとステキな循環がヨコハマで起きていること、レっ

かりと見つけて伝えていきたいです。

・現在の流通形態ではついついペットボトルなど大量に流遇している容器を選びがちです

が、買い物をする際にも環境に配慮した商品を選べるよう、気に留めたいと思いまレた。

・市民ひとりひとりが感じて、者えて、それを行動にすること日それを広めていけるめが績

浜市民力だと思います。

・ようやく世の中の古い巴本の産業界の意識も変わってくるのかなと少レ明るい気持ちに

なりましだ。これまで取り組んできた地道な活動を大切にしつつ、未来に向かっていけれ

ばよいかと思います。

・「インフルヱンサー」と「フォロワー」がいるかと思います。社会を変えていくには①「イ

ンコルエンサーに“なる”」 ②「イシフルエンサー」を“作る”。〔人づくり、環境づく

り〉。そレて③社会を変える「インフルエシサーJの「フ才ロワー」になる。一歩踏み出

じて興味を持ってますは（そレて貴重終的に〉一番良いのだと思っています。

5，総括〈文章中の［オ］～［4〕はアンケード結果の各設聞からのヨl用に対応する〉

今回は立湯が多岐にj度るパネりストに登壇し1ただけだことにより、市民の皆様｜こち企業

の皆様にも必ずどこか納得できる点、納得できない点が明瞭になつだと言える。アンケート

に回答レてくださった皆様がご自身と他者〈企業・行政〉への意見・感怨を明確に記入いた

だくことにより、自分に伺が足りていて不足しているのか、他者〈企業・行政〉には何が必

要かという自分とその周りの事まで認識できたことと者えている。今後の消費行動につい

て良い影響になったと確信している。

実際にアンケートでは「実際の地践活動にはあまり参加できていないかち、と思いまレた。

(4）」、「我々の取り組むべき点が見えてきました。日］」という気付き、「そういう者えを持

っきっかけとなりまじた。日｝」、「寅い物をする際にち環境！こ配慮した商昂を選べるよう、

気に留めたいと思いまレた。（4）」という意識の蛮｛じをもたらす事が出来たというお声をい

ただけただけでw このシンポジウムには大いに意義があったと感じる。 SOGsという大き

な切り口での導入ではあったが、地I或の活動、自身の消費行動、身近なアクションでまちを、

国を、世界を変える一助であることを少しでち感じていただけたのだと思う。本シンポジウ

Liで様Nな色形をしたバトンが飛び交い、それを参加者の方々がレっかり受け取った。アン

ケートはその具現｛じである。

ツアー、シンポジウムを還して、当プロジェクトを否定する市民が誌もいないという事実

が非常に喜ばしい。もョと普及させる為のご意見をいただけたり、「自分の消費を見直じて

みる」、「周りに広めます」という意識変革が必す起こりえたのだ。しっかりとした情報発信



、
白．

を継続して行う事によって、横浜での環境配感型消費行動力T広まっていく可能性を強く感

じる。これからもりユースびんの普及、1也産地消と地域活性｛じを促進していくにあたり、大

きな自信となっre。

・喜罫



 

  

消費生活協働促進事業 相互評価シート 

１ 事業の概要 

事業名称 横浜の地産地消を未来につなぐ編集会議＆文化祭 

事業の実施者 
団体等 特定非営利活動法人 森ノオト 

行 政 横浜市経済局消費経済課 

事業の目的 

NPO法人森ノオトが講座事業を企画して提供する過去２年のスタイルから、地

産地消に関心のある市民が自ら学び、企画を練り上げ、農家さんと一緒にプラ

ログラムを実施することで、主体的な消費者を育成し、消費者市民社会の実現

と、横浜の豊かな農業環境を未来に伝えることに寄与することを目的とした。 

 事業の内容 

平成３０年９月より毎月連続のセミナーをおこない、受講生が自ら地産地消を

学び、地元の農業について知り、農業体験やレポートをおこない、生産者と消

費者が一緒に「文化祭」に出展するプログラムを企画した。２月２３日の文化

祭では、９人の女性が７プログラムを実施し、１４０人の来場者を得た。３月

の振り返りの会でそれぞれの「消費者市民社会」のあり方について発表した。 

役割及び責任

分担等 

団体の役割 市の役割 

１ 事業の企画及び実施 

２ 事業の広報及び周知 

３ 事業の記録及び報告書の作成 

１ 団体との連絡調整 

２ 団体への企画協力 

３ 横浜市の広報媒体を使った

事業の周知 
 

実施期間 平成３０年９月４日～平成３１年３月５日 

 

記入日 平成 ３１ 年 ３ 月 ２０ 日 

記入者 

  

・団体等名： 特定非営利活動法人 

森ノオト 

・記入責任者  

氏 名： 理事長 北原 まどか 

連絡先： 045-532-6941 

  

・部署名： 経済局市民経済労働部 

消費経済課 

・記入責任者  

氏 名： 消費経済課長 山口 敏子 

  連絡先： 045-671-2584 



 

２ 事業実施プロセス相互チェックシート 

◎相互チェックシートの評価基準 

よくできた ふつう あまりできなかった 

Ａ Ｂ Ｃ 
 

①事業計画段階 

  団体 行政 

１ 
自分たちが達成すべき大きな目的やミッションについて話し合うことができまし

たか。 
A A 

２ 
お互いの立場や組織の違いを話し合ってよく理解することができましたか。 

 
A A 

３ 
ニーズを把握して共有するとともに、この事業の目標と実施方法を話し合うこと

ができましたか。 
A A 

４ 
実現のためにそれぞれが何をできるかを考え、話し合って役割分担を決めること

ができましたか。 
A A 

５ 
会計のルール等、お互いの組織内部の取り決めについて、説明し合って理解する

ことができましたか。 
A A 

６ 
事業を始めることや計画中であることを、ホームページや会報等を使って市民に

発信することができましたか。 
A A 

②事業実施段階 

  団体 行政 

１ 
率直な意見交換のもとに、お互い対等な立場で事業をすすめることができました

か。 
A A 

２ 
お互いの強みや得意分野を、どう生かし合えるかを考え、提案しながら取り組む

ことができましたか。 
A A 

３ 
相手に任せっきりにせず、お互いが役割を自覚して積極的に取り組むことができ

ましたか。 
A A 

４ 
事業の進捗に応じて、目標、ニーズ、対象、実施方法などをふりかえり、修正し

ながら取り組むことができましたか。 
A A 

５ 
必要に応じ、関連する他の部署や団体などを意識しながら事業をすすめることが

できましたか。 
A A 

６ 
事業終了後の見通しについて、話しながら取り組むことができましたか。 

 
A A 

７ 
事業の実施について、市民に発信することができましたか。 

 
A A 

③ふりかえり段階 

  団体 行政 

１ 
協働することで、単独でおこなうのに比べてどのような効果が得られたか、話し

合って共有できましたか。 
A A 

２ 
受益者が満足を得られたかどうかについて、話し合って確認することができまし

たか。 
A A 

３ 
これまでを振り返って、お互いの考えに相違点がなかったかについて話し合い、

確認する事ができましたか。 
A A 

４ 
期待された事業成果を得られることができましたか。 

 
A A 

 

自由記入欄 

（森ノオト） 

主催の NPO 法人森ノオト、経済局消費経済課、環境創造局農業推進課、北部農政事務所、公益財団法

人横浜市男女協働参画推進協会がほぼ全てのセミナーに出席し、文化祭当日に力を注ぎ、協力し合いなが

ら事業を実施することができた。関わった人も多く、農家さん、セミナー講師の料理人たち、受講生の友

人や家族など、多くの人で作り上げた文化祭となった。受講生の個性あふれる企画と主催団体のコーディ

ネート力、行政との協働が関係者からも高い評価を得た。 

（横浜市） 

市の広報媒体等を使った事業周知の周知だけでなく、セミナーと文化祭に参加し、団体、参加者、行政

で協力して事業に取り組むことができた。また、本事業を通して、参加者が安全・安心な食生活について

考え、行動するきっかけとしてもらえたことは有意義な事業だった。 



 

 

消費生活協働促進事業 相互評価シート 

１ 事業の概要 

事業名称 
「地産地消」と「地域循環型びんリユースシステム」が織りなす環境配

慮型消費行動のススメ 

事業の実施者 
団体等 横浜市資源リサイクル事業協同組合 

行 政 横浜市経済局消費経済課 

事業の目的 
横浜市内でのリユースびん流通量の増加、地産地消飲料による地域活性化、環

境配慮型消費行動への意識醸成 

 事業の内容 バスツアーによる市民啓発、シンポジウムでの情報発信・消費意識醸成！ 

役割及び責任

分担等 

団体の役割 市の役割 

１ 事業の企画及び実施 

２ 事業の広報及び周知 

３ 事業の記録及び報告書の作成 

１ 団体との連絡調整 

２ 団体への企画協力 

３ 横浜市の広報媒体を使った

事業の周知 
 

実施期間 平成 30年８月２日～平成 31年 2月 21日 

 

記入日 平成 ３１ 年 ３ 月 ２２ 日 

記入者 

  

・団体等名： 横浜市資源リサイクル事業協同組合 

・記入責任者  

氏 名： 加藤 舞香 

連絡先： ０４５－４４４－２５３１ 

  

・部署名： 経済局市民経済労働部 

消費経済課 

・記入責任者  

氏 名： 消費経済課長 山口 敏子 

  連絡先： 045-671-2584 



 

２ 事業実施プロセス相互チェックシート 

 

◎相互チェックシートの評価基準 

よくできた ふつう あまりできなかった 

Ａ Ｂ Ｃ 
 

①事業計画段階 

  団体 行政 

１ 
自分たちが達成すべき大きな目的やミッションについて話し合うことができまし

たか。 
A A 

２ 
お互いの立場や組織の違いを話し合ってよく理解することができましたか。 

 
A A 

３ 
ニーズを把握して共有するとともに、この事業の目標と実施方法を話し合うこと

ができましたか。 
A A 

４ 
実現のためにそれぞれが何をできるかを考え、話し合って役割分担を決めること

ができましたか。 
A A 

５ 
会計のルール等、お互いの組織内部の取り決めについて、説明し合って理解する

ことができましたか。 
A A 

６ 
事業を始めることや計画中であることを、ホームページや会報等を使って市民に

発信することができましたか。 
A A 

②事業実施段階 

  団体 行政 

１ 
率直な意見交換のもとに、お互い対等な立場で事業をすすめることができました

か。 
A A 

２ 
お互いの強みや得意分野を、どう生かし合えるかを考え、提案しながら取り組む

ことができましたか。 
A A 

３ 
相手に任せっきりにせず、お互いが役割を自覚して積極的に取り組むことができ

ましたか。 
A A 

４ 
事業の進捗に応じて、目標、ニーズ、対象、実施方法などをふりかえり、修正し

ながら取り組むことができましたか。 
A A 

５ 
必要に応じ、関連する他の部署や団体などを意識しながら事業をすすめることが

できましたか。 
A A 

６ 
事業終了後の見通しについて、話しながら取り組むことができましたか。 

 
A A 

７ 
事業の実施について、市民に発信することができましたか。 

 
A A 

③ふりかえり段階 

  団体 行政 

１ 
協働することで、単独でおこなうのに比べてどのような効果が得られたか、話し

合って共有できましたか。 
A A 

２ 
受益者が満足を得られたかどうかについて、話し合って確認することができまし

たか。 
A A 

３ 
これまでを振り返って、お互いの考えに相違点がなかったかについて話し合い、

確認する事ができましたか。 
A A 

４ 
期待された事業成果を得られることができましたか。 

 
A A 

 

自由記入欄 

（横浜市資源リサイクル事業協同組合） 

都度必要書類や締切日に関してのご連絡を事前にいただけ、非常に助かりました。 

問い合わせに丁寧にご対応してくださり、連絡がしやすく、お互いの疑問点や懸念点はすぐに解決できま

した。また HP・広報ヨコハマへの掲載、各区役所へのチラシ配架のお手配をいただけ、イベント参加者ア

ップにも繋がりました。 

（横浜市） 

事業の実施にあたり、団体と小まめに連絡を取り合いながら、役割を分担して計画的に取り組むことが

できた。また、本事業を通して、環境への配慮を考えた消費生活について、参加者一人ひとりが考えるき

っかけを作ることができた。 

 



（第1号様式）

消費生活協働促進事業補間金交｛寸申請書

平成30年 3月 16日

横浜市長

団体名特定非嘗利活動注入森ノオ卜

所在 地 千227-0033

横浜市青葉区鴨志田町818-3

代表者名北原まどか

〈役職〉 理事長

平成30年度消費生活協働促進事業補問金の交信を受けたいので、関係書類を添えて次の

とおり申請レます。

i テーマ（どちらかに図をつけてください。〉

ロ テーマ1：消費者被害の未然防止に向けた取組

回レテーマ2：消費者市民社会の実現に向けた取組

2 事業名

「横浜の地産地消を未来につなぐ編集会議＆文化祭J

3 事業の目的及び概婆

平成28年度、平成29年度におこなってきだ「横浜の池産地消の普及答発と消費者市民

社会の実現に向けた取り組み」の集大成として、過去2年間の講座で登場してい疋だいた

生産者、シヱフなどが集まり、 I也産地消の恵みを味わえる料理を食べられたり、横浜の地

産地消についてのパンフレットや小間子、啓発ツールを一堂！こ集めて学べる「文化祭」を

開催する。開催までに毎月一白「編集会議」を開催して、横浜市内の1也産地消の取り組み

をレポートレ、横浜の農業・里山・風土の豊かさを｛云え、未来につないでいき、ロー力ル

に根ざレ地域の未来をつくる消費者を育成レていく。

4 補問金交｛寸申請書員 ¥400.000 

※この書類は、補助金の交付が決定したl器合、積浜市市民t~働条例第7条第41頁の規定に基づき、一般の
関覧に供レなければなりません。

※提出していただいた資料の個人情報は、原則として当該補助金交信にかかる手続きのみに使用レ、様浜
市個人情報の保護に関する条例第 10条に定めるi君合を綜き、目的以外に利用することはありまぜん。

※区役所等本市の消費者雷発活動を所管する部門へこの蓄類を情報提供することをご了承ください。



（第2号様式〕

団体の概要書

団 体 名 特定非営利活動法人森ノオト

{;: 表 者
理事長北原まどか

役 職 ． 氏 名

住所横浜市青果区鴨志田町 8183 

連 申告 先
電話・ 045-532-6941 fax: 045-985-9945 

e-mail: info@morinooto.jp 

設立（活動開始）年月 平成25年 1月、 活動ffl8年 4か月（平成30年3月末日現在〕

構成員数〔会員数） 123名

会報・広報誌等の発行 公式メルマガ年24回、会員限定メルマガ年 12回発行

この法人は、広く一般市民を苅象として、環境に配慮し持続司能な

I也域社会をつくるため、環境保全活動や環境啓発活動を遇じて地域

団体の 目 的 交流事業を行い、自然共生・地域循環型のライフスタイルを提案し

ていくことで、人と自然、震が調和できるようなまちづくりの推進

に寄与することを目的とする。

地元のヱコ発見メァィ7コ「森ノオト」の運営〔年間250記事〉

横浜市青葉区委託事業「3R夢なクッキング講座」

1也産地消才一ガニックマルシェ「あおばを食べる収穫祭」

・衣類の 3Rを進める「森ノアップサイクルファクトリー」

主 な j舌 動
市民参加メディア「地域をつむぐ口一刀ルジャーナリズム講座」・

・横浜市経済局協働事業「地産地消の調味料講座」

，神奈川県民提案事業「おうちエネルギーワークショップ」

・神奈川県ボランタリー活動補助金「地域を広報する研修・ネツ

トワーク事業」

主たる活動I也1或 横浜市内 青葉区

これまでに市甲他行政、民間団体等から助成金吾受けたことがある憶合は、名称、助成団体、

金額、時期等在記入レてください．（過去5年間程度〉
過去の助成実績 日立財団I量境 NPO助成、パルシステム神奈川ゆめコ』ブ市民活動支Ill金、地球環腐基金、

セブンーイレブツ記怠財団組織塁強強化助成、神奈川県ポラシヲリー活動補助金

担当者

住所

電 話 ：

e-mail・ 



（第3号様式〉

交付対象事業計画書

1 事業名 ｜献の地産地消を未来につなぐ編集会議＆文化祭

2 現状の課題と解決方法

横浜市は全国最大の政令指定都市でありながら農業が盛んで、市内に 1000力所

以上直売所があり、生産者と消費者の距離が近く協働でマルシ工などを催すとい

つだ交流もある。一方で、農家の高齢化や棺続によって農地を手放さざるを得な

いなど、離農の動きは止められず、横浜市の貴重な財産である里山風景が損なわ

れ得るといった危機的な状況も進んでいる。

森ノオトで定期的に横浜の生産者の活動や環境を発信することで、消費者が生産

者の環境を理解し、地元の直売所や地産地消サポート店などで消費へと誘導し、

生産者と交わる機会を設けることで、市民が横浜が諮るべき農的環境と市民力の

高さを理解し、主体的に関わる入り口となり、消費者市民社会の醸成をはかる。

3 事業内容

＜対象＞

償浜市民で地産地消に興味のある方

＜人主主＞

100名

＜実施場所＞

アートフォーラムあざみ野 3F 生活工房・会議室

＜｛本制＞

NPO法人森ノオト・企画・運営・広報・レポート

横浜の生産者（5～10名〉：お話、レシピ提供、実演、加工昆の販売

＜内容＞

平成29年度に実施してきた「農家のお母さん発！他産地消を未来につなぐ体験講

座」の社会的な評価が高＜、 I也産地消の豊かさ、農家の生活文化や横浜の伝承行

事、男女共同参画の体現といった、横浜の様々な政策課題をやわらかに伝える内

容がたいへん好評であつだだめ、事業継続が熱望されだ。今年度は本事業におけ

る3年間の集大成として、横浜の地産地消の豊かさが堂に会する「文化祭Jを

開催。 2018年12月に男女共同参画センター横浜北（アートフォーラムあざみ



野〉の3階を会場に、生産者とともに交わり、試食や実演などを様々な形で体験

できるイベントとレて、 iOO人規模の集客を売込む。

準備段階で森ノオトがコーディネートして、月に 1回程度の実行委員会を関き、

i文化祭の企画や横浜の地産地消生産者の取材、講師となる生産者の声がけをおこ

ない、主体的に本企画に関わるメンパーを纂って地産地消の機還を盛り上げるロ

く効果（事業謝包後の展開を含む〉＞

本事業を実行委員会形式で運営することで、過去2年間の事業で「事業提供者」

と「参加者」という形から、主体的に事業に関わる市民を増やしていくことで、

地産地消を伝える担い手を増やレていく。

農家のお母さんを文化祭のゲ元卜として招くことで、横浜の農的な伝承行事や生

活文化を知り、匂の食材の加工晶の知恵や技術奪学び、実際に食べ、そこから巴

常的にI也産地消の農作物や加工昂を買い支え、伝える市民を増やしていく。

くその他＞

本事業のコーディネーターを、横浜で畑

たいと考えている。また、 i也産地消の普及啓発をおこなっている横浜市の「はま

,:51うどコツシ工ルジユ」にも実行委員会への参加を呼びかける予定。

ゲストには、横浜の農業をリードレてきた女性農業者で、横浜市の「よこはま・

ゆめ・ファーマー」、神奈川県の「ふるさとの生活技術指導士」でちある、平野フ

キさん（横浜市都筑区）、三津百合子さん〈青葉区）、岡部妙子さん（緑区〉、／J＼間

菜子さん（泉区〉、苅部みつほさん（保土ケ谷区）をおowびする予定。また、平成1

28年度の「i也産地消の調味料講座」のゲストでもある加工昂生産者にちマルシ工

での参加を昭びかける。

4 事業実施スケジュール



6月：実行委員会への参加昭びかけ、会場との連絡・調整

・7月 第1回文化祭実行委員会

. 8月・ゲストコーディネーション

. 9月：第2回文化祭実行委員会

iO月：第3回文化祭実行委員会、チラシ制作、情報リリース

什月．第4回文化祭実行委員会、実行に向けた準備

12月 文化祭実施、文化祭反省会

1舟：終了レポート

※7月～2月の聞に、生産者の取材、本イベントの告知とレポートを迎行して

進めていく（記事本数5本以上〉。

5 1お働により期待される相乗刻果

・行政の分野横断的な施策に横串をさす

NPOが実施することにより、横浜市の施策の分野横断的な普及啓発に貢献。地産

地消、横浜市の食と農のブランド力の向上（環境創造局〉、フードマイレージ（温

暖化対策統括本音日〉、ヨコハマ 3R夢プランの普及啓発（資源循環局）、男女共同参

画の推進（経済局、政策局等〉

・継続的な広報刻果

当該事業にかかる情報発信をウェブメディア、チラシ、メールマガジン、 SNS等

で展開。本事業終了後ち継続的な関係性を築き、 NPOの運蛍するマルシェ事業や

情報発信での地産地消の啓発を継続

償浜の農産加工品の流通、販売促進

地産地消の普及窃発をレている「はまふうどコンシェルジユ」の応援、 I也産地

消を取り入れだレストラン「地産地消サポート店Jの後方受援

6 協働の役割分担と市に期待する役割



＜提案団体の役割＞
・森ノオトは文化祭の企画、運営、情報発信と、定期的な実行委員会をおこなう

＜市に期待する役割＞

・広報、後援、関係団体との調整、

7 共催・協賛・後援の団体名

口横浜市環境創造局、 JA横浜、ょこはまグリーンピース

8 i蒔警

※その他、活動陶容がわかる資料などがあれば添惜してください。



（第4号様式〉

1 収入の部

I頁 巴

市裕朗金

団体負担金

？コ－ 

計

2 支出の部

I頁 目

講師謝金

会場使用料

人件費（※〉

消耗昂費

印刷製本費

その他（食材費〉

'f'コ－ 
言十

交付対象事業収支予算書

収入合計 ¥ 596之70

支出合計 ¥ 590.270 

（円〉

金 §Ji 説 明

400,COO 

190,270 参加賀収入 1000円×80名

団体自己負担

590,270 

（問）

虫J《、 客員 5見 明

111,370 @22,274円（源泉徴収税込〉×5名

25,900 ＠会場費 16,900円、プロジェクター＋マイク使用
ι， 

3000円X3部屋

3ア0,000 20ト1× 2人×8ヶ月（1H人 1000円〉

事前準備、取材レポート、

当日運営 5000円×10人

13,COO 紙代＠5CO円×2、印刷インク代 8000円、

マジックペン 1000円×2、文房具2000円

30,000 3000剖＠10,000円×1問、 A4止巨＠20.000円×オロ

40.0CO 食材費（80名分〕

590.270 

確認欄（次の項目について、レ点で印を1寸けてください。〉

消費生活協働促進事業補助金交付要綱第3条に定める経費以外はさまない。（口レはい 口いいえ〉



（第1号様式〕

消費生活協働促進事業補助金交借申請書

横浜市長

平成30年 3月 16日

団体 名 横浜市資源リサイクル事業協隠組合

所在地 〒221-0054

横浜市神奈川区山内町 13番地

代表者名宗村隆寛’

〈役職〉 理事長

年度消費生活協働促進事業補期金の交伺を受けたいので、関係書類を添えて次のとおり

申請します。

1 テーマ（どちらかに図をつけてください。〉

ロ テーマ1：消費者被害の未然防止に白けだ取組

巴 テーマ2：消費者市民社会の実現に向けた取組

2 事業名

「地産地消」と「地域循環型びんリユースシステム」が織りなす

環境配慮型消費行動のススメ

3 事業の目的及び概要

地産地消飲料の原料産地やリユ｛スびんに関わる現湯を巡る視察ツアーを行い、二酸

｛む炭素排出量の削減に対する意識や食毘ロスへの意識の醸成により環境配慮型消費行

動への理解を深める。

市民力T環境配慮型消費行動をしやすくなるシステムの構築に向け、消費者との意見交

換の機会を創出するためのシンポジウムを開催する。

4 補助金交i寸申請額 ¥400.000. 

※この書類は、補助金の交位が決定した場合、積浜市市民1初動条例第7条第4項の規定に基づき、一般の

関覧仁｛共しなければなりません。
※提出レていただいた資料の個人情報は、原則とレて当該補助金交付にかかる手続きのみに使用し、横浜

市個人情報の保護に関する条例第 10条に定める湯合を除き、目的以外に利用することはありません。

※ 区役所等本市の消費者醤発活動を所管する部門へこの書類を情報提供することをご了君主ください。



（第2号綴式〉

団体の概要書

固 体 名 横浜市資源リサイクル事業協同組合

代表者
理事長宗相経質

役踏・ 氏 名

住所償浜市神奈川区山内町13番地

連 絡 先
電話045-4442531 fax:045-444-2532 

. e-mail: mail@recycledesign.o「Jp

設立（活動関始〉年月 平成4年 10月、 活動歴26年5か月〈平成30年3月末日現在）

構成員獄（会員整担〉 121社

会報・広報誌等の発行 年4回発行「リサイクルデザインJ通巻270号発行部数5万部

横浜市内のリサイクル事業者が 121社集まっている協同組合．

固体の目的
組合員の相互扶聞の精神に基づき、組合員のために必要な共同事業

を行い、組合員の自主的な経済活動を促進し、かつ、その経済的地

、位の向上を図ることを目的としている。

①横浜リユースびんブロジ工クト

I也産地消と地域循環による、食の安全・安l白とリユース意識の向上

を目的としだ「i也産地消飲料」淫蛍。（市内22店舗で取り扱い〕

②移動リサイクル教室出前講師 ． 
主 な i舌 動

小中学校・町内会での資源の分別や3Rなどの環境啓発の講演。

平成13年度開始累計576回、 39,395名（H30/3末〉

、 ③環境絵日記

環償問題について、子どもたちが家庭で話し合ったことや自分で考

えた内容を絵と文章の組み合わせで自由に表現する給日記コンクー

、 ル。今年で 18年目。この 18年間では延べ212.000人が参加。

主たる活動地域 横浜市内全滅

O事襲名：地球団境基金年度：早成25年度、平成26年度、甲成27年度
事謀者名孤立行政活人環境百宝保宝御構
事業総額 747万円
事業内容・環i琵給自記事業の運営及U環境結日記のデーヲペース｛む CHP作成、管理〉

過去の朗成実績
O事業名．平成27年度中小企業活路間栢調査・実現it事業年度：平成27年度
事築書名：全国中小企業団体中央会事謀総額： 193万円
事業内容．古紙康相工タノール｛むの肢術開発

0事業名：平成28年度びんリユースシステム情築に向けた実証事業年度．平成28年度
事業者名鼠憤省事業総額 291万円

事業内容・リコースびんの製作及び苫リヲナル商畠在用いたりコースヲステb.め情鑓

担当者



（第3号儀式〉

交｛寸対象事業計画書

1 事業名 ｜「1也産地消」と「地鼠循環型びんリユースシステム」が織りな

｜す環境配慮型消費行動のススメ

2 現状の課題と解決方法

【現状の課題］

昨今、世界的に持続可能な社会構築に向けた動きが活発化している。国連サミッ

トで採択されだSOGsに苅して多くの企業が日早応して事業活動を娃進している事

からも、今後ますます重要な課題となっていくことが分かる。

。SDG也ターゲット 12:3
2030年までに小売・消費レベル！こおける世界全体の一人当たりの食料の廃棄を半減
させ、収穫後損失などの生産・サプライチェーンにおける食品ロスを減少させる。
。SDGsターゲット 12.8
2030年までに、・人l司があらゆる湯所において、持続司能な開発及び自然と調和した
ライフスタイルに閲する情報と意識を持つようにする。

そうした中、日々の消費行動においても「環鏡配慮」という判断基準を持って生

活していくことは、私だちに課せられだ重要な課題である。

［解決方法］
弊組合では平成28年度より、 I也鑓農産品での飲料製造者、市内販売店舗、行政、

NPOと協働で、「横浜リユースびんプロジェクト（以下プロジェクト〉」を実施し、

地場農産昂に特化し、リユースびんを使用した地産地消飲料の市鼠構築を行って

いる。
そこで、プロジェクトの他産地消飲料を活用し、以下の三つの観点から、消費者

を環境配慮型の消費行動に導く取り組みを実施するa

。績浜の「1由産地消」を通じて、消費者を環鏡配慮型の消費行動へと導く

市内農家を訪ね、生産者の声を聡く「地産地消体験ツアー」を行う。顔の見える！

他産地消の取り組みを通じ、食の安全・安l白について考え、行動するきっかけをi
作る。また、収穫後損失等の現状を通じ、消費者に食昂ロスに対する意識醸成、

環境配慮型の消費行動についての理解を深める。

。横浜における「地域循環型びんリユースシステム」を通じて、消費者を環境配

慮型の消費行動へと導く

びんリユースの発祥ともいわれる横浜市内では、びんリユースには欠かせない

「j先ぴん工場」も事業を行っている。現場を訪ね、その様子を実際に体感するこ

とで、容器を通じた環境負荷｛岳減という観点からの環境配慮型消費行動について

理解を深める。

。環境配慮型消費行動への理解を広め、納得した行動ヘ導く

上記を体感した消費者をはじめとした綴浜市内在住、在勤、在学の市民を対象と

しだシンポジウムを開催することで、本プロジェク卜からの情報発信と消費者の

者えをクロスすることで、より多くの市民が環境配慮型消費行動について納得し

て歩みを進めることができるよう導く。



3 事業内容

く対象＞

環境配慮型消費に関I白ある市内在住、在勤、在学の消費者
＜人鍛＞

各30名程度

く実施揚所＞

横浜市内

く体制＞

主催：横浜市資源リサイクル事業協同組合

協力：横浜リユースびんプロジェクト

＜内容＞

i .地産地消飲料の原料産地やリユースびんに関わる現場を巡るツアー
(2回開催〉

・地産地消産地を巡るツアー①

弊組合とアマンダリーナ社の共同企画地産地消飲料「あおみかんのしずく」の湿

地を訪ね、摘果の必要性と摘果されたが廃棄ではなく飲料に生まれ変わるあおみ

かんに関する知識を深めるととちに、ガラスびんのリユース現場を訪ねるツアー
を実施する。

［参考］あおみかんとは、 i温州みかんの若い果実のこと。みかんは、木に

なっている分のすべてが熟すと、小ぶりになり昧ち十分にのらなくなる。
完熟させるために実が若いうちに、筒果＝間引きをおこなう。葉20紋に

つき実がひとつ程度のパラツス。そのだめ、摘果は全体φおよそ2割おこ
なわれる。

「
• 1由産地消産地を巡るツアー②

弊組合とアマンダリーナ社の共同企画地産地消飲料「みかんのしすく」の産地を
訪ね、摘果をおこなったことで完熟した温州みかんの綴子を体感するととち！こ、

生産者からの話を聞くことで、その後飲料に生まれ変わるj昆州みかん｜二関する知

識を深めるととちに、ガラスびんのリユース現場を訪ねるツアーを実施する0・

2.環境配慮型消費生活への浸透を図るシツポジウム

市民が環境配慮型消費行動をしやすくなるシステムの構築に向け、プロジェクト

からの情報発信と消費者からの意見臆取の機会を創出する定めに、シンポジウムl

を開催する。

く刻果（事業実施後の展開を含む〉＞

地産地消の原料産地を巡ること、ガラスびん入り池産地消飲料の原料産地を体

感することで、二酸化炭素排出量の削減に対する意識や「ちったいなしりという
意識の醸成による食田口スの改善等をはかり、これからの環漬配慮型消費行動に

繋がる社会の構築に大きく寄与することができる。

ツアーやシンポジウムを通じて、より多くの消費者、横浜市民にき発すること

｜で、その実践者を増やし、日常の消費生活に環境配慮の意識を浸透させることが E

．できる。



4 事業実施スケジューlレ
ヨ月；地産地消産地を巡るツアー①

・あおみかん（この時期は摘果されるみかん〉の生産者訪問

・横浜市内の食品ロスの現状の紹介

・リユースびんの洗びん工場視察

、〉 • 1白湯農産品を使ったレシピ紹介

－地産地消飲料の製造現場の視察

－地産地消飲料の取扱店舗での意見交換他

1月；地産地消産地を巡るツアー②

・あおみかん（この時期！ま完熟しだJ!ffij1J1Jみかん〉の生産者訪問

－横浜市内の食昆ロスの現状の紹介

・リユースびんの洗びん工渇視察

• 1也鼠農産品を使ったレシピ紹介

. i也産地消飲料の製造現揚の視察

・1也産地消飲料の取扱店舗での意見交換他

2月；環境配慮型消費生活への浸透を図るシンポジウム

5 t弱f到により期待される相乗刻果

①~環横境浜配3慮R商畠への投資の動機づけ｜」よる環境配慮型消費生活の推進効果
夢プランに代表されるリデュース・リユースの推進による食呂ロスの

。改善や環境負荷j岳減効果

6 協働の役割分担と市に期待する役割

く提案団体の役割＞

G）地産地消やリユースびんを倒とするリユース現甥の視察ツアーを企画運蛍する

こと

陣二酸化炭素排出塁の削減、度畠ロスへの意識向上等、これからの環境配慮型社

会の構築に大きく寄与する情報の発信とシンポジウムの開催運営。

＜市に期待する役割＞

企画イベントの情報発信を通じた横浜市民への地産地消、ぴんリユースの推進に

向けた広報

7 共催・協貸・後援の団体名

ロアマンダリーナ〔地産地消飲料メーカー）

口積演ワイナリー（同上

8 備考

資料①償浜リユースぴんプロジェク卜事業説明資料

資料②I也産地消産池を巡るツアー行程案

資料③横浜リユースびんプロジ工クト記事〔神奈川新聞2018年2月27日〉

※その他、活動内容がわかる資料などがあれば添惜してください。



〈第4号様式〉

1 収入の部

I頁 目

市補助金

団体負担金

－.：：：：：，さー 言十Cコ

2 支出の部

項 目 －

消耗昂費

会場使用料

講師誠金

印刷製本費

交通費

人件費

その他必要経費

4℃』::J 言十

交付対象事業収支予算書

収入合計 ¥475.200 

支出合計 ¥475,200 

金 額 言見

¥400.000 本補問金による

¥75,200 弊組合予算より

¥475,200 

金 客質 説

明

8J.j 

3,000円資料用用紙（A4版 500枚入り〉

12,200円シンポジウム会場費（12.200円〉

〈円）

〈円〉

120,0αコ円講師謝金：ツア一時（10,000円×2名×1回〉

ツアー専門アテンド謝金50,000×1名×2回

90,000円ァザイン及び制作委託一議30,000円×3種

29,000円シンポジウム講師（1,000円×5名〉

スタッフヒヤリツグ時 （1,000円×2名×8悶〉

ツアー高速道路代（4,000円×2回〉

16,000円打合せ C-1.000円×2時間×8回〉

205,000円試飲飲料費（500円×30名×3回〉

’・

ツアーパス費用（80,000円×2回〉
J 

475,200円

確認欄（次の項目について、レ点で印を付けてください。〉

消費生活協働促進事業補問金交付要綱第3条に定める経費以外は含まない。く回はい ロいいえ〉




